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プロローグ




　朝から雨が降っている。冷たい雨だ。

　ウェズリー家の前当主ラルフが老衰で亡くなり、厳かな葬儀が行われている。

　十歳になるひ孫のランドルフは棺に入っている曽祖父を見ると、彼と交わした最後の言葉を思い出した。

『お前たちで、あの術を完成させるんだ』

『術？　あの術って何？　大じい！』

　隣にいる従兄いとこのセドリックも、なんのことかわからずにいる。するとラルフは視線を机に向けた。

『ランドルフ、セドリック、お前たち二人であれば……』

　結局、どの術なのかを伝える前にラルフは息を引き取ってしまう。

　彼は、ひ孫たちが相手であっても指導は厳しかった。

　高名な錬金術師を輩出するウェズリー家は、王家を支える重要な家の一つだ。中でも賢人とまで言われたラルフは宮廷筆頭錬金術師を長く務めていた。

　だから、今日は弔問客がひっきりなしに訪れている。

　蜂蜜色の巻き毛をしたランドルフは、くりっとした大きな紺碧の瞳で周囲を注意深く見ていた。ぽってりとした唇をきゅっと結び、天使と見間違えるほどの美少年は、拳を痛いほど握りしめている。

　喪服を着た人たちは、葬儀が終わると黒い傘を差して出棺を待っていた。本来ならば遺族代表を務める祖父の近くにいるべきだが、ランドルフは悔しさのあまり家を飛び出した。

「ちくしょう！　大じい、俺に言いたいことだけ言って死んじまうなんて！」

　屋敷の広い敷地を一望できる丘まで一気に走り抜けると、ランドルフは息を切らして黒い人だかりを見つめる。

「俺のほうが強くなるまで、死なないって言ってたのに……！」

　嗚咽交じりに、誰にも吐露できない悲しみをランドルフは吐き出していた。

　ウェズリー家の者に、こんな弱い自分をさらけ出すことなどできない。

　幼いながらも天才と呼ばれる錬金術師の彼は、見かけによらず負けず嫌いな性格をしていた。

　流れ出た涙をぐっと腕で拭き取るが、顔に雨が当たってすぐに濡れる。するとずぶ濡れになったランドルフの頭上に、後方からすっと黒い傘が差し出された。

「濡れちゃうわよ」

　驚いて振り返ったランドルフの視線の先には、目の覚めるような美女が喪服を着て立っていた。薄い桃と紫色の混ざったまっすぐな髪に、宝石のように輝く紫紺の瞳。透き通るように白い肌をした頬には、涙を流した痕が見える。

　これまで見たこともないような美女を前にして、ランドルフは息を呑んだ。

「……」

「ラルフのお孫さん？　大きくなったわね」

　声をかけられるが、彼女のほうが雨に濡れ始めている。泣いた姿を見られて恥ずかしくなったランドルフは、目を伏せると小さな声を絞り出した。

「これではあなたが、濡れてしまう」

「大丈夫よ。こう見えても私、とっても丈夫なの。君はまだ小さいから、濡れると風邪をひいてしまうわ」

　はい、と言って傘を差し出されると、思わず受け取ってしまう。

　彼女のこめかみに、濡れたおくれ毛が一筋流れるようにくっついていた。紅くぷっくりとした唇がやけに艶めいていて、水滴のついた長いまつ毛が顔に影を落としている。

　どくん、とランドルフの心臓が大きく音を立てた。

　これまで経験したことのない感情だった。眩しすぎて彼女の顔を見ることができない。

　でも見たい。

　火が一気に燃え広がるように、熱い感情がランドルフの中に渦巻き始めた。

（なんて、綺麗な人なんだ……！）

　さっきまでの憤りとは違う想いに、ランドルフは思わず俯いてしまう。すると彼女は棺が運ばれていく様子をじっと静かに眺めている。

「置いてかれちゃった……」

　小さな声で呟かれた言葉を、ランドルフの耳は拾っていた。

「……大じいの知り合いなのか？」

「大じいって、ラルフのこと？　そう。彼とは古くからの友人なの」

「古くから？」

　彼女はどう見てもまだ若く、ラルフの知り合いというには年齢が離れているように思う。それなのに、まるでラルフ個人と親しかったかのような口ぶりだ。

　彼女はランドルフを眺めると、すっと目を細めた。

「お孫さんだったら、君も錬金術師を目指しているの？」

「孫じゃなくてひ孫だし。それに俺はもう、一人前の錬金術師だ」

　ラルフの弟子の中でも突出した才能を持ち、大人の錬金術師にも負けない術を身につけている。目指しているどころではない。

「そうなの？　まだ、こんなに小さいのに……あの指導を頑張って耐えたのね。だったら将来は、ラルフを超える優秀な錬金術師になるのかな」

　髪が濡れて紫色が濃くなっている。彼女から小さいと言われたのは癪だけれど、褒められたことは単純に嬉しい。いくら天才と言われようが、ラルフの指導はとても厳しくて、わかりにくかった。

　あの指導というからには、ラルフから学んだ弟子の一人だろうか。でもこんなにも美しい弟子がいたなんて、聞いたことがない。

　彼女は視線を戻すと、黒い布のかけられた棺を瞬きもせず目で追っている。

「……ラルフの最期は、どうだった？」

「大じいか？　最期まで元気にしていたけど。寝たきりになったら、すぐだった」

「そうなのね。でも何か……伝えていなかった？」

　何かを問いかけるように彼女はランドルフに向き合った。紫紺の瞳は濡れているが、そこにはしっかりと蜂蜜色の髪をした自分が映り込んでいる。

　ランドルフは頭を左右に振った。ラルフは自分にも、誰にも何も伝えずに息を引き取った。

「そう、そうよね」

　すると彼女はすべてを諦めたかのように表情を失くし、顎を上げる。

　棺はすでに見えなくなっていた。

「大じいの弟子なのか？」

「あっ、ごめんね、もう行かなくちゃ。……元気でね」

　もっと知りたいけれど、彼女はくるっと向きを変えると、小走りに去っていく。ランドルフが追いかけようとしたところで、自分を呼ぶセドリックの声が聞こえる。もう火葬場に行く時間なのだろう。

「しまった。名前、聞いていなかった」

　名前さえわかれば、彼女が誰なのか調べられるのに。つい受け取っていた黒い傘を手にしながら思い返す。

　喪服をまとい、憂いのある顔をした絶世の美女。まだ子どもの域を出ないランドルフでも、彼女がとてつもなく綺麗な女性で、人を惹きつける魅力的な人だと思い──心に焼きついてしまう。

　ランドルフは後ろ髪を引かれながら丘を下っていく。もっと、あの女性と話がしたかった。名前を教えてもらい、呼んでみたかった。

　この感情が『初恋』だと気がついたランドルフは、必死になって彼女のことを聞いて回る。けれど、薄桃紫色の髪の女性のことは誰も、教えてくれなかった。
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　フィリアは柔らかい靴を履くと足音を立てないように裏口へ向かった。

　神殿には人だかりができて聖女が現れるのを今か今かと待っている。

　その人たちに見つからないように、髪の色を隠すためにフードを被り、珍しい紫紺の瞳を誤魔化すために薄い色のついた黒縁の眼鏡をかけた。

　小さな鞄を一つだけ持ち、音を立てないようにゆっくりと古い扉を開ける。

（大丈夫、今度こそうまく逃げられるわ……）

　神殿で世話になり始めてから三年も過ぎている。最近は不本意ながらも『聖女』として祀り上げられ、目立つようになってしまった。

　でも……本当は隠れていたい。

　フィリアはこれまでも何度か逃走しようとする度に、神殿兵に見つかり連れ戻されている。

　出会った頃の神殿長は、いつでも辞めていいと言っていたのに、最近では聖女を見に来る人々からのお布施が惜しくなったのか、外に出させてもらえない。

（やっぱり、神殿なんかに来なければよかった……！）

　この神殿であれば、フィリアの探しものが見つかるかもと思って住み始めたけれど、なんの収穫もなかった。

　孤児院を併設しつつも人手の足りない様子だったから、つい子どもの世話の手伝いを始めていた。けれど、ここまで長く滞在するつもりはなかった。留まる場所を転々としているフィリアは、長くても二年程度で職場も住まいも変えている。

　なのに、子どもが求めるままに錬金術で雪を作った時に、『奇跡の力』だと言われてしまう。

（あれがよくなかったのよね……）

　フィリアはかつて錬金術を教わっていた。複雑なことはできないが、単純なものならすぐに錬成できる。それも、錬金陣を必要とせず、さらに錬成文も唱えない『無詠唱』で。

　錬金術とは、金を生み出すことを目的として発達した技術だ。質量保存の法則に従い、素材を元に変化を加えて新たな物質を作る。

　緻密に描かれた錬金陣の上に素材を置き、錬成文を唱え構築するのが錬金術師と呼ばれる存在だ。効き目のある薬品や灯りをともすための物質などを錬成するため、人々の生活に欠かせない。

　通常は錬金工房と呼ばれる建物で時間をかけて錬成するが、フィリアは手のひらをかざすだけで完成させる。

　すると存在しない魔法と間違えられることもあるが、素材のないところからは何も生み出せない。

　けれどフィリアの術を『奇跡の力』と吹聴した神殿長によって噂が広まった。

　まっすぐな薄桃紫色の髪にぱっちりと大きな紫紺の瞳、見る者を惹きつける可憐で美しい容姿も相まって評判になり、一日に一度は神殿に顔を出すようにと言われ始める。

　けれども評判になる度に一度の約束が二度、三度と増えていき……今では日に五度も神殿で説教をする神殿長の隣に立っている。訪れた大勢の人たちを前に、両手をかざし空気中の水分を固めて雪を降らせた。そんな、ほんの少しのことだけでも、人々は熱狂する。

（まぁ、私も調子に乗っちゃったのが、いけないんだけどね）

　優しく朴訥ぼくとつとした神殿長は、巨額のお布施を前にして変わってしまった。最初は孤児院の経営に役立てばいいなと思ったけれど、最近はどうもよろしくない方向に向かっている。

　孤児院のことは気になるけれど、そろそろ神殿から離れる時期だと思い、フィリアは計画を実行した。

　けれど──。

「聖女様、ご自身のお部屋にお戻りください！」

　声をかけられてフィリアはビクリと肩を震わせた。

（ひっ、もう見つかっちゃったの？）

「午後の説教の時刻になりましたら、お呼びいたします」

　扉を出たところで、門を監視していた神殿兵に見つかってしまう。以前はここまで見張られていなかったのに、今やフィリアが逃げ出すのをなんとしても引き留めようとして、至るところに監視の目があった。

「いえ、今日は私、神殿長様にお暇をいただいているから、街に行きたいの」

　振り返ったフィリアが声を震わせながら答えても、兵士は表情を硬くしたままだ。

「そのような命令を神殿長からはいただいておりません。聖女様、ここでは人目につきますので、中にお入りください」

「ちょ、ちょっと！　私は買い物に行きたいだけなのよ！」

（まぁ、そのあとで戻ってくるつもりはないけど……）

　フィリアの意図をくみ取ったのか、兵士が前に立つと一歩も先に進むことができない。どうしよう、このままではまた神殿に縛りつけられてしまう。

　屈強な身体つきをしている厳つい兵士から逃れるには……。フィリアが周囲を見回したところ、見張りをしているのはこの男ただ一人だった。

（うん、一人ならなんとか……できるかも！）

　両方の手のひらを男に向けると、フィリアは心の内で錬成文を唱える。錬金陣を思い浮かべ、身体の中にある『アレ』を素材代わりに力を引き出した。

　──バシュ！

　閃光が手のひらから出て、男の身体に当たる。一瞬、何が起こったのかわからない顔をした兵士は、「ぐあっ」とうめき声を上げた途端、膝から崩れるようにして倒れていく。

「ふぅ、これで大丈夫かな」

　気絶するくらいの力に抑えたけれど、久しぶりに使ったから加減が難しい。今の術はかつて錬金術の師匠に教わった『か弱いフィリアでも男を倒す術』だった。

（よし、やっと逃げられる！）

　神殿兵が目覚める前に、早くここから離れなくては。と思った瞬間、顔に影がかかりフィリアは腕を掴まれた。

「チッ、やっぱり聖女は錬金術師だったか」

　そこには見上げるばかりに背の高い、冷たい瞳で見つめてくる男が立っていた。

「ひぃっ」

「暴れるな。ここから逃げたいなら、黙ってついてこい」

（で、でも！　むしろあなたのほうが怪しそう……！）

　男に突然腕を掴まれ、じろりと睨まれる。ついてこいと不遜ふそんな態度で言われても恐怖しかない。

　男は蜂蜜色の巻き髪に整った顔をしているけれど、紺碧の瞳にはなんの感情も見えず、冷たさしか感じない。

　すると倒れていた神殿兵が目を覚まし、「ううっ」と頭を押さえながら起き上がろうとしている。このままでは、また彼に拘束されかねない。

　逃げようとしたことが神殿長に伝われば、今度こそ監禁されそうな気がする。

（ど、どうしよう……！）

　焦ったフィリアは思わず腕を掴む男を見上げた。この怪しげな男に助けを求めるほうがいいか、神殿兵に謝って戻るほうがいいか、もう一度あの術をこの男に使ってここから逃げるほうがいいか。

　フィリアが握っていた手のひらを開こうとすると、彼女の動きに気がついた男が鋭く言い放つ。

「無駄なことはしないほうがいい。俺は錬金術師だ。お前のさっきの術ぐらい、封じ込めるのは簡単だ」

「……え？」

　錬金術師と聞き、身体がピクリと反応してしまう。

　高等な技術を持つ錬金術師であれば、フィリアの術を見抜くだろう。熟練した者なら、錬金術の技術も知識の量も、中途半端にしか学んでいない自分よりはるかに多い。

　男は背筋が凍るように冷たい瞳をしているのに、なぜかフィリアの紫紺の瞳が紺碧の瞳に吸い込まれていく。

　まるで、深い湖の底を思わせるような濃い青色の瞳、それは──。

（ラルフ？）

　懐かしく、そして恨めしい錬金術師を思い起こさせた。どことなく顔つきも似ているような気がする。

　でも今は物思いにふけっている時間はない。神殿兵は今にも起き上がろうとしている。

「どうするか、早く決めてくれ。俺と一緒に来るか、こいつに頭を下げて神殿に戻るのか。俺はどっちでもいい」

　神殿に戻れば監視が厳しくなるに違いない。

　そうなれば、次に逃げる時には多くの犠牲者が出るだろう。フィリアは力を持っていても、加減することが難しい。大きな力を出そうとすれば神殿を破壊しかねない。

　それよりは、尊大な態度であっても錬金術師と名乗る男についていったほうが、いいかもしれない……。

（よし！　決めたわ）

「お願い、私、ここから逃げたいの」

　急に縋るような声を出して、男の腕を掴んだ。眉尻を下げて困った顔をすれば、大抵の男は庇護欲をそそるタイプのフィリアを見捨てはしない。経験から身につけたあざとい技だった。

　しかし男はいかにも面倒だと言わんばかりに浅く息を吐くと、「まぁ、いいだろう。少し離れていろ」と言い、こちらの腕をぺりっと引き離す。

　男の冷たい態度にムッとするけれど、彼は倒れている神殿兵のところへ近づくと、手のひらをかざしてバシッと閃光を放った。

（えっ、私と同じ術？　それも、無詠唱で？）

　思わず目を見開いた。これまで自分以外でこの術を使ったのは、ラルフを除いては初めてだ。

　神殿兵はふたたび気を失ったのか、ピクリとも動かなくなる。白目をむいて口を開けていた。フィリアの時と違い、確実に気を失わせている。

「その人、大丈夫なの？」

「殺してはいない。あと一刻もすれば目を覚ますだろう」

　男は立ち上がるとフィリアのほうへ戻ってくる。まだ怪訝な顔つきをしているが、助けてくれたことに変わりはない。

　フィリアは男にお礼を伝えるために被っていたフードの紐をほどき頭から下ろして、眼鏡を取った。すると日の光を浴びて見事に輝く薄桃紫色のまっすぐな髪と、紫紺の美しい瞳が現れる。

「なっ！」

　男は目を大きく見開くと同時に声を失った。疑うような厳しい眼差しの色が一変し、どこか懐かしさを含むような柔らかさを持ち始める。

「……おい」

「あの、助けてくださり、ありがとうございました」

　おじぎをしてから顔を上げると、彼はまるで射抜くような瞳でフィリアの顔を見つめている。

「名前を教えてくれ」

　掠れた声を出した男は、指ぬきの黒手袋をつけた手でフィリアの両手を優しく包み込んだ。さっきとは顔つきがガラリと変わり、まとう雰囲気も厳しさがなくなって柔らかい。心なしか距離も近い。

（あ、え？　ちょっと、いきなりなんなの……！）

　髪と瞳の色を見られた途端、信じられないほど態度が変わり、戸惑ってしまう。彼の息が頬にかかるほどに近いけれど、助けてもらったからには無下にはできない。

「フィリアです」

「フィリア……フィリアか。いい名前だな、フィリアと呼んでも？」

　なぜかうっとりとした目をして、甘く名前を囁いている。さっきまでの厳しい目つきはどこに行ってしまったのか、聞きたいくらいだ。

　突然変わった彼の態度に、目をぱちくりと瞬かせた。

「あの、それは構わないのですが、あなたのお名前を教えていただけますか？」

「ああ、まだ名乗っていなかったか。俺の名はランドルフ、宮廷錬金術師をしている」

　フィリアははっと息を呑んだ。

　貴族でも平民でも、高等な技術を持っていなければ宮廷錬金術師にはなれない。王国内にも、十人いるか、いないかと言われるほどの精鋭だ。

　驚くフィリアを前にして、ランドルフは上着の奥から金色の鎖のついた懐中時計を取り出した。表には宮廷錬金術師を表す天秤の意匠が彫られている。

　目を見開いてその時計を眺めていると、ランドルフはふたたびフィリアの手を取った。

「これが宮廷錬金術師の証だ。ここで話をするのもなんだから、一旦俺の馬車に乗ろう」

「え、あ、はい。お願いします」

　動揺しつつも、頷くとランドルフに視線を移す。蜂蜜色の髪をかき上げた彼は、目元をうっすらと赤くして……すさまじい男の色気を放っていた。

　思わずゴクリと唾を飲んでしまう。こんな魅惑的な男の人についていって、大丈夫だろうか。

（や、確かにかっこいいけど、さっきまではすっごく偉そうな態度で冷たかったのに……）

　不審な気持ちをぬぐいきれないままでいると、ランドルフはフィリアの髪を見て何かを考え始めている。

「綺麗な髪だが、聖女と思われると厄介だな。フード姿も怪しまれるし、少しの間だけ色を変えてもいいか？」

「は、はい。お願いします」

　ランドルフはフィリアの髪に片方の手をかざすと、もう片方を自分の髪の上に手を当てた。するとその瞬間、彼の髪の色がフィリアの髪に移され、薄桃紫色が金色となった。代わりに、彼の髪が幾分か白くなっている。

「すごい……錬金術でこんなことができるなんて」

「少し、俺の色を混ぜた。ああ、その眼鏡もかけたほうがいいな。さぁ、急ごう」

　ランドルフはフィリアの手を引くと人気ひとけのない道を選んでいく。

　大通りに出ると、彼は用意してあった紋のついていない馬車に近づいた。御者が彼に気がつき、踏み台を持ち出して扉を開ける。

　ランドルフは手を差し出し、フィリアが先に馬車に乗るようにエスコートした。

（粗雑なようで、スマートな仕草は……もしかすると貴族かもしれないわね）

　精悍せいかんで美麗な男性に手を引かれ、まるでお姫様になったよう。こんなふうに扱われたのは、ずいぶんと久しぶりだ。

「段差があるから、気をつけて」

「は、はい」

　馬車の座席はスプリングがよく、座り心地がいい。外側は質素な作りであったが、内側は質のよい布地があてられ、豪奢な座面になっていた。

　フィリアに続いてランドルフが乗り込み、当たり前のごとく隣に座る。ドアを閉められると、途端に二人きりの空間になった。さらにランドルフは、決して離さないとばかりにフィリアの手を握りしめてくる。

　馬車は郊外を抜けると速度を上げて走っていく。静かな車内で、フィリアは彼に話しかけた。

「あの、この馬車はどこに向かっているのですか？」

「……俺の屋敷だ」

　え、と声を上げてしまいそうになる。宮廷錬金術師であれば、身元もしっかりしているだろう。それでも、さっき会ったばかりの人の家に連れていかれるなんて。

「あの、途中の街で降ろしていただくことは……」

「それではあの神官長から逃げられないと思うぞ」

　フィリアは口を引き結んだ。確かに、彼から逃げきるにはもっと遠くに行ったほうがいいだろう。

　迷いつつも、とにかく今は彼に助けてもらうのが最善かもしれない。戸惑いながらも、フィリアはランドルフに問いかけた。

「どうして、宮廷錬金術師様が私なんかを助けてくれるのですか？」

「ランドルフだ」

「あの、私は……聖女と言っても、単なる庶民です。宮廷錬金術師様をお名前で呼ぶなんてできません」

「そんなことは関係ない」

　遠慮するフィリアを許さないとばかりに、ランドルフはゆっくりと彼女の頬を撫でた。皮手袋をしていても、どこか熱い彼の温度を感じる。それにさっきから、やたらと熱っぽい瞳で見つめられていた。

「ランドルフ……様」

「様もいらないけど、まだそうもいかないか」

「恐れ多いです」

「大丈夫だ。誰にも文句は言わせない」

　頬に触れていた手がフィリアの眼鏡の縁を持つと、顔から外され彼の胸ポケットの中にしまわれた。そして顎をくいっと持ち上げられる。

　片方の手はさっきからずっと握られたまま。これではまるで恋人同士のようだ。

「綺麗な瞳だ……。まるで、アメジストのように美しい」

「あ、あの……」

（近い！　近すぎます！）

　キスされかねない距離までランドルフの美麗な顔が近づいてきている。彼の甘い息が頬に当たると、心臓がどきどきしすぎて持ちそうにない。

「あの！　ランドルフ様はなぜ神殿の……裏口にいたのですか？」

　変な雰囲気に流されまいと、おたおたしながらもフィリアは問いかけた。

「あぁ、奇跡を行う聖女様に会いに来たけど、正面から入っても会えそうになかったから裏口に回った。すると、ちょうどよく君が出てきた」

　ランドルフは目を細めると、フィリアを検分するように見つめている。さっきから色気たっぷりの甘やかな雰囲気を醸し出す彼に、頭がクラクラしてしまう。

「でも、どうして私に……聖女に会いに来たのですか？」

「宮廷から君を調べるように依頼されたからだ。奇跡と呼ばれる君の技、錬金術を確認したい」

「私の、錬金術」

　フィリアの技は師匠から教わった錬金術で、奇跡でもなんでもない。無詠唱に見えるが、心の中で錬成文を唱えているし、錬金陣は身体の中に刻まれている。

　宮廷が自分を調べようとしていると聞き、フィリアは背筋が凍りつく思いがした。

「君は、無詠唱かつ錬金陣を必要としない。いや、俺のようにどこか身体に彫り込んでいるのかもしれないが、見えるところになくても扱うことができる」

「……はい」

「そして、閃光を出して相手を気絶させる術は、俺の師匠の生み出した術だ」

「……」

　フィリアはなんと答えればいいのかわからなかった。俯きそうになるけれど、ランドルフに顎を持たれたままで下を向くことはできない。

「どうして君は、あの術を知っていたんだ？　それも……素材となる物質もなく」

　甘さを含んでいた瞳が、一瞬だけ疑惑を含んだ鋭い目になる。まるで秘密を暴かれそうで、ゾクリとした感触が身体の中心を走り抜けていく。

　どうしようかと考えるけれど、いい答えが思い浮かばない。するとフィリアが怯えていると思ったのか、ランドルフは困ったように眉根を寄せた。

「すまない、君を問い詰めたいわけではないんだ」

　彼はフィリアの顎から手を外すと、彼女の手を包み込むようにして両手で握りしめた。

（ど、どうしよう……。こんなにも近づかれるなんて）

　男性が苦手なわけではないけれど、相手は高い地位にいる宮廷錬金術師だ。彼のほうがはるかに錬金術の知識も技術も豊富だろう。自分のことを見透かされそうで、恐ろしい。

「とりあえず俺と一緒にいてほしい。フィリアの悪いようにはしない」

　助けてくれたことはありがたい。でも、できることならこのまま解き放って、自分のことなど忘れてほしい。

　こちらとしても、宮廷の動きは気になるけれど深く関わりたいとは思えない。

（どうしよう、困ったな）

　でも宮廷錬金術師が相手では、フィリアのポンコツ錬金術では逃げられないだろう。

　ランドルフは今も、疑いを含みながらもまっすぐな瞳で見つめ続けている。

「美しい君を守りたい。憂いがあるなら、それを全部取り除くから」

　手を握りながらそんなことを言われても、困ってしまう。フィリアはランドルフに気づかれないように、心の中でふぅ、とため息を吐いた。

（これってやっぱり、口説かれている……のかな……）

　いくら男性に近寄られても、もう恋などしない──いやできない。むしろ、してはいけない身体になっている。

　馬車の中で隣に座った彼は、外の様子を窺いながらもフィリアから離れない。チラッと横目で見ると、端正な横顔があった。

（すごく、かっこいい人。それに宮廷錬金術師だから……優秀な人よね）

　蜂蜜色の髪に紺碧の瞳。髪型は違うけれど、ふとした瞬間にラルフを思い出してしまう。

　すると、ツキンと胸が痛む。

　こんなに心が動くのも久しぶりで、フィリアは自分のことながら狼狽うろたえた。ラルフのことは、もう気持ちを整理したはずなのに。似た人を見るだけで、こんなにも動揺するなんて。

（もう忘れたと思っていたのに……まだ私にも、こんな感情が残っているのね）

　どうやら隣に座るランドルフは、自分の容姿を一目見て気に入ったのだろう。

　過去にも出会ったばかりなのに求愛されることはあったので、久しぶりだけど初めてではない。とはいっても、これだけ態度が変わるのは珍しい。

　それでも、自分の噂を聞けばすぐに興味を失うだろう。フィリアは過去のことをほとんど話していないため、根拠のない噂話は数限りなくある。

　神秘的な聖女と言われつつも、神殿長をたらし込んだ魔女とも言われていた。

　そうして物思いにふけっているうちに、二人はランドルフの屋敷に到着する。彼のエスコートで馬車を降りると、目の前には重厚な門構えが見えた。

　そこに記されている杖と蛇の家紋を見た途端、フィリアは思わず叫びそうになって口を両手で押さえる。

　──それは忘れもしない。ラルフの生家である、ウェズリー家の家紋だった。

（ま、マズイよね……ウェズリー家だなんて、本当にラルフの血筋だった！）

　ラルフはフィリアに錬金術を教えた師匠だ。賢人ラルフと称えられるほど高名な彼こそが、フィリアに錬金術を教え、叩き込んでくれた師匠、その人だった。

　そのラルフを若くしたようなランドルフ。

　ふたたびウェズリー家と関わるつもりはなかったのに、運命の悪戯がすぎる。優秀な錬金術師を輩出するウェズリー家は、爵位は持たないが王家も無視できないほどの名家だ。

（ど、どうしよう……私って確か、ラルフの愛人って思われていた……よね……）

　この屋敷は別宅の一つのため、昔いたウェズリーの本宅とは違う。ラルフのいた本宅を出てから何年になるのだろう。すごく昔のようにも、ほんの少し前のような気もする。

　口を押さえながらぐるぐると考えているフィリアを見て、怪訝な顔をしたランドルフが手を差し伸べた。

「もしかして、馬車で酔ったのか？　今、部屋を用意させるから、そこで横になるといい」

「ありがとうございます。はい、ちょっと、一人になりたい……です」

　さっきから心臓がバクバクと鳴っている。まさかラルフの子孫に助けられるなんて、思ってもいなかった。

　上等な部屋に案内されたフィリアは、ランドルフが出ていくとほーっと深く息を吐く。

　馬車に揺られた疲れもあり、部屋にある寝台に遠慮なく横になる。スプリングが利いていて、神殿で使っていた物よりも格段に寝心地がいい。

　目を閉じると、すぐに眠気が襲ってきた。食事をする前に、フィリアはすやすやと寝息を立てて眠り込んだ。途中でランドルフが覗きに来たことも気がつかず、朝までぐっすりと休んでしまう。フィリアは見かけによらず大胆な性格をしているのだった。




　翌朝になるとコンコンと扉を叩く音が聞こえ、フィリアはがばりと起き上がる。

（え、あれ？　ここって……、そうだ！　私、ウェズリー家にまた来てしまったんだ……）

　どうやら昨日の服装のまま、寝入ってしまったらしい。靴はかろうじて脱いでいたけれど、靴下も何もかも神殿を出た時のままだ。

　ふたたび扉を叩く音がしたため「どうぞ」と返事をしたところ、重厚な扉を開けて侍女らしき黒のエプロンドレスを着た女性が入ってきた。

「お目覚めでございますか？」

「はい」

「お部屋を明るくしてもよろしいですか？」

「は、はい」

　返事をするとすぐに侍女は窓辺に行き、重厚なカーテンを開けて光を入れる。明るくなった部屋を見ると、昨日は気がつかなかった豪華さが目に飛び込んできた。

　天蓋つきの寝台はもちろん、置かれている猫足の棚の一つひとつが美しく、丁寧に磨かれ飴色に輝いていた。足元には緻密で繊細な模様の絨毯が敷かれている。紫色をした壁も品がよく、可愛らしい部屋だ。

「フィリア様、お茶をお持ちしましたので、こちらに置かせていただきますね」

「ありがとうございます」

　てきぱきとモーニングティーを淹れた彼女は、まだ起きたばかりでぼーっとしているフィリアの近くにあるテーブルにカップを置いた。

「お着替えの準備をさせていただいても、よろしいですか？」

「え？　私、替えの服は持ってきていないのだけど……」

　小さな鞄の中には、財布しか入れてない。たどり着いた先で購入すればいいと思い、フィリアは服など持っていなかった。

「ランドルフ様の指示で、こちらでご用意させていただきました。正確なサイズがわからなかったので、私どもで調整いたします」

　用意したとは、どういうことだろう。彼女の着ている制服のような、可愛らしいエプロンドレスのことだろうか。だったら気兼ねなく着られそうで、フィリアは軽く考えていた。

「ありがとうございます、このお茶を飲んだら着替えますね」

　侍女は満足そうに頷くと、「では、用意してまいります」と言って部屋を出ていく。熱い紅茶を飲み終え、ようやく頭が回り始めた頃。

　ふたたび部屋に来た侍女たちが、今度は豪華なドレスをかけた移動式のクローゼットを運び入れた。

「あの、これって……？」

「はい、こちらはすべてフィリア様のためのドレスでございます。好きなお色はありますか？」

「な、なんで？　それに好きな色って……こんな豪華なドレス、何かの間違いだわ」

「いえ、フィリア様のためのドレスでございます」

　見ているだけでため息が出るほどに美しい。高級な布地が使われているのか、肌触りも格別にいい。こんなにも高価なものが、自分のために用意されるなんて。

「これは……一人では着られないわ」

　これまで放浪していた身分では、決して着ることのなかった類のドレスが何着もある。それぞれ配色も違えば、デザインも同じものはない。

「ご安心ください、私たちがお手伝いさせていただきます」

「あ、ありがとう……では、なるべく派手でないものをお願いします」

　結局、どれを選んでいいのかさっぱりわからなかったフィリアの代わりに、侍女は薄紫色のドレスを選んでくれた。

　そして飾り上げるのが使命と言わんばかりの勢いで、フィリアの着ていた服を剥ぎ取り髪を整えていく。

「本当に、美しいお肌ですこと……！」

　普段何もしていないのに、簡易なコルセットをつけるだけで胸が盛り上がる。谷間をチラリと見せるようなスクエアにカットされた胸元。きゅっと引き締まったウエストからはふわりと裾が広がっていく。

　櫛くしを通すだけだった髪は丁寧に梳かれ、香油を馴染ませてハーフアップに結ばれる。薄化粧を施されると、鏡の中には儚げな令嬢に見えるフィリアの姿があった。

「ランドルフ様が朝食をご一緒したいと申されていますが、ダイニングに案内してもよろしいですか？」

「え、ええ。お願いします」

　侍女に連れていかれ扉を開けると、先に入って待っていたランドルフが顔を上げてフィリアを見た。そして一瞬目を大きく開き、口に手を当てている。

「おはようございます、あの……このドレス、ありがとうございます」

　ランドルフは黒のトラウザーズに白いシャツと、シンプルな姿をしている。それがかえって、彼の細身でありながらも筋肉質で男らしい体格を十分に表していた。なんとなくいい匂いもしている。

「いや、本当に綺麗だ……。フィリア、夕べはよく眠れたか？」

「はい。ご挨拶もしないで、先に休んで申し訳ありませんでした」

　ぺこりと頭を下げたフィリアを、ランドルフは目を離さないで見つめている。

「あの、何かおかしいところがありましたか？」

「いや、あー、ちょっと想像以上だったから……。ああ、朝食にしよう、夕べは何も食べずに休んでしまったからな」

「はぁ」

　よく見るとランドルフは目元をうっすらと赤くしている。自分の容姿が気に入られることはあっても、ここまでの反応を見せる男性は多くない。

　フィリアは不思議に思いながらも、使用人に椅子を引いてもらい座った。

　するとすぐに、温かいスープが運ばれてくる。フィリアはいつものように食前の祈りをしたあとでスプーンを手に持った。

　ほどよく味つけされたスープは、身体だけでなく心まで温かくしてくれるようだ。

　丁寧な料理を用意してくれたことに感謝して、フィリアは食べ終わった皿を下げようとする使用人に声をかけ、お礼を伝える。

「スープを気に入ったのか？」

「ええ、こんなにも上品な味つけのものは久しぶりで……嬉しいです」

「それならいい。ほかにも用意してあるから、好きなだけ食べるんだ」

「はい、ありがとうございます」

　フィリアは朝からこんなに食べられないと思いつつも、並べられた料理の一つひとつを口にしていく。

　カトラリーの扱いも完璧で、音を立てずに上品に食べる仕草をランドルフは注視していた。

「美味しい……です」

　温かい朝食なんて、いつぶりだろう。神殿の食事は質素で、固いパンしかなかった。それが、目の前には白くてふわふわの焼き立てパンが籠いっぱいに置いてある。

「遠慮しないでくれ」

　ランドルフはフィリアに声をかけ、食事が終わると紅茶が用意された。

「フィリア、これから少し話をしたい」

「はい。お願いします」

　ランドルフは立ち上がり、フィリアを隣にある別室へと案内する。

　三人がけのソファーに促され腰かけると、ランドルフも当然のように隣に座った。普通は向かい合わせで座るものなのに、やっぱり彼の距離感はちょっとおかしい。

　ここまで助けてくれたことには感謝しているが、錬金術師のランドルフを前にすると緊張してしまう。

　それでも、気にかかっていることは確かめたい。

「あ、あの！　きっと今頃、神殿長は私のことを探していると思うのですが、大丈夫ですか？」

「そうだな。神殿にとって、フィリアは金づるだからな……犯罪と思われると厄介だから、昨日のうちに連絡しておいた」

「えっ、そうなのですか？　神殿長は……何も言ってこないのですか？」

「宮廷錬金術師の俺に歯向かえる者はそうそういない。まぁ、それでも神殿長が抗議してきたら、なんとかする」

　なんてことだろう。思わずはぁ、と深い息を吐いた。

「神殿長は、以前はあんな人ではなかったのですが……。やはり人は変わってしまうものですね」

　思わず遠い目をしてしまう。

　これまでも自分の周囲にいた人が変化することはあったが、今回は特に酷い。

　ランドルフも今は理性的に振る舞っているけれど、錬金術師であれば自分の抱える秘密を知れば豹変するだろう。

　諦めたような目をしていると、ランドルフが優しく声をかけた。

「そうだとすると、フィリアはずいぶんと苦労したんだな」

「……苦労、ですか？」

「そうだ。自分に優しかった人間に利用されると、疲れるだろう。心が特に」

　ランドルフは目を細めフィリアを労わるように見つめている。

　これまで、こんなふうにフィリアの辛い気持ちを思ってくれる人は周りにいなかった。

「ええ、そう。そうだったんです……。いい人だったのですが」

　優しくて、孤児院の子どもたちからも慕われていた神殿長だった。そんな人を、自分が狂わせたかのように思われることも辛かった。

　まさかランドルフに慰められるとは思わず、フィリアはつい眦まなじりから涙をこぼしてしまう。ずっと心にのしかかっていた。神殿長を変えてしまったのは、自分のせいのようで心が苦しかった。

　一人だけでも、その重い気持ちをわかってくれる。それだけで、心が少しだけ軽くなっていく。

「……ありがとう、ございます」

　眉尻を下げてランドルフを見つめると、彼は「いや」と言いつつフィリアの目尻に指を添えて涙をふき取った。

「辛い時は、きちんと泣くほうがいい」

　フィリアはハンカチを頬に当てると残りの涙を押さえる。

　しかし、今は感傷に浸っている時ではない。彼の眼差しが温かすぎて怖くなるけれど、もうこれ以上自分の心の深いところに、優しく触れてほしくなかった。

　それでも、彼はフィリアの顔を覗き込むと、目を合わせた。

「俺は、君のことを守りたい。信じてもらえないかもしれないが、君は俺の……初恋の人にそっくりなんだ」

「初恋の人？」

「ああ、曽祖父の葬儀の時に出会った女性で、名前もわからないんだが、俺は一目で心を奪われてしまった。あー、こんなことをいきなり語られても困るよな……」

　フィリアは目を見開いて、ランドルフを見た。

（私が、初恋の女性に似ている？　……まさか！）

　冷水を浴びてしまったかのように、すっと身体が引き締まる。フィリアはランドルフに小さな声で問いかけた。

「その女性のことは……調べたのですか？」

　聞いてみたけれど、彼は何も知らないとばかりに肩をすくめる。

「いや、誰にもわからなかった。俺がまだ小さい時に出会ったから、今頃はもう結婚もしているだろう。その人のことは諦めているんだ。だが、どうしても心が似た人を求めてしまって……。君の髪と瞳が、同じ色をしていたから、懐かしくなった」

「そうでしたか」

（同じ色をしているなんて……まさか）

　ランドルフがフィリアの髪の一筋を持ち上げて、先端に口づけた。とても親密な仕草をされるとドクンと大きく胸が鳴る。

（マズい……ここにいたらマズいような気がする……！）

　焦る気持ちに気がついているのかいないのか。ランドルフは目を細めるとフィリアの耳元で囁いた。

「君は誰からあの錬金術を習ったのか、教えてくれないか？」

「私……。本当に、ただ師匠に教わっただけなので……よくわからないのです」

「その師匠の名前は？」

「あの、その……師匠のことは秘密にしなさいと言われていて」

　ラルフから錬金術を習っていたことは、普段から隠している。高名なラルフの名前を出すだけで、嘘をついていると疑われるから、彼も伝える必要はないと言っていた。

「秘密って。……どうして？」

　ランドルフは甘いようで厳しく問い詰める。嘘をついても彼には見破られそうな気がする。フィリアは背中に冷たい汗がつーっと流れていくのを感じて、ぶるりと震えた。

「ごめんなさい、それはちょっと……あの、師匠は男性だったから、私のことを浮気相手と誤解をされやすくて」

　匂わせるように伝えると、ランドルフは「あぁ……」と言って口を閉じた。

　確かに自分はラルフの愛人と間違われたこともあったから、あながち嘘ではない。

　詮索されたくなくて、フィリアはこの場をやり過ごそうとした。

「そうだったのか、それはすまない」

「いえ」

　これでもう、質問は終わりかと思ったけれど、ランドルフの追求は止まらない。

「だったら素材は？　何を使ったんだ？」

　錬金術は何もないところから生み出す魔術とは違って、質量保存の法則に縛られている。素材がなければ、錬成することはできない。……普通であれば。

　だがフィリアには秘密があった。ただ、それを彼に話すほどにはまだ、ランドルフのことを信用しきれてはいない。

「それも、師匠から秘密にしなさいと言われています。でもあなたも、あの術を無詠唱で、しかも錬金陣も素材も何も使っていなかったのでは？」

　高等な技術を持つ彼であれば、自分の知らない何かを持っているのかもしれない。ウェズリー家の者なら、その可能性のほうが高い。……もしかしたら、自分の探し求めている術を持っているのかも。

「俺は、単に錬金陣を身体に彫り込んでいるだけだ。無詠唱に見えるが、声を出さないだけで唱えている。素材は……普段着ているコートに仕込んである」

　ランドルフは壁にかけていた黒く長いコートを取ると、内側をフィリアに見せた。そこには無数の小さなポケットがついていて、中に薬のようなものが仕込まれている。

「黒いほうが薬を光から遮ることができるから、いつもこのコートを着ている」

「そんな秘密を、私に知らせてもよかったのですか？」

　思わず眉根を寄せると、ランドルフはくすりと口角を上げて微笑んだ。

「こうでもしないと、君に信頼してもらえないだろう。ああ、そうだ。今なら二人だけだから、髪の色を戻しても？」

「え、ええ」

　ランドルフはフィリアの髪に手をかざす。するとまるで時が遡ったかのように髪の色が薄桃紫に戻っていく。彼の髪の色も、元の蜂蜜色になっていた。

「……すごい、元どおりだわ」

「これは錬成したものを元の物質に戻す術だ」

「錬成したものを、元に戻す……反錬成？」

　思わず呟き返してしまうけれど、これこそフィリアの探してきた術だった。

（こんなにも完璧にできるなんて！）

　フィリアは反錬成の仕組みを思い出すと、頬を一気に紅潮させた。かつてラルフが試していたのを見たことがあったが、彼はこれほど綺麗に元に戻せなかった。

　どうしても、この術を身につけたい。そして長年の願いを叶えたい。

　フィリアは必死になってランドルフに頼み込んだ。

「あの、できれば反錬成の方法を教えてもらえませんか？」

「反錬成を？　……すまない、この術はウェズリー家に連なる者にしか教えられない決まりがある」

　そこで言葉を止めたランドルフは、腕を組んで考え込むような顔をした。名門であるウェズリー家に伝わる術であれば、フィリアが教わることは難しいだろう。

　それでもどうにかできないだろうか。フィリアは懇願するように顔を上げた。

「あの、だったら」

「そうだ、いい方法が一つある」

　ぱっと顔を上げた彼は、まるで名案を思いついたかのように瞳を輝かせた。

「フィリア、俺の嫁になってくれ」

「は？」

「俺と結婚すれば、君もウェズリー家に連なる者になるから、教えることができる。……どうだろうか？」

　今度こそフィリアは口をぽかんと開けてランドルフを見返した。

　彼はいかにも名案だと言わんばかりに、顔を緩めている。そして前のめりになると、ぐっと顔を近づけた。

「俺と結婚すれば、君を神殿からも守りやすい。ウェズリー家の嫁を連れ去ることなど、誰にもできないからな。大丈夫だ、君を決して不幸にはさせない。いや、……一緒に幸せになろう。フィリア」

　言っていることはわかるけれど、昨日会ったばかりなのに、どうしてそこまで言いきれるのか。フィリアは戸惑いを隠せない。

「私なんて……聖女って言われているけど、放浪しているような女なのよ。親もいないし、名家の嫁になんて、あなたがよくても周囲が認めないわ」

「それは大丈夫だ。君の無詠唱の錬金術を見せれば親族一同、フィリアを大歓迎する。ウェズリー家にとって、錬金術の技術が高ければ高いほどいい」

「え？　本気なの？」

　フィリアが呆れたような顔をすると、ランドルフは蕩けるような顔をして彼女を見つめながら、手を強く握りしめた。

「フィリア、俺と結婚しよう。もし不安があるならなんでも言ってくれ。身体の相性を見たいなら、今からでも構わない。俺に奉仕させてほしい、必ず君を満足させるから」

「は、はぁああ？」

（ちょっと待って！　不安しかないんだけど！）

　思わず変な声が出てしまう。それに身体の相性だなんて、なんてことを言うのだろう。

「あ、あなたは名門のウェズリー家の人でしょう？　そんなこと、簡単にしてはいけないわ……」

「なんだ、フィリアは意外と堅いんだな。まぁ神殿にいたくらいだからな。いや、でも夫婦になるからには大切なことだ。なんならすぐにでも」

「け、けけけ、結構です！」

　顔を真っ赤にしたフィリアは、思わず叫んでしまう。

　過去に経験はあるけれど、もうずいぶんと昔のことだ。最近は恋をしないようにと己を律してきたから、そうした身体の関係を持つことはまったくなかった。

「なんだ、残念だな……」

　本当にそのつもりだったのか、ランドルフは眉尻を下げてがっかりだと言わんばかりの顔をしている。

（しっ、信じられない！　ちょっと、ウェズリー家はどんな教育しているのよっ！）

　フィリアは心の中で毒づいた言葉を吐いた。こんなに軽く結婚しようと言われても戸惑いしかない。

　あまりにも突飛な解決方法に言葉を失うが、彼の妻になれば確かにウェズリー家の内側に入り込める。そうすれば門外不出の術も知ることができる。

　さらに神殿からも守られるとあれば、これ以上ない提案にも思えてきた。

「でも、そんな簡単に結婚なんて言われても……」

　心の中で呟いていたことを、どうやら口に出していたらしい。

　ランドルフは口角をくっと上げ、狙った獲物は逃がさないとばかりにフィリアを口説き始めた。

「信じてくれ。俺と結婚するなら、生活のことで苦労はさせない。錬金術だってなんでも教えよう」

「……反錬成の術も？　本当に？」

「ああ。嘘は言わない。なんなら誓いを立ててもいい」

　フィリアはきゅっと口を結んで黙ると、頭をフル回転させて考え始めた。

　自分の求めるものは反錬成の術だから、この機会を逃したくない。

　結婚してほしいと言われている以上、それを条件に彼を利用すればいいのではないか。

　身体を繋げることだって、今さら恥ずかしがることでもない。生き延びるために、過去に身体を開いたこともあったくらいだ。

「……わかったわ。でも、お願いがあるの」

「なんだい？　フィリアの願いごとなら、なんでも叶えるよ」

「ウェズリー家の、あなたの親族には会いたくないの」

　ウェズリー家に爵位はないが、宮廷錬金術師を輩出する名門だ。以前、王家は侯爵位を用意したがそれを断ったという。領地を持つと、錬金術を研究する時間が減るから嫌だというのがその理由だった。

　爵位を辞退してもなお、名門として扱われるウェズリー家は、錬金術で調合した薬で財を成し大富豪となっている。

　ランドルフは宮廷錬金術師だから、きっと一族の中でも優秀な者だろう。

　そうした一族に、特にラルフの親族に会うことはためらわれた。フィリアは恐る恐る上目遣いに見上げると、ランドルフは「なんだ、そんなことか」と言って顔をほころばせる。

「それなら大丈夫だ。だが、一人だけ会ってほしい人がいる」

「一人だけ？　お父様？」

「いや、従兄であり兄弟子であり、同僚だが、俺の一番の理解者っていうか……まぁ、そいつが君のことを認めれば親族のほうは大丈夫だ。今、ウェズリーの中で俺の次に優秀な錬金術師はセドリックだからな」

　ランドルフは嬉しそうに目を細めると、フィリアの顎を持ち上げた。

「では、約束のキスを」

「えっ」

　抵抗する間もなく、フィリアの頬をついばむように彼の柔らかい唇が落とされる。近づいた紺碧の瞳が、フィリアの紫紺の瞳を射抜くようにして見つめていた。

「フィリア……」

　気持ちを込めた声を耳元で囁かれた途端、彼の唇で口を塞がれる。ゆっくりとなぞるように唇を食んだ彼は、角度を何度も変えながらフィリアに口づけた。

　あまりにも柔らかい触れ方に、思わず心がトクリと跳ねる。もっと荒々しく貪られるのかと思っていた。どちらのものともわからない、甘やかな息が口の端から漏れていく。

「優しいのね」

「これでも我慢している。なんなら今すぐ相性を試したいのに」

「……相性がよくなかったら、結婚はやめるの？」

「ごめん、言葉を間違えた。君を抱いたら、気持ちいい以外ありえない。試すなんて言って悪かった」

　ランドルフはやり直しとばかりにふたたび口づける。フィリアの心をくすぐるように、温かい唇は長い間彼女の口元から離れなかった。

（ランドルフ、ごめんなさい。あなたを利用させてもらうわね）

　愛しているわけでもないのに結婚する。彼を騙だますことになる。

　それでも、フィリアは反錬成の術を身につけたかった。それほどまでに渇望するのは、──フィリアの持つ秘密ゆえだった。
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　今からおよそ八十年前──。

　フィリアは地方領主の娘だった。黄色がかった薄茶色の髪に濃い紫色の瞳。そばかすの残る顔は取り立てて美人ではないが、気立てのよい娘だ。

「フィリア、今度、王都からお客様が来られるの。鎮守の森を見たいって話だから、案内してくれる？　あなた、あの森に詳しいでしょ？」

　半年前に幼なじみの騎士と結婚したフィリアは、母からの頼みごとに「わかったわ」とすぐに返事をした。

　鎮守の森と呼ばれる、古くからある森には珍しい草花がたくさん生えている。中には貴重な種類のものもあり、素材を求めて錬金術師が訪れることも珍しくなかった。

　フィリアは幼い頃から森の中を探索することが好きで、草花の種類に詳しい。結婚後も時折、錬金術師相手に森の中を案内して家計を助けていた。

　今回は特に王都から宮廷錬金術師が来るとあって、領主の館では歓迎するための準備に忙しくしている。父である多忙な領主の代わりに、フィリアが森の中を案内することになった。

「初めまして、領主の娘のフィリア・アビントンと申します」

　スカートの端を持ち上げて、淑女の礼をする。地方領主とはいえ、貴族に嫁いでも大丈夫なようにマナーはしっかりと身につけていた。

　政略結婚も覚悟していたけれど、遠方に嫁がせることを嫌がった両親によって、ほのかに憧れていた幼馴染と結婚することができフィリアは幸せだった。

「世話になる。ラルフ・ウェズリーだ。宮廷錬金術師をしているが、ラルフと呼んでくれればいい」

　ぶっきらぼうに返事をする彼は、まっすぐで長い金色の髪を持つ美丈夫だった。背は夫のジルのほうが高いが、顔の作りはラルフのほうが整っている。

　一瞬、その美しさに見惚れてしまうが、フィリアは結婚したばかりの夫をすぐに思い出した。

（この方もかっこいいけど、やっぱりジルが一番だわ！）

　黒髪に藍色の瞳を持つジルは、不器用ながらも優しく、幼い頃から憧れていた。そんな彼が自分と結婚したいと申し込んでくれた時は、天にも昇るほど嬉しかった。

「ではラルフ様。早速ですが森を案内しましょうか？」

「あぁ、そうしてくれ」

　二人はラルフの連れてきた護衛の騎士を連れ立って、鎮守の森に入っていく。日の沈む前に帰ってくることを約束していたが、思いがけず珍しい品種の草が危険な岩の上で見つかった。

「ラルフ様、あの岩の上に登るのはおやめください。あそこには毒を持つコリスの巣があります」

　鎮守の森には、コリスと呼ばれる小さな動物が住んでいた。夜行性のため、昼間であれば大人しく人前に現れることはないが、夜は活発に動き回る。

　彼らは毒を持つ歯を持っているから、現れると厄介だった。

　フィリアは一度噛まれたことがあり、二度目に噛まれると命を落とす危険性がある。コリスの出産シーズンの今、巣に近づく者がいれば攻撃するだろう。

「だが、あの草は貴重なものだ。すぐに採ってくるから心配するな」

　ラルフは自信満々な様子で手をかざすと、無詠唱で岩までのはしごを作ってしまう。目の前で錬金術を見るのが初めてだったフィリアは、あまりの衝撃に息を呑み込んだ。

「……すごい」

「無詠唱で錬成できるのは、世界広しといえどもラルフ様だけです」

　護衛の騎士がフィリアに説明する。確かに、こんなにも高等な術を持っている人であれば、問題ないだろう。

　安堵の息を吐いたフィリアは、すぐにそれを後悔する。「うわっ」というラルフの声を聞いた途端、前方からコリスの大群が降るようにフィリアたちに襲いかかってきた。

「きゃ、きゃぁあ！」

　キーキーと喚きながら小さなコリスが迫ってきて、あっという間にフィリアに噛みついた。護衛の騎士たちは自分たちに襲いかかってくるコリスを避けるのに精いっぱいだった。

「大丈夫か？　フィリア殿！　フィリア殿！」

　ラルフの声が聞こえるけれど……フィリアは意識をふつりと失い、その場に倒れ込んだ。
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　すぐに防御壁を作ったラルフだったが、フィリアを守ることは叶わなかった。コリスに噛まれてすぐにフィリアは意識を失った。その彼女を騎士が抱え来た道を戻る。時折迷いそうになるが、彼女が残していた道しるべを頼りになんとか進んでいく。

「領主殿！　領主殿！　すまない、フィリア殿が！」

　日が落ちきった頃にようやく領主の館にたどり着いたラルフたちは、寝台の上にフィリアを寝かせた。もうすでに、虫の息となっている。

「すまない、私が油断した隙にフィリア殿を……たかがコリスと思い、防御壁を構築していなかった」

　岩の上の草近辺にはコリスの巣が集まっていた。これまで誰もあの草に手を出さなかったのは、コリスの群れを恐れたからだろう。

　ラルフは自分の慢心が招いた事故だと言い、頭を下げた。するとそこに、顔色を変えた男がなりふり構わず部屋に入ってくる。

「フィリア！　フィリア！　目を、目を覚ましてくれ！　フィリア！」

　フィリアの夫ジルは、駆けつけるとすぐに彼女の枕元に立って声をかけた。唇の色も紫色になり、もうすぐにでも呼吸が止まりかけている。死は彼女のすぐ傍にあった。

　ラルフは同じ部屋にいる領主に、何かを決意したように強張こわばった顔を向ける。

「領主殿……うまくいくかわからないが、一つだけフィリア殿を生かす術がある」

「ラルフ殿、それは！」

「その術は、領主殿の持っている白い卵型の石が必要だ。それを使わせてほしい」

　頭を下げたラルフに狼狽えつつも、領主はすぐに石を持ってくるように部下に命じる。

「ラルフ殿、宮廷錬金術師のあなた様が、一体何をされるのでしょうか。娘のフィリアは、大丈夫なのでしょうか」

「……やってみなければ、私にもわからない。だが、これしか方法を思いつかない」

　ラルフは白い石を受け取ると、夫であるジル以外は部屋の外へ出るようにと伝えた。ジルは泣きはらした目で、ぐっとラルフを睨みつける。

「ラルフ様、妻は……フィリアはどうなるのですか」

「これから、この石を使って錬成する。時間がない、炭を持ってきて君も手伝ってくれ」

「あ、は、はい」

　ラルフに強い口調で命じられ、ジルはすぐに炭を取りに行く。戻ってからは、炭で床に錬金陣を描き始めたラルフを手伝った。

　描き終わると、その陣の中心にフィリアを寝かせ、胸の上に白い石を置く。

「この石は……賢者の石だ。領主殿が知らなかったのが幸いしたな」

「今、なんと言いましたか？　賢者の石？」

「そうだ」

　ラルフは短く答えると、力を最大限に放出するために指ぬきの黒い手袋を外す。手のひらには複雑な文様の錬金陣が彫り込まれていた。

「俺もするのは初めてだが、この術しかない。今から人体錬成を行う」

「なっ、人体錬成？　それは……禁忌の術では」

「そんなことは今さらだ！　いいか、陣から離れていろ」

　フィリアに近づいたラルフは片方の手を賢者の石に乗せ、もう片方の手を彼女の心臓の上に置いた。彼は目を閉じると、全身を集中させて祈るように頭を下げる。

　次第に黒い炭で書かれた陣が燃えるように紅くなり──フィリアの全身が白い光で包まれていく。ラルフは額に玉の汗をかき、力を振り絞るようにして錬成文を唱えた。

　すると青白かったフィリアの頬に生気が戻り、桃色に染まる。紫色をしていた唇は、血が通い赤くなる。髪の色は薄い桃色と紫色が混ざり合い、どことなく顔つきが変化していき──ぱちりと目を開いたフィリアは、面影は残るがもはや別人のように美しくなっていた。

「ジル？」

　目を覚ましたフィリアが夫の名前を呼んだ途端、白い光はふたたびフィリアを包み込み──。

「フィリア！　フィリア！」

　彼女の姿は手を伸ばすジルの目の前で、一瞬のうちにふっと消えてしまった。ラルフもがくりとその場に膝をつく。

　その場には呆然と立ちすくむジルと、くすぶり続ける錬金陣の上に意識を失い倒れ込むラルフだけが残っていた。




「どうして……こんなことに……！　フィリア、フィリア……」

　頭を抱えて落ち込んだジルを、フィリアにそっくりな彼女の妹が甲斐甲斐しく世話をしていた。

　意識を取り戻したラルフに水を渡した護衛は、彼が眠っていた間のことをかいつまんで説明した。

　フィリアのいなくなった部屋に残されたジルは、落ち込みが激しく彼女の名前ばかりを呼んでいる。見かねたフィリアの妹が、彼を慰めるように傍にいるという。

　部屋で何があったのか、ジルでは説明ができそうになかったため、皆でラルフが目覚めるのを待っていたのだ。

「領主殿、すまない。術自体は完成したのだが……フィリア殿が目の前で消えてしまった。多分、どこかの地点に飛ばされてしまったのだろう。行先はわからない」

「その、飛ばされたとは？　娘になんの術をかけたのでしょうか？」

「……医療錬金術を施した。あの石は、それに適合していた石だった」

　ラルフは自身が行った『人体錬成』のことは伝えなかった。また領主の持っていた石が、錬金術師が血眼になって探している賢者の石であることも言及しなかった。

　禁忌の術を行ったことが判明すれば、ラルフは宮廷錬金術師として罰せられる。そうなれば、フィリアを探すことができなくなるからだ。

　白い光に包まれる前、彼女は確実に一命を取り留めていた。飛ばされた理由はわからないが、禁忌の術の代償かもしれない。

　とにかく彼女を探すためにも、自由の身でいる必要がある。心神喪失の状態にあるジルの様子では、安易に事の顛末を漏らすことはないだろう。仮に口にしても、誰も本気にするとは思えなかった。

　そう結論づけて、ラルフは領主家族に「すぐにフィリア殿を見つけ出し、連れ戻す」と伝え館を去っていく。フィリアは飛ばされた地点から故郷に向かうだろうと、彼は安易に考えていたが、広い国内で人探しは難航した。

　ラルフがフィリアを見つけたのは──、事件が起きてから十年も過ぎ、領主の館からは遠く離れた場所だった。




　王都に流れる川の河口の近くにある屋敷だった。女主人の下で働く奴隷の一人が、ラルフの探している女性に似ているとの情報がもたらされた。

　急いで目的の屋敷に行くと、フィリアと思われる奴隷が建物の中に入っていこうとする。

「フィリア殿、こんなところにいたのか」

「……あなたは？」

　その奴隷は顔を上げると、声をかけてきたラルフを見上げた。

　薄桃紫色をした髪を長く伸ばし、やつれた顔をしているが間違いなくフィリア本人だった。何より、印象深い紫紺の瞳をしている。

　だが、その女性は、あれから十年経ったとは思えないほど若々しい姿をしていた。

　一方ラルフは、金色の長い髪を一つにまとめ後ろで縛り、緑色のローブを着た姿は十年前と変わらないが、以前よりも顔のしわを増やし、くたびれた顔をしている。

「もしかして、ラルフ様？」

「……そうだ、私だ」

　ようやく見つけることのできたフィリアを前にして、ラルフは跪ひざまずいた。頭を下げ、「すまなかった」と謝り、眦から涙を流す。

　なぜならフィリアは白い光に包まれ飛ばされたあと、──奴隷になり果てていたからだ。

　自分が薬草を欲したために死にかけ、さらに夫と引き離されてしまう。幸せに過ごしたであろう十年を奪い、果ては奴隷に身を落とさせていた。

　ラルフは申し訳のない気持ちになり、額を床にくっつけるほどに頭を下げて謝った。
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「ラルフ様、顔を上げてください」

　フィリアは謝り続けるラルフを前にしても落ち着いていた。奴隷となっても擦れるどころか、より一層清楚な雰囲気を醸し出している。

「だが、私は君を生き返らせるためとはいえ……禁忌の術に手を出した。虫の息だった君に人体錬成を施し、賢者の石と一緒に錬成している。君の身体は今……ありていに言えば不老不死の状態だ」

「そうでしたか。ずっと不思議でした、どうしてこの身体はこんなにも丈夫なんだろうって」

　ここに来るまでの十年間を、フィリアはラルフに語った。

　目覚めた時、身体の痛みはなかったがなぜか容姿は美しくなり、まるで肉体は時を止めたかのように月のものも来ていない。

　行き倒れになったフィリアに優しく手を差し伸べてくれた老女は、故郷に帰るための旅費を必要とした自分に、いい仕事があると紹介した。身なりだけはいい怪しげな男を連れてくると、フィリアに「彼についていくように」と伝えた。

　その男は奴隷商だった。フィリアは老女によって奴隷として売られ、それからは自由を奪われ働かされる日々だった。

　時に故郷を思い浮かべては涙を流した。

（……あぁ、ジル！　あなた、あなたに会いたい！）

　夫のジルを思うけれど、売られた先の屋敷を抜け出すことは簡単ではない。何度も逃げ出そうとしては連れ戻され……気がついた時には十年が経っていた。

「ラルフ様、ジルはどうしているか、ご存知ですか？」

「あ、あぁ。君を失ったあとしばらくは、意気消沈していたが……」

　フィリアはラルフの言いよどんだ先の言葉を理解した。

　もう、自分がいなくなって十年にもなる。あれだけ精悍な身体つきをしたジルのことを、周囲の女性が放っておくはずがない。

「誰かと結婚したのですね？」

「あぁ。どうやら……君の妹と結婚したようだ。もう、子どもも三人いると聞く」

　フィリアは目を閉じると、顎を上げて天を仰いだ。奴隷にまで落ちた自分が、もう彼の隣に立てるとは思っていなかった。それでも現実を知ると悲しみは込み上げてくる。

「そうでしたか。でも、それを聞けてよかったです。彼は……幸せなんですね」

「……そのようだ」

　ジルはフィリアに似た妹をフィリアのごとく愛し、夫婦仲はいいようだとラルフは言った。

「それでも、故郷に戻らないか？　ここを出るための費用は俺が用意する」

「ラルフ様、いいのですか？」

　こくんと頷いたフィリアを部屋に残し、ラルフはすべての手続きを進めた。

　宮廷錬金術師の証である金の懐中時計を見せれば、屋敷の者は口を閉ざし正規の手続きを経て、奴隷だったフィリアを解放する。

　フィリアは裏口ではなく玄関から外に出ていき、その後ろをラルフがついてくる。

　屋敷の門を出たところでラルフの用意した馬車に乗り込むと、ようやく自由になれたフィリアは初めて涙をぽろぽろと流し始めた。

　向かい側に座るラルフは、口をキュッと結ぶとただ手布を渡すことしかできなかった。




　故郷の風景は、思い出の中の記憶と大して変わっていなかった。緑の深い鎮守の森から、鳥たちのさえずりが聞こえてくる。遠くに見える山の頂上には、うっすらと万年雪が残り白くなっていた。

　けれど、そこに住む人々には十年という年月が過ぎている。

　その間奴隷だったフィリアは、自分が変わってしまった気がして、顔を見せるのが怖くなる。そのためずっと、ケープを被り続けていた。

「ラルフ様……連れてきてくれて、ありがとうございます」

　フィリアはかつての自分の家を見つけた。領主の館の近くに建てた、周囲よりは少し大きめの家だ。

「行こう、あそこだろう？」

「え、ええ」

　ラルフに手を引かれ、家の扉の前に立つ。この先に恋焦がれたジルがいるのかと思うと、手まで震えてきた。

　扉を叩くこともできないでいるフィリアの代わりに、ラルフが木でできた戸を叩いた。するとすぐに女の声で返事が聞こえる。

「はーい、どなた？」

　扉を開けたのは、以前のフィリアと同じ茶色の髪をした妹のシェリアだった。

　幼い頃は溌剌はつらつとした明るい少女だったが、今は苦労が顔に表れている。日焼けした働く女の顔をしていた。

「……フィリア姉さん」

　昔とは姿の異なるフィリアを見た途端、妹は正体を見抜いて名前を呼んだ。

「私だって、わかるの？」

　フィリアは声を震わせた。

　まさか、すぐに自分だとわかってくれるとは、思っていなかった。

　だが、シェリアは顔を強張らせると低い声を出す。

「今頃何しに来たの？　そんな姿で帰ってきたって、ジルは返さないわ！」

「シェリア？」

　家の奥にいる小さな子が、母親の怒る声を聞いて走り寄ってくる。不安そうな顔をしてシェリアに抱き着いた。

　ジルはシェリアと結婚していた。この家はすでに彼らと、その子どもたちの住処になっている。

　十年も経てば、フィリアを忘れて生活するのは当たり前のことだ。でなければ、この厳しい自然の中で生き抜いていくのは難しい。

「ジルは……ようやく落ち着いてきたの。フィリア姉さんがいなくなって、自分のせいだってわめいて。姉さんはそこにいる錬金術師に、化け物にされたんでしょ？　ジルがそう言っていた」

「化け物って……」

　フィリアは言葉を失った。まさか、ラルフに救われた命をそんなふうに言われるとは、思いもしなかった。

「お願いだから、ジルには会わないで。そんなことをしたら、今度こそあの人が狂ってしまう。子どもも、もう三人もいるの。一番上の子は、ジルに似ていて将来は騎士になるんだって」

「……」

「幸せなの。やっと、やっとあの人は私のこと、フィリアじゃなくてシェリア、って呼んでくれるようになったの。だから……」

　シェリアは睨みつけながらも気持ちを押し殺すようにして唇を噛んでいる。

　ラルフから聞いていたけれど、ジルの状態は想像していた以上にひどかったようだ。もう、これ以上彼らを傷つけたくはなかった。フィリアは握りしめていた手を開く。

「わかったわ」

　傍らにいて話を聞いていたラルフも言葉を失い、呆然と立っている。

「母さんたちも、ようやく姉さんの失踪から立ち直って、穏やかに暮らしているの」

「みんな、元気なの？」

「……そうね、問題なく過ごしているわ。だから、もう、かき回さないで！」

　フィリアはぐっと堪えるように口を引き結んだ。

　これ以上ここにいて、自分がフィリアとして現れたら、幸せな家庭を壊しかねない。今までのシェリアの苦労が無駄になってしまう。

「あなたも、元気でね」

　最後に一言挨拶をして、フィリアはその場を離れることにした。ラルフも黙って、あとをついてくる。

　一度だけ振り返ると、シェリアは玄関で子どもを抱きしめながら、うずくまっていた。声は聞こえないが、泣いているようにも見える。

「……フィリア殿、いいのか？」

「はい。私はここに帰ってきては、いけなかったんです」

「そんなことは、ないだろう」

「大丈夫です。私、身体は丈夫なので。病気もしないし、どこか、ここではない場所で生きていこうと思います」

「せめて、ご両親にだけでも会っていかないか？」

「両親も同じです。私はもう、いなくなって十年も経つのだから……このままにしておきます。それに年を取らないなんて、家族から化け物のように扱われるのも辛いし」

　賢者の石を身体に取り込んだフィリアは、肉体的な時が二十歳のまま止まっていた。三十歳にしては若すぎる容姿のフィリアを、周囲の者は不思議に思うだろう。

「だったら、私の屋敷に来ないか？　妻も君を歓迎するに違いない」

　ラルフはフィリアを哀れに想い、手を差し出した。

　妹から拒絶され、夫に会うことを禁じられた。故郷に残ることはできないと、諦めるしかなかった。

　すべてを失くしたフィリアは、差し伸べられた手を取る以外、方法はなかった。

「ありがとう」

　シェリアと違い、白魚のように白く細い手を伸ばしたフィリアは、ラルフの手を握りしめる。

　二人は共に、王都に引き返した。




　ラルフが言ったように、初めの頃は彼の妻もフィリアの身を案じ、家族の一員として歓迎してくれた。詳細を伏せ、なんらかの理由で年を取らないことをラルフは妻に伝えていた。

　さらにフィリアは、自分の中にある賢者の石の力を利用して、錬金術を使えることがわかる。するとラルフは傍に置いて厳しく指導するようになった。

　これからは奴隷にならなくても済むように、自分の身を守るためにさまざまな術を教わる。何よりも錬金術を学ぶことが面白かった。

　その一方で、ラルフはフィリアから賢者の石を取り除く方法を模索していた。

　錬成ができたのであれば、反対に取り出すこともできるのではないか。しかしながら、代々ウェズリー家に伝わる術を応用しても、何かが足りない。

　結果、ラルフは人体錬成の反錬成を完成できずにいた。

　そのうち、フィリアはラルフの妻から厳しい視線を感じるようになる。

　妻にしてみれば、だんだん年老いていく自分と違い、ずっと若く美しい容姿を保つ女性がつねに夫の傍にいるのは面白くないだろう。

　さらに自分の立ち入ることのできない錬金術を理解し、夫の研究心を刺激し続ける存在。

　そのうえ、ラルフの子どもたちも成長しており、長男はもうすぐ十六歳になろうとしている。多感な年頃の彼から、フィリアは時折熱い視線を感じるようになっていた。

（私、もう。ここにいてはいけないのかも……）

　フィリアは自分の容姿が他者にどう見られているのか、正しく理解している。

　ラルフのことは、命を救ってくれて感謝しつつも、こんな身体にした張本人だと恨んだりもした。けれど、やはりフィリアの抱える孤独を一番に理解し慰めてくれる。

　妻の憂いは、間違いではない。

　──どこかで、ラルフのことを慕う気持ちが芽生えていた。

　だからこそ、フィリアはウェズリー家から離れることを決意する。

「フィリア、どうしてこの家を出ていくなんて言うんだ。君のことを正しく理解しているのは、俺だけなのに」

「……だから、なのです。ラルフ様、私は奴隷上がりの素性の知れない女で、いつまでも若く美しい外見のままです。そんな女が、あなたと息子の傍にいたら、奥様は心配なさらないわけがないでしょう。それに、使用人たちも怪訝な顔つきをしています。もう、限界が来たのです」

「だが……君の身体を元に戻せるのは、俺だけだ」

「ですが、完成していませんよね」

　そのとおりだ、とラルフはがっくりと肩を落とした。フィリアは顔を上げると、決意は変わらないとふたたび宣言する。

「時折、連絡は差し上げます。完成した暁には、呼んでください」

「だが……！　俺は、君から故郷と家族を引き離してしまった責任を取らなくては」

　フィリアは眉根を寄せるラルフに向かい、ふっと口角を上げた。

「もう、私はそうした人のしがらみから自由になりたいのです」

「フィリア……」

　質のよい布地でできたワンピースを着ると、フィリアは小さな鞄を一つ持ってウェズリー家をあとにした。三十五歳なのに、外見は二十歳のまま。

　もうすでに、事件があった時から十五年の月日が経っていた。




　それから五十年。フィリアはラルフが亡くなったことを聞き、葬儀の様子を丘の上から眺めていた。以前から、流浪しながらも時折鳥が羽を休めるように、ラルフと連絡を取っていた。だが、それももう終わり。

　結局、最後まで彼はフィリアから賢者の石を取り除くことができなかった。自分でもこれまで、あらゆることを試してみたが、やはり肉体は老いることなく若々しいままだ。

　ただ、記憶は蓄積することなく消えていく。もう、かつての夫であったジルのことさえ、うっすらとしか覚えていない。忘れることが怖くて日記を書いたこともあったけれど、虚しくなってやめてしまった。

　実年齢は八十五歳となるフィリアだったが、どうやら精神的な年齢は肉体と同様に二十歳の頃と大して変わらないようだ。

　年を取ったから人生の経験値は上がるけれど、格別頭がよくなるわけでもない。

（やっぱり、石を取り除くことは無理なのかしら）

　それは簡単なようでいて、とても難しい術だ。人体錬成の術を知り、それを応用しなければいけない。ラルフほどの天才錬金術師が生涯をかけても成しえなかったことを、今後、誰ができるだろうか。

　それでも、自分の身はどうなってもいいから、賢者の石を早く取り除いてほしかった。

　唯一の理解者であるラルフが死んだことで、フィリアはこれまでになく孤独を感じていた。フィリアは雨が降りしきる中、傘を差して立ち尽くしている。

　滴る雨露で片方の肩が濡れてしまっていたが、それも気にならなかった。

　もう、ウェズリー家に関わることはないだろうと、この時は思っていた。




第三章




　祖父の死から十五年。ランドルフはウェズリー家の中でも傑出した才能を持つ、稀代の天才宮廷錬金術師として名を馳せていた。

　光をまとったような蜂蜜色の巻き髪に秀でた額、深い湖を思わせる紺碧の瞳。すっと通った鼻梁に、ぽってりとした厚い唇。

　着やせして細く見えるが、彼は騎士と劣らぬほどに身体を鍛えており、工房に籠りがちな錬金術師のイメージとはかけ離れたものだ。

　普段は白衣の代わりに黒いコートを身につけ、指先の抜けた手袋をしている。長身で背筋を伸ばして立つ姿は麗しく、宮廷で働く女性たちの心をわし掴みにしていた。時折見せる憂いのある眼差しが、さらにランドルフの美しさを際立たせている。




「おい、ランドルフ」

「セドか。どうかしたか？」

　宮廷の中を歩いていると、長いつき合いの従兄のセドリックに声をかけられる。彼は曽祖父ラルフから一緒に指導を受けた兄弟子でもあった。

　ランドルフほどではないが、セドリックも人目を引く美男子だ。夜を思わせる漆黒の髪に藍色の瞳を持つ彼は、男らしく生真面目な顔をしている。甘やかな顔立ちのランドルフとはずいぶんと違うが、二人は兄弟のように仲がよい。

　二つ年上のセドリックも、ウェズリー家のもう一人の天才と呼ばれ、宮廷錬金術師として働いていた。

「あの話を聞いたか？　奇跡を起こす聖女の話だ」

「奇跡？　あぁ、あの法則を無視して雪を降らすって噂か。あれは手品かなんかだろう？」

　錬金術はなんでも生み出せるようでいて、そうでもない。等価交換、質量保存の法則に縛られている。だが、ゼマー地方の神殿にいる、今話題の聖女はその法則を超えた奇跡を起こすという。

「宮廷から命令が来ている。その噂の聖女を調べろとあるがランドルフ、お前が行かないか？」

「……興味ないな」

「どうした、女の扱いならお前のほうが得意だろう」

「面倒くさい」

　地方都市のゼマーは王都から少し離れたところにある。

　といっても、半日も馬車を走らせれば到着できる距離だ。だが関心はないと言って去ろうとするランドルフを前に、セドリックは口角をくっと上げた。

「いいのか？　聖女は薄桃紫色の髪をした美女だって話だぞ。指令書には結婚歴はないが、紫紺色の瞳をした未亡人って噂だ」

　ランドルフは足を止めるとピクリと片眉を上げてセドリックを見返した。

「ランドルフ、お前の好みじゃないのか？　紫の髪と瞳をした年上の未亡人。残念ながら年齢は二十歳くらいでお前より年下だけど、一見する価値はあると思うぞ」

　腕を組み、じとっとした視線でセドリックを見ながら重い口を開いた。

「俺がいつ、セドに女の好みを話したんだ」

「はっ、これだけ傍にいるんだ。そのくらい言われなくてもわかるさ。紫色の髪をした年上の女性をまだ探しているんだろ？　年齢からして本人ではないが、似ているかもしれないぞ？」

「……別に、もう探してない」

「どうした、素直になれよ」

　セドリックに見透かされるように声をかけられ、ランドルフははぁ、と短い息を吐いた。従兄セドリックの言うとおり、自分は紫色をまとう女性をいまだ胸に秘めている。

（俺も諦めが悪いな、幼い頃の幻影を追いかけているなんて……）

　祖父の葬儀で会った女性のことが脳裏に刷り込まれている。もはや顔つきさえうろ覚えだというのに、紫色の髪を見ると振り返ってしまう。当時、十歳だった時に彼女は成人していたから、十年以上の年齢の開きがある。

　二十五歳と男ぶりの増した今の自分であれば、年上であっても構わない。

　だが、あれだけの美女が誰からも求婚されずにいるとは思えない。見つけることができたとしても、もうすでに結婚していることだろう。

　叶えられなかった欲望が今も身体の中で燻り続けている。

　時折、彼女に似た紫の髪の女性を求めてしまうが、一時の熱は発散できても心の奥底が満たされることがない。いつもどこかで、探してしまう。

　気怠そうにしつつも、ランドルフはセドリックへ向けて手を差し出した。

「指令書を見せてくれ」

「くっ、そう言うと思ったよ」

　セドリックは手にしていた書類をランドルフに渡しながら、耳元で囁いた。

「彼女の奇跡の力は、貴石の力ではないかと奴らも考えているみたいだ」

　ピクリと片眉が上がる。奴ら──上から調査対象として挙げられている秘密地下組織フリードル。セドリックが担当官として潜入調査をしている組織だ。

「貴石の力って……、あれか？　賢者の石とか」

「あぁ、そうだ。彼女の力は錬金術の理ことわりから外れている可能性がある。その指令書にも詳しく書いてあるよ」

　賢者の石──それは錬金術師であれば喉から手が出るほどほしい素材、いや法則を超えた存在。どんなものでも錬成することのできる力の塊だ。

「はっ、バカらしい。そんな石が本当にあるっていうのか」

「……あるに決まっているだろう」

　セドリックは一瞬冷たく瞳を凍らせた。普段より昏くらい声を出した彼は、いつもの生真面目な雰囲気を消し、ほの暗さが漂っている。

「セド、……フリードルの影響を受けすぎていないか？」

「賢者の石は、お前だって手に入れたいだろう。大じいの秘術を完成させたくないのか？」

「大じいの秘術って、お前。それこそ馬鹿げている」

　曽祖父ラルフから教わった秘術は、賢者の石がなければ完成しない。

　セドリックと一緒に学ぶ中、最期に「完成させろ」と言われた秘術──それは『人体錬成』ではないかというのが、二人の結論だった。

　確かに、錬金術師として憧れがないわけではない。

　だがその一方で、賢者の石という理を超えた存在を簡単に認めたくもない。ましてや『人体錬成』など、人として行っていい術とも思えなかった。

　ふぅ、と息を吐いたランドルフは、眉根を寄せながらセドリックを見た。

「セド、ミイラ取りがミイラになるんじゃないぞ」

「ははっ、わかっているさ」

　ふたたび明るい声を出したセドリックは、片手を上げると「じゃ、よろしく頼むぞ」と言って去っていく。

　ランドルフは短く息を吐くと、手元にある指令書に目を落とし神殿に向かう。裏口に回ると聖女らしき女性が飛び出してきて──ランドルフは瞠目した。
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　唇を合わせ、ランドルフは熱くなりながらも一方では冷めた頭で考えていた。

（この女……俺がいくら口説いても反応が薄いな）

　結婚というカードを出しても、フィリアは動揺すらしない。これまでであれば、名門であり大金持ちのウェズリーの名前を出すだけで陥落するというのに。

　キスの反応を見ても、未亡人だったことを疑ってしまう。口を開けてねだることもなく、身体を固くしてされるがままになっている。

　可憐な容姿そのものの、初心うぶな女なのだろうか。

（指令書には、結婚した形跡は見られないとあったな……）

　上からの指示で調べているが、不思議なことばかりだ。三年前に神殿に現れる以前の足取りが掴めない。戸籍が消失していることが大きいが、彼女は決して貧民窟の出身ではない。なぜなら、教養があり、文字を書くことができる。さらには難解な錬金術さえ理解している。

　賢人と言われた曽祖父ラルフの術を無詠唱で行った。そんなことができるのは、宮廷錬金術師でも片手に満たないことをこの女は知っているのだろうか。

　それだけでなく、ランドルフの行った術を『反錬成』と見抜いていた。

　──この女は謎が多すぎる。

　ランドルフは真実を引き出そうとする一方で、フィリアに夢中になっている自分を自覚した。

　慣れない口説き文句を言ってしまうのは、時折見せられる彼女の仕草が可愛いからだ。

（本当に、彼女がただの令嬢だったらな……）

　見たところ食事のマナーも完璧で、使用人への気配りもできる。以前、どこかで貴族のような暮らしをしていたに違いない。使用人へは話しかけるタイミングを間違えないことは、慣れなければ意外と難しい。

　ただの令嬢であれば、いや、宮廷が調査を必要とする聖女でなければ、なんの問題もない。

　薄く目を開ければ、フィリアは口づけを味わうようにまぶたを閉じていた。惜しいと思いつつ口を離すと、彼女はようやくぱちっと目を開ける。すると紫紺の瞳が間近にあった。

「フィリア、このまま続けても？」

　もういっそ、彼女を抱いてしまおうか。女は身体を繋げると男に従順になり口を開きやすい。下衆な考えだが、下腹部にずくりと溜まる重みを感じたランドルフは手を彼女の背中に回した。

　これまで彼の誘いを受けて断る女性はいなかった。本気になって服の上から太ももを撫でるけれど、彼女は一筋縄ではいかない。

　フィリアは手を伸ばすと、ランドルフの鼻をむぎゅっと摘まむ。

「ランドルフ様、朝食を終えたばかりで何を言っているんですか？」

「は、はひをって（何をって）」

「女性にプロポーズをした直後に閨に誘うなど、身体目当ての最低な男のすることです。こんなことしていないで、ランドルフ様の誠意を見せてください」

　彼女はランドルフの鼻から手を離すと、少しムッとした顔をしていた。

「くっ、くくくっ、フィリア……、君はなんて」

　なんて不思議な女だろう。この自分の誘いを跳ねのけた女は初めてだ。

　ランドルフは喉を鳴らすと笑うことを止められなかった。指令だからでなく、本気でフィリアの謎を解き明かしたい。

　──いつか、俺がほしいと言わせてみせる。

　逃げられると追いかけたくなるのが男の本能と言わんばかりに、ランドルフは瞳の色を濃い藍色に変えた。
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　フィリアはランドルフが笑い終わるのを待って、声をかけた。

「ランドルフ様。ところで工房を見ることはできますか？」

「工房？　ああ、錬金工房のことか」

　ランドルフは屋敷の一画に独立した錬金工房を建てていた。宮廷錬金術師であれば宮廷にある施設を使えるが、資金があれば自宅に工房を持つ者も多い。個人的に請け負う者や、人に知られたくない術の研究を行うためだ。

　本宅にはランドルフの父が住み、ウェズリー家に代々伝わる錬金術を施す工房がある。幼い頃の彼は、そこに入り浸って錬金術を学んだけれど、独立してからは専用の工房を使っているようだ。

「そうだな。フィリアの技術も知りたいから、案内しよう」

　ランドルフは立ち上がるとフィリアの手を取った。その手には黒い指ぬきの手袋がはめられている。そういえば、ラルフもいつも手袋をしていた。

「この手袋、外さないのね」

「ああ、これは……ここに錬金陣を刻んであるから」

　ぶっきらぼうに答えたランドルフは、フィリアの手をぎゅっと握りしめた。手袋の下にある熱い手を感じて、思わずトクリと胸を鳴らす。

（なんて、硬い手なんだろう……）

　久しぶりの感触に心がどこかざわついてしまう。そのことに戸惑いを覚えながらも、彼の後ろをついていった。




　別宅から独立し、庭の隅に建つ屋敷──工房としては比較的大きな建物すべてが、彼の錬金工房だった。中は広い空間になっていて、壁には棚が取りつけられている。整頓された棚にはさまざまな素材が瓶の中に保管されていた。干からびた生き物や、見慣れない者にはグロテスクなものも置いてある。

「すごい……こんなにも素材がたくさんあるなんて」

「フィリアはこれらが何かわかるのか？」

　ランドルフは緑色の草が入っている瓶を棚から取り出し、フィリアに渡した。蓋を取って匂いを嗅ぐと、臭気に近い臭いがして、思わず顔を歪めてしまう。

「これっ、ゾリーア草の雌じゃないですか！　雄ならこんな臭いしないものっ！」

「お、よくわかったな。それなら、こっちはどうだ？」

　悪戯が成功した子どものように笑ったランドルフは、フィリアの手にもう一つの瓶を渡す。

　その中には、白くふわふわとした小さな球体が詰まっていた。

　はい、と受け取ったフィリアはぶるりと身体を震わせる。

「こっ、こっ、これ！　雪待帽子虫ゆきまちぼうしむし！　こ、こんな高価な虫をいっぱい……嘘」

「嘘じゃないさ。高価って、こいつを錬成して作り出す薬のほうが、もっと高価だぞ」

「それはそうですけど……お、お返しします」

　フィリアは素材についてならば並々ならぬ知識を持っていた。元々、故郷の村では素材集めをする錬金術師のために、森のガイドをしていたくらいだ。植物や虫関係には強い。

　それでも、辞典の中でしか目にしたことのない素材が棚いっぱいに並んでいる。

　ランドルフはほかの瓶を無造作に選ぶと、中央にある机の上に置いた。

「この素材で、どんなものが錬成できるか知っているか？」

「これで、ですか？」

　彼の置いた瓶の中には、枯れた草や、虫の脱皮した皮が入っている。フィリアは一つひとつ確かめるように蓋を開けて中を覗いた。

「聖水もありますか？」

「ああ、保管してある」

「だったら……これとこっちの瓶の組み合わせで回復薬が作れます。これらの瓶の組み合わせだと、湿布薬ですね」

　ランドルフは「正解だ」と言い、フィリアの答えに感心していた。

　気をよくしたフィリアは、ある一つの瓶の蓋を取り、彼に中身を見せつける。

「この中の草をもうちょっと天日干しすると、より強力な高級回復薬ができそうです」

「天日干し？」

「ええ、この草は太陽の光をたくさん浴びたほうが、効能が高まります」

　ランドルフは感心しつつも、眉を寄せて腕を組み訝しげにフィリアを見た。

「君はその知識をどこで学んだ？」

「あっ、え、あの……小さな頃は素材集めを手伝っていたので……」

（マズイ！　話しすぎちゃった……！）

　フィリアの額からこめかみを伝いつーっと汗が一筋流れていく。

　故郷の場所を聞かれてしまったらどうしよう。これまでは架空の村の名前を言って誤魔化してきたけれど、ランドルフ相手には通用しそうにない。

　とにかく彼から『反錬成』の方法を聞き出したい。でも頭の回転の速い彼を相手にすると、戸惑うことが多い。

「小さな頃、か。そういえば、フィリアの出身地を聞いていなかったな」

「あ……うん」

　困ったように俯くフィリアを見たランドルフが、頭の上に手を置くとくしゃりと髪を撫でた。

「いや、話せないなら無理に言わなくてもいい」

「えっ、いいの？」

　信じられないとばかりに驚いて、フィリアは顔を上げた。

　男性は過去を聞きたがることが多い。だから未亡人だと言い「思い出すのが辛くて」と伝えると、大抵は遠慮してそれ以上聞かないでくれる。

　ランドルフにはそうした小手先の技が効きそうにない。けれど、言わなくてもいいならば、そのほうが助かる。

「誰かさんは秘密主義だからな。過去を知りたくないわけじゃないが、俺としてはこれからの未来を一緒にいてくれるならそれでいい。フィリアは？　俺の過去を知りたいか？」

「いえ、別にいいわ」

　言ってしまったあとで、フィリアははっとして口に手を当てた。

　これでは、自分はランドルフのことに関心がないと言っているに等しい。と思ったところで、ふと気がついた。

（ん？　あれ？　私、彼に好きだともなんとも言っていないよね……）

　結婚するとは答えたが、こちらの気持ちを伝えているわけではない。

　あまり素っ気なくしすぎるのもなんだけど、彼が一方的に盛り上がっているのに若干引き気味なのは仕方がない。

「ははっ、まぁいい。フィリア、君のそうした素直なところも気に入っている。さ、次の質問に移ろう」

　朗らかに笑ったランドルフは、気にしないとばかりに錬金術の理論についてフィリアに聞き始めた。

　ほっとしたのもつかの間、そこからはフィリアにとってさらに苦しい時間となった。




「君は一体、これまで錬金術をどう理解してきたんだ」

　眼鏡をかけたランドルフは、縁を持つとくいっと持ち上げた。彼の前には分厚い『錬金術理論概要』と書かれた本が置かれている。

「これは基本中の基本なんだぞ。フィリアの師匠はどんなやり方で錬金術を教えたんだ」

「えーっと、師匠は錬金術は料理みたいなものだから、素材の組み合わせをレシピどおりに重ねたり混ぜたりすればいいって……あ！　時々捏ねるとも言っていたわ」

「……わかった。君の師匠は天才肌で、フィリアが理解しやすいように教えたことだけはわかった」

　はぁーっと頭を抱えたランドルフは、小さな声で呟いていた。

「なんだよ、大じいみたいな人だな……」

「大じい？　それって誰のこと？」

「ん？　ああ、俺の曽祖父のことだ。賢人ラルフって名前を聞いたことないか？」

「……どこかで聞いたことあるかも」

（曽祖父かぁ……ラルフの血縁だとは思っていたけど、ランドルフは彼の孫の子ってことだよね）

　ラルフに最後に会ったのは……いつだろう。葬儀には行けたけれど、彼が息を引き取る場面には間に合わなかった。

（まぁ、どちらにしても会わせてもらえなかっただろうけど）

　彼の妻には最後まで避けられていた。ラルフはずいぶんと気を使ってフィリアと会っていたから、屋敷に行ったとしても中に入れてくれたのかは疑わしい。

　でも、それでよかったと思う。心残りがあるとしたら、彼の術を継承した弟子のことだ。

　年老いた彼は弟子の育成に熱心だった。自分ではできなかった、フィリアの身体の中から賢者の石を取り除く術を完成するために、たとえ子どもであっても才能があれば教えを叩き込んでいた。

　彼の弟子の中にずいぶんと優秀な人がいて、自分を超える器になるだろうと言っていたがそれは……ランドルフのことだろうか。

　もしかしたら、彼は自分のことをラルフから聞いているかもしれない。そうであれば、力になってくれる可能性がある。

　けれど……身体の中にある賢者の石のことを伝えるのはまだ恐ろしい。ランドルフにしても、自分が体内に石を持っていると知れば豹変するかもしれない。

（大丈夫かなって思うけど……こればっかりはね）

　フィリアが石を取り込んでいることは、相手が錬金術師であっても感知するのは難しい。

　これまで何度も、自分のことをわかってもらおうとして賢者の石の話を伝えても、簡単には信じてもらえなかった。

　信じてくれたとしても、今度は逆に態度ががらりと変わってしまう。ある時は石のために殺されそうになり、半分死にかけた。

　いや、実際のところ肉体は死んだのかもしれない。遺体として扱われ、墓に葬られてから息を吹き返し、長い時間をかけて身体を再生して地上に出た。

　あの時は本当に苦しかった。確か、心臓を取り出すために切られたような気がする。

（もう、あんな目には絶対にあいたくない……！）

　何度も試した結果、フィリアは誰かに助けてもらうことを諦めた。賢者の石は人を狂わせてしまうから、なんとかして打開策を──なんとかして自分で自分を殺す方法を見つけるしかない。

　修羅場を何度も経験してきたフィリアは、隣にいるランドルフを見てため息を吐く。

　今、優しいのは自分の美しい見た目に惹かれているからだろう。彼が熱に浮かされているうちに、どうにかして情報を引き出したい。

　そう思いつつ、心が陰ってしまう。

（本当の私の姿は、こんなじゃないのに……）

　かつて、賢者の石を取り込む前のフィリアは領主の娘とはいえ、素朴な田舎娘だった。そばかすだらけで、髪も薄茶色と平凡だった。瞳の色も今のような紫紺ではなく、もっと濃かったように思う。

　といっても、ずいぶんと昔のことだからはっきりと思い出せない。

　ラルフが死んでからもう十五年くらい経つ。当時の使用人たちも、すでにいないだろう。もう、フィリアのことを知る者は残っていないに等しい。

（ラルフの名前を聞くなんて、懐かしいな……）

　遠い目をしつつ彼のことを思い出す。実はラルフが師匠だったなんて、ランドルフにはとてもではないが言えない。

　今、自分は彼より年下と思われているから、年齢からしてもおかしな話になる。

「賢人ラルフって言われるくらい、型破りですごい人だった。いくつもの新しい錬金術を生み出しているんだぞ」

「そうなんですね」

「その一つが、君の行った術だ。あれは、本来ならばウェズリーの者にしか伝承しない」

「えっ、そうなの？」

「ああ、だから君の師匠がどうやってそれを知ったのか」

「……」

　フィリアは余計なことを言わないようにと口を閉じた。ランドルフは「過去のことは言わなくていい」と言いながらも、どことなく探られている。

　いかにして誤魔化そうかと思ったところで、フィリアは本の下に書類があるのを見つけた。それは宮廷から送られてきていた「宮廷錬金術師の今月の提出物」だった。

「ああ、それは今月中に錬成する必要のあるもので……って、フィリア？」

「あの、これを私が作ってもいい？」

「作るって、そこそこ難しい錬成物だが？」

「これなら大丈夫！　私、錬金工房で働いていたこともあるの」

「なら、作ってみるんだな。まぁ、それくらい錬成できなければ、とてもではないが反錬成の術も教えられない」

　フィリアが諦めるに違いないとばかりに、ランドルフは侮るような目を向けた。

　けれどフィリアは俄然やる気になり、立ち上がると「着替えてきます！」と言って工房を出ていく。

　ようやく苦手な錬金術理論から逃げ出すことができ、フィリアはくすりとほくそ笑んだ。




「えーっと、ここを捻って、これと混ぜる……っと」

　錬金工房では、下準備をした素材を錬金陣の描かれた鍋に入れて錬成する。そのすべての工程を一人で行う者もいれば、大量に作るために弟子が素材を準備し、最後の錬成部分だけを担当する者もいた。

　ランドルフは前者のタイプで、素材を洗うところから自分で確かめながら行うようだ。ただし錬成できる量は少なく、希少品となる。そのぶん回復薬であれば最高級のものを作り出し、欠損を直して死にかけた者をも癒す効果を発揮する。

　そのため、宮廷からの依頼も必然的に高度な内容のものばかりだった。

　フィリアはというと、わからないところはランドルフに聞いてから、工房に籠って作業を進める。一度始めると夢中になり、食事の時間すら忘れるほどに没頭してしまう。

　昼前に始めた作業は、気がついた時には日が沈もうとする時まで続いていた。

「……フィリア、もう夕食の時間になるぞ」

「え？　もうそんな時間なの？　だから手元が暗くなっていたのね」

　入り口の扉を開け、ランドルフが靴音を立てながら中に入ってくる。大鍋の前に立つと、黒のエプロンドレスに着替えていたフィリアの肩に手を置いた。

「よくできている。あともう少し煮詰めるほうがいいかもしれないが……時間がかかりそうだな」

「だったらこのままにして、夕食後に見に来てもいい？」

「それを許すと、そのままここで一晩中見ていそうだな」

「……ダメなの？」

　フィリアはエプロンで手を拭きつつ、ランドルフを見上げた。彼の仕事を手伝っているのだから、反対されると思っていなかった。

　それに、工房の中に『反錬成』の術についての資料がないかを探したい。

「君は俺の……大切な人であって弟子ではない」

「でも、これを今晩煮詰めてしまっておけば、あとが楽になるわ」

「……わかった」

　またしてもぶっきらぼうに答えたランドルフは、鍋の中をもう一度覗くと蓋をして火力を調節する。

「うまいものだな」

「ええ、素材の下準備は得意なの。最後に錬成するのは……ちょっと苦手だけどね」

「それでも、これだけのものが準備できるのはすごい」

　褒められて嬉しくなったフィリアは、「ありがとう」と言ってにこりと微笑んだ。その笑顔を間近に見たランドルフが、一瞬うっと息を止めたように動かなくなる。

「……大丈夫？」

「ああ、屋敷へ行こう。もう夕食の準備ができているから。これはこのままで、しばらく大丈夫だろう」

「ええ」

　短く答えたフィリアの肩をふたたび抱いたランドルフの耳が、少し赤くなっていた。

　朝食時と違い、ダイニングテーブルには多くの料理が並んでいる。

「こんなにもたくさん、食べきれないわ」

「誰かさんが、料理人のことを褒めたから張りきったようだ」

「え、私？　だって、本当に美味しかったから」

「でもそれを言葉にして伝えるのは、なかなかできることじゃない」

　フィリアはなんと言っていいのかわからなくなり、もぞもぞとしてしまう。

　そもそも、こんなにも和やかに食事をするのも久しぶりだった。神殿では、いつも質素な食事を黙って食べるのが習慣だった。

「そういえば、神殿長からは何もないの？」

「ああ、明日にでも訪問したいと連絡が来たから断ったよ」

「……いいの？」

「何か悪いことでも？」

　フィリアを監禁しようとさえした神殿が、このまま黙っているとは思えない。

　けれど、外のことがまったくわからないから何も言うことができない。

「だが、君一人で外を出歩くのはしばらくやめたほうがいいだろうな。フィリアは有名になりすぎている」

「そうかしら」

「神殿も、違う組織も動いている。この屋敷の中であれば問題ないが、外はさすがに俺と一緒がいい」

　違う組織、と聞いて思わずゾクリとしてしまう。以前、賢者の石を求めている秘密結社の噂を聞いたことがある。

　何十年か前に殺されかけたのも、確かその組織が仕組んだことだったように思う。

「だから、フィリアを守るためにも、今後はこれをつけてほしい」

　ランドルフは胸のポケットから小さな箱を取り出すと、目の前で蓋を開けた。そこには黄色い石のついた指輪が収められている。

「これって」

「婚約指輪だ。ウェズリーの杖と蛇の家紋を刻んである」

「そ、そんな貴重な物、つけられないわ」

「だが、俺の婚約者であれば、神殿もほかの奴らも容易には近づけない」

「そこまでしてもらうわけには……」

　ランドルフは蕩けるような笑みをフィリアに向けると、指輪を彼女の薬指にはめる。

「フィリアは俺の嫁になるんだろう？」

「……私がもらってもいいの？」

「フィリアの物だ。君は俺にとって大切な人だから、素直に守られてくれ」

　思わず「はい」と言ってしまいそうな気持ちになるところを、フィリアはぐっと我慢した。どんな人も、この身の真実を知れば一緒にはいられない。

　本気になってはいけないと、心にぐっとブレーキをかける。

　それでも今は、神殿から逃れるためにと理由をつけて、指輪を受け取った。薬指に光る小さな石。ジルの時は婚約期間も何もなくて、すぐに結婚式になった。

　薬指に婚約指輪をはめるのは初めてだ。

　手の指をまっすぐに伸ばしてみると、金色の輪に黄色い石が光を受けて輝いている。

「綺麗」

　金色は錬金術を象徴する色だ。錬金術師やその妻は指輪に金を使うことが多いと聞く。それに、ランドルフの蜂蜜色の髪と同じだ。

「似合っているよ」

「……ありがとう。大切にする」

　その日の夕食はこれまでになく美味しかった。じっくり煮込まれた牛肉のシチューに、野菜をゼリーで固めたテリーヌ。手の込んだ料理を用意してくれた料理長が挨拶に来てくれた時には、心からの感謝を伝える。

　食後の紅茶を飲み終わると、フィリアはそろそろ、と思ってランドルフに声をかけた。

「工房に残した鍋が心配だから、先に失礼するわね」

「もうそんな時間か？」

「ええ、結構経っているわよ」

　立ち上がり工房へ行こうとすると、ランドルフがフィリアの腕を掴んで止めた。

「待て、俺も一緒に行く」

「え？　俺もって、私が今から行くのは工房よ？」

「俺の工房に、俺が行って何が悪い？」

「……悪くないです」

　ランドルフに錬金術の腕前を信用されていないのかと思い、不服になってちょっと口を尖らせる。すると、彼に頭をぽんと叩かれた。

「君ともう少し一緒にいたいから。って言ったら、いいのか？」

「えっ」

（ちょ、ちょっと！　なんでこんなに甘いの……！）

　一瞬足を止めてしまったフィリアを促すように、「さ、行こう」とランドルフが優しく背中を押す。一旦庭を抜けるため、扉を開けると外は真っ暗になっていた。

「ここには外灯を置いていないから、君が夜一人で歩くには暗すぎるな」

「そう？　でもお屋敷の中だから大丈夫でしょう？」

「それはそうだけど……よし。これならどうだ」

　ランドルフはコートの中に手を入れると、何か白い物体を取り出し手のひらに乗せた。目を閉じて集中したかと思った瞬間、ぽっと淡い小さな光の粒になってふわふわと周囲に飛んでいく。

「わ、綺麗」

　とても幻想的な景色が目の前に広がっていた。ふわふわと漂う光は、まるで生き物のように浮遊している。

「これ、どうやって作ったの？」

「そうだな。君が錬金術理論の五十一ページを読めばわかるかな」

「も、もうっ！」

　せっかくロマンチックな雰囲気になっていたのに、フィリアは理論が苦手なことをからかわれると、頬をぷくっと膨らませた。

「ははっ、悪い。これは浮遊光といって、俺が開発したものだ。まだしばらく光っているよ」

「そうなの？　ランドルフ様は錬金術の開発もしているの？」

「君ね……俺の本職は研究だよ」

　フィリアは思わずあたりに浮かぶ光に見とれてしまう。確か以前にも、どこかでこれと同じような景色を見たような気がする。

　けれど、思い出せない。

　故郷で見たような気もするし、違うような気もする。あの時、自分の隣に立っていたのは誰だったのか。

　手を差し出して光の一つを触ってみても、熱くも冷たくもない。一旦手のひらの上に止まったあと、またふわりと飛んでいった。

「ああ、ホタリだったかな」

「よく知っているな。ホタリはここから離れた南の地域にしか住んでいない虫なのに。フィリアは見たことがあるのか？」

「ええ、確か……小さな頃によく見た気がする」

　フィリアは浮遊光に夢中になっていて、自分が故郷の話をしたことに気づいていなかった。

　淡い光に照らされ、白い肌がほのかに闇の中に浮き上がる。細くたおやかな髪がふわりと舞い、儚い肩が小刻みに揺れ始めた。

「フィリア」

　ランドルフが寄り添い肩を抱き寄せると、淡い光が彼女の頬にある濡れた跡を照らした。

「もう、覚えていないの……」

「どうした？」

　口を結び、顔を横に二度三度と振る。フィリアは彼に肩を抱かれたまま、その場から動けなくなる。昔のことを忘れていくのは、自分が人としての大切なものを失っていくようで時に辛くなる。

　きっと昔、ホタリの光を見た時、自分の隣には大切な人がいて、肩を寄せ合っていたに違いない。でも、その隣の人が誰だったのかを思い出せない。

「ごめんなさい」

　やっぱり、自分のような者はもう、心の中に大切な人を置いてはいけないのに。忘れていくことしかできなくて、愛される資格などないのに。ランドルフが近づいてくる度に、惹かれそうで怖くなる。

「フィリア、俺を見るんだ」

　ランドルフはフィリアの顎を持ち上げ、視線を合わせるように覗き込んだ。

「君が今見ているのは、誰かわかるか？」

「……ランドルフ、様」

「そうだ、俺だ。ランドルフ・ウェズリーだ。フィリア、何か不安があるなら……俺が力になる」

　瞳を潤ませながら見上げると、真摯に見つめる瞳がすぐ傍にある。目を閉じれば、それを合図と判断したかのようにランドルフの温かい唇が降りてくる。

　ふわりと、柔らかい。

　自然に身体を引き寄せられ、抱きしめられる。一度だけでなく、角度を変えて何度も口づけられると、フィリアの身体は次第に震えが収まっていった。

（ダメ……これ以上、近づいたらダメなのに……！）

　この温もりに慣れてしまうと、手離せなくなりそうで怖い。

　唇の形を確かめるようになぞられ、甘やかな吐息と共に食むように咥えられる。

　熱い口づけを受けつつも、フィリアは彼の背に手を回すことができなかった。まつ毛を震わせながら、まぶたを開けるとすぐ傍に鋭く射抜くような紺碧が目に入る。

（こんな色は……知らない）

　これまで見てきた誰とも違う色が目の前に広がっている。フィリアはその色に呑み込まれそうになり、思わず顔の向きを変え光を目で追った。

　白く淡い光はふわふわと舞い、あたりを漂うとやがてふつりと消えていった。




　意外といってはなんだけれど、工房に入ってからのランドルフは終始真面目に取り組んでいる。時折かき混ぜては状態を確認し、素材を足すこともあった。地味な作業だけれど、効能のいい回復薬を作るのに必要な工程だ。

　通常、こうした根気のいる作業は弟子に任せることが多い。宮廷錬金術師として認められた彼が、本当に一から作業を行っていることに驚いてしまう。

　腕まくりをしたランドルフは、ぐつぐつと煮えたぎる鍋の中を覗いては、時折かくはんしていた。

　工房の中は煮詰めている薬品の匂いでいっぱいになる。フィリアは隣に座ったランドルフに隠れるようにして、小さくあくびをした。

「眠いなら、横になってもいいぞ。俺が見ているから」

「大丈夫。私がやるって言ったんだから」

　ふたたびあくびを噛み殺すと、ランドルフが棚の一つから毛布を持ってきて肩にかけた。

「温かくしておいたほうがいい」

「……ありがとう」

　以前働いたことのある工房では、寝ずの番をすることも多かった。仮眠が許されていたけど、鍋の中身が心配で眠ることなどできなかった。

　でも今夜は隣にランドルフがいる。深夜のせいか、さっき泣いた時に慰められるように口づけをしたせいか、フィリアは彼との距離を少し縮め、肩に頭をそっと乗せた。

「弟子とか、お手伝いとかに頼まないの？」

「人に頼むと、面倒なことが多い」

　ボソッと答えたランドルフの顔には、いかにも他人のことを信用していないと書いてある。器用そうでいて、もしかすると不器用な人なのかもしれない。

　鍋の下の火に照らされた彼の横顔は、昼間より真剣で素朴に見える。こっちのほうが、昼間の何を考えているのかわからない表情より断然いい。

　ちょっとだけ、と思って目を閉じたフィリアの頭を、ランドルフは優しく撫でた。

（あぁ、頭を撫でられるなんて、いつぶりだろう……）

　眠気に襲われうつらうつらとするフィリアは、結局ランドルフに膝枕をしてもらいながら眠ってしまう。

　カタン、という小さな物音を聞いてふっと目を覚ますと、彼は「ごめん、起こしてしまったか」と困ったような顔をした。

「こちらこそ、ごめんなさい。見ているなんて言っておきながら、眠っちゃうなんて」

「それならもう、大丈夫だ」

　ランドルフは眼鏡をかけていた。深夜だからなのか、気怠い感じがかえって男らしさを醸し出している。

「こっちの薬はできあがったから、ついでに次の薬を用意しているところだ」

「え、もうできたの？」

「ああ、俺の作った回復薬だ。……少し飲んでみるか？」

「いいの？」

「テイスティングだ」

　ランドルフはくすりと笑うと、できたばかりの回復薬をスプーンでひとさじすくい上げ、フィリアの口元に持ってきた。透明な黄金色をしている。

「あっ、甘い」

　ぺろりと舐めたフィリアは思わず驚いてしまう。思っていた味とは違って、蜂蜜のように甘い。

「はは、今ちょっとだけ味を加えてみた。フィリアが喜ぶと思って」

「……ありがとう」

　回復薬がじわっと身体の奥で効き始める。さっきまで残っていた疲れが取れ、身体がすっきりしてきた。フィリアは目をぱちりと開いて、錬成用の鍋を出して準備を始めたランドルフを見つめる。

「すごい効き目。すっかり目も覚めたから、こっちの鍋は今度こそ私が見ておくわ」

「あー、いや。これはやめたほうがいい」

「どうして？　私でも鍋を見ておくことくらいできるわ」

「そうではなくて……これは女性用の媚薬なんだ。匂いを嗅ぐといけないから、もう屋敷に戻っていてくれ」

　ランドルフは頭をかきつつ申し訳なさそうにしている。宮廷からの依頼ならば、媚薬であろうが作成するのが錬金術師だ。ランドルフほどの腕前であれば、女性にしか効果がないものや、さらにはほかの効果もつけることができるだろう。

「大丈夫よ、鼻と口を覆っておくわ。匂いを遮断するマスクなら錬成したことがあるの」

「無理することはない、もう夜も更けているから、屋敷まで送るよ」

　どうしても工房から出てほしいと言われると、かえってこの場に留まりたくなる。何より、媚薬を錬成する方法を見てみたかった。

「ランドルフ様。これでも一応、錬金術師としての訓練は受けています。薬品の匂いを嗅いで、自分が作用を受けるようなドジなことはしません」

「そ、そうか……」

　フィリアの勢いに押されたのか、ランドルフは「わかった」と頷くと、媚薬作りの作業を簡単に説明する。どうやら、教えてくれる気になったようだ。

「何から始めたらいいの？」

　手洗いを終え、匂いを防ぐ特製マスクをつけたフィリアは支度をしているランドルフに近づいた。

「あそこの棚から、月宵草つきよいそうの雌花を取ってきてくれ」

「雌花のほうね、わかったわ」

　棚の中央にある瓶には、『月宵草：雌花』と書かれたラベルが貼ってある。蓋を開けてみると、雄花のような気がするけれどフィリアは特に疑いもしないで瓶をランドルフに渡した。

　月宵草はどんな薬にも使われるほど汎用性の高い草だ。ただ、雄花と雌花の区別がつきにくいことが難点だった。

「催淫以外に、何か効果をつけるの？」

「……それはできあがってからのお楽しみだ」

　ランドルフはにやりと口角を上げて笑った。

　鍋の中でぐつぐつと煮詰められている薬液に、彼は瓶から取り出した月宵草を放り込み、両手をかざして錬成文を唱えた。

　──鍋の中から、もわっと甘い匂いが一気に立ち上る。

「えっ、これって！」

　思わず叫んだフィリアを見て、ランドルフも気がついたのか目を丸くしている。口元にあるマスクを外し、ランドルフに渡したけれど一足遅かった。

　匂いを嗅いだことで一気に顔色を悪くしたのは、──ランドルフのほうだった。
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「……っ、くっ、……くそっ、俺としたことがっ……」

　女性だけに催淫効果のある媚薬を作るつもりが、素材の雌と雄を間違えた。

　ずくん、と下半身が重くなる。この煙の匂いからすると、男性向けの媚薬になってしまったに違いない。

　はぁはぁと息が荒くなる。さすがにランドルフ・ウェズリー特製の媚薬は効果が高い。非常に効き目がいい。

　──まさか、自分が吸い込むことになるとは思っていなかったが。

「フィ、フィリ……ア……」

「ランドルフ様、大丈夫ですか？」

　彼女は効能を知っている。女性用を作るつもりが、男性用の媚薬になったとわかったのだろう。心配しているようだ。

「ランドルフ様。これって、私が間違えて月宵草の雄花を渡したからですよね……ごめんなさい」

「だいじょうぶっ……だっ、そこに、はぁ……っ、解毒剤がっ」

　催淫効果の効き目が早い。解毒剤も用意しているが、その場所を思い出すことができない。

　この媚薬は異性が触れることで性衝動が穏やかになり、快感に繋がるように設計してある。だが、聖女として神殿に長くいたフィリアに触れてもらうわけにもいかない。

　ランドルフは自分で発散させようと工房内の寝室に向かうことにした。

　けれど、フィリアは鍋の中身を確かめると顔色をさっと変えた。

「ランドルフ様。これ、自白効果も入っていますね」

「ああ、だからっ……君に触れてほしいっ」

　思わず本音を言って、口を押さえてももう遅い。

　フィリアの指摘どおり、媚薬の中には聞かれたことに答えてしまう自白効果を付加していた。媚薬兼自白剤ということだ。

「どうしてこんな手の込んだものを？」

「君が……っ、うあっ」

　答えようとしてもギチギチに硬くなった陰茎が痛くて、それもかなわない。

　思わず屈み込んで押さえるけれど、ドクドクと血流が激しくなるのと同時に大きくなる。……効果がありすぎて、自分の才能が恨めしい。

「痛いんですか？」

　もはや言葉を出せず、こくこくと頷くことしかできない。できれば彼女に触ってほしい……だが。

「もうっ、仕方がないですね。ランドルフ様、奥の寝台まで行くことはできますか？」

　フィリアは鍋に蓋をすると、仮眠室を指さした。そこには簡易な寝台が置いてある。

　部屋まで移動し、寝台の隅に手をついた。座ろうとすると、フィリアが近づいてくる。

「これは苦しそうですね」

　大きく盛り上がった股間を躊躇することなく見つめた彼女は、トラウザーズをくつろげ下穿きの紐を緩めると、一気に足元へずるっと下げた。

「うぁっ」

　布地が擦れるだけで刺激になる。ぶるんっと勢いよく飛び出した愚息をちらっと一瞥したフィリアは「はい、ここに座ってください」と落ち着いた声を出した。

　男としての矜持が問われるが、彼女は何も言わず黙々と手を動かして服を脱がしていく。

「はぁ、はぁっ……すまない」

「汚れちゃうといけないから、手拭を取ってきますね」

　彼女はランドルフの答えを待たずに立ち上がると、手拭を探しに台所へ向かう。その間、ランドルフは呻くことしかできなかった。

「……っ、うぁっ、……あーっ……」

　顎を上に向げて背をのけ反らせると、普段よりも熱い棒がぶるんっと震える。開放感がたまらない。だがその一方で締めつけてほしいのだから、愚息のわがままな欲望も止まらない。

　突き上げるような精力から来る疼きに堪えながら、ランドルフは寝台の縁に移動する。

　するとフィリアが濡らした布と乾いた布を数枚持って駆け寄ってきた。彼女の胸が揺れている。あの胸に顔を埋めたいと思った瞬間、ドクンと血が巡り腰が重くなる。

「あ……フィリア……」

「失礼しますね」

　フィリアはランドルフの前に跪くと、両足の間に座り込んだ。彼女の目の前にはそそり立つランドルフの愚息がいる。さすがに恥ずかしさが込み上げてくるが、今はフィリアに触れてほしい気持ちでいっぱいだ。

「た……頼む」

　頼むとは言ったけれど、一体何をしてくれるのだろう。期待の眼差しで彼女を見つめると、たらりと先走りの液を垂らした熱棒をフィリアは躊躇せずに握りしめた。

（うあっ、なんて……いやらしい手つきなんだ！）

　ほどよい冷たさのある片方の手で袋を撫でつつ、もう片方の手で竿を握りしめ上下に扱き始める。

　一気に官能が高まり、ランドルフは目元を赤く染め、息を荒くする。そして劣情を灯らせた目で、フィリアの頭頂部を見た。

「……っくっ、あ……っ、はぁっ……、くそっ」

　意味のない喘ぎ声しか出せなくなり、額からは嫌な汗が流れている。

　男の矜持も何もない。フィリアの小さな手がほどよい強さで竿を握りしめ、指で輪を作って扱く。その締めつけが快感を呼び、思わず自分でも腰を動かしてしまう。

「あっ、……あ、フィリアッ、……もうっ」

　彼女の手の上に自分の手を添えて上下に素早く動かすと、快感が脳天を突き抜けていった。

「っく、……だめだっ、出るっ！」

　最後の瞬間に腰が震え、一気にドクドクっと白濁した液が放たれる。

（うぁあっ、なんて……気持ちいい……）

　恍惚とした表情で天を仰いだ。一瞬で果てるほどの悦楽に、身体が痺れている。一度だけでなく、二度三度と噴き出していく。

　興奮が収まったところで視線を落とすと、フィリアは吐き出されたものを見て目を丸くしていた。

「す、すまない……」

「ううん。……いっぱい、出たね」

　驚きつつも、彼女は飛び散ったものを平気な顔をして拭き始めた。やはり、未亡人という噂は本当なのだろう。経験のない女性では、こうも落ち着いて対処できるはずがない。

「ちょっとは落ち着きましたか？」

「……ああ」

　まだ半分は勃っているが、話ができないほどに追い詰められた状態からは解放されている。フィリアは濡れ布巾で自分の手を拭きながらランドルフに質問した。

「どうして、自白剤入りの女性用の媚薬を頼まれたのですか？」

「はっきりとしたことはわからないが……君の秘密を暴くためなのかもしれない。聖女がどこで生まれ、どの程度の錬金術を知っているのか。誰が師匠なのか……宮廷は君のことを怪しんでいる」

「……私のことを調べて、どうするつもりなの？」

　フィリアは顔から表情を消した。白い顔が青くなっている。

「多分だが……聖女を利用したいのだろう」

「利用するって……。私は、これからどうなるの？」

「わからないが……これ以上怪しいと思われれば、取り調べを受けることになる」

　フィリアはそれを聞くと、唇をきゅっと引きしめた。言葉には出さないが、怖いと思っているのだろう。

「だが、俺が……君を守る。怖がらないでくれ」

　自白効果の影響で、思ったことをすぐに口にしてしまう。こんな恥ずかしい姿で言っても、彼女には届かないかもしれないが、とにかく弁護だけはしておきたい。

「どうして？　私を守るなんて」

「惚れたんだ、フィリア。最初は君を調べるつもりで近づいた。けど……もう、俺、君に落ちていた」

　躊躇する間もなく溢れる想いが口から出てくる。

　情けないことに、言葉にしてようやく自分の想いを素直に認めることができた。今は駆け引きも嘘もつける状態ではない。──とてつもなく情けない姿だが。

「……演技じゃなくて？」

　フィリアは目を丸くして驚いている。俺もそうだが、彼女もすぐには信じられないだろう。

　だが惚れていると認めた途端、ドクっと血流が下腹部に集まり重くなる。これ以上、無様な姿をさらしたくないのに自分の作った媚薬の効果が身体に巡る。

「……っ、ぐぅっ……」

　身体を縮めるように屈むと、苦しむランドルフを見たフィリアがすくっと立ち上がった。

「一つだけ教えて？　反錬成の術はどこまでできるの？　例えば……身体の中の一部分だけ取り出すとか」

「……はん、錬成？　あれは錬成したものを、元に戻す術だから……錬成によって、くっつけられたものならっ、……理論上は可能だ」

「理論上って、実践するのは難しいの？」

「錬成できれば、可能だ」

　どうしてそのことを今、聞かれるのだろうかと疑問に思う。でもそんなことよりも目の前にいるフィリアに触れたくて仕方がない。

　だが、この衝動のままに彼女に襲いかかかることはさすがにプライドが許さなかった。

　フィリアはランドルフに近づくと、そっと背を撫でつつ耳元で囁いた。

「苦しそうね……相手をしてもいいんだけど、お願いがあるの」

「っ、はっ、願い？」

「ええ、私に反錬成を……すぐに教えてくれる？」

「……なぜ？」

　反錬成にこだわるのはなぜなのか。問い詰めたいが、今責められているのは自分のほうだ。フィリアは手を伸ばすと、ランドルフの熱く勃ち上がった陰茎に触れた。

「うぁっ……っ、フィリアッ！」

　彼女の冷たい手が気持ちよすぎる。このままふたたび爆発しそうになるのを、ぐっと堪えた。あまりにも情けない。

「面白そうだから……だけじゃ、ダメ？」

　細く白い手が膨れ上がった剛直に優しく触れる。そうじゃない、もっと強く握りしめてほしい。途端に欲望が理性を上回った。

「わかった、わかったから！　頼むっ、もっと強く……君がほしいっ！」

　叫んだ瞬間、フィリアは手に力を入れて、握りしめる。素早く扱かれると、それだけで天にも昇るような快感が身体を走り抜けた。

「はっ、……っ、うぁっ……！」

　強烈な飢餓感に襲われる。このまま彼女を蹂躙しつくしたい、そんな願望が思い浮かんだ瞬間、それを口に出していた。

「フィリアッ、……あっ、挿いれたいっ……頼む！」

　そう叫ぶと彼女はエラの張った先端を口に咥え、裏筋を舌で舐め始めた。ぱんぱんに膨らんだ睾丸を触りながら、指を下ろして後孔の周囲を優しくなぞる。

「んっ、んふっ」

　フィリアの息が茂みにかかり、楔の先端が喉奥に当たる。突き上げたくなる衝動を抑えながら、ふたたび竿を扱く彼女の手の上に己の両手を重ねる。

　生暖かい口内の感触がたまらない。一気に射精感がせり上がり、ランドルフは恥を捨てて叫び声を上げた。

「ああ、いいっ、フィリア！　あっ、うーっ……ああっ、出るっ」

　なんということだろう、二発目は彼女の口淫によりあっけなく果ててしまった。いけないと知りつつも、フィリアの口内にドクっと白濁を吐き出した。一瞬、目の前が白くなる。

（うぁああっ、……なんて……気持ちがいい……）

　精を出し尽くすのと同時に、頭の中がすっきりと晴れてくる。だが、自分が何をしてしまったのかもはっきりと思い出す。

　目線をそっと下げて彼女を見ると、なんと口の中の精液をごくりと飲み込んでいた。

「悪いっ、フィリア！　こんなものを……っ、吐き出してくれっ」

「大丈夫よ。それにもう飲んじゃった」

　口の端から垂れる液を、彼女は赤い舌を出してちろりと舐めた。その仕草は色っぽく、少し涙目になっているのと合わさり、なんとも言えない淫靡な魅力を醸し出していた。

（くそっ、フィリアにこんなことを教えたのは……前の夫なのか？）

　彼女の魅力と前夫への嫉妬が重なり、ふたたび心臓がドクっと鼓動する。

　口の端を手拭でぬぐった彼女は、口をすぼめながら上目遣いでランドルフを見つめた。

「でも……なんでこんなにも強い作用の媚薬作っちゃったの？　これじゃ、身体が壊れそう」

「いや、だから……これは予想外だった。媚薬と自白の相乗効果があるのだろう。あと、できることならフィリアに俺がほしいって言わせたかった」

　まずい。自白の作用が止まらない。フィリアのじとっとした視線が痛い。痛すぎる。

「……すまない。もう、こんなことはしない」

　項垂れたランドルフは、情けない姿であるにもかかわらずフィリアを寝台へと抱き上げた。

「ああもう、フィリア、結婚してくれ」

「わかってますよ」

「好きだ。愛している」

「はいはい」

「どこにも行くんじゃないぞ」

「……」

　彼女の細い指がランドルフの癖のある髪をほぐすように梳いている。撫でられているようで、心地いい。

「もう、今夜はここで寝よう」

「え？　あ……」

　戸惑いを見せるフィリアを抱き寄せると、腕の中に閉じ込める。このまま時が止まればいいのに、と思いながらランドルフは静かに目を閉じた。
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　太陽の光を顔に受け、ようやく目が覚めたフィリアは工房内のベッドで寝ていたことに気がついた。

（あ、私、あのまま寝てしまったんだ……）

　深夜の媚薬騒ぎのあと、寝台に引き上げられて抱きしめられた。すぐに寝入ったランドルフを起こすのも悪くてそのまま寝てしまったけれど、今、自分の隣には誰もいない。

　昨夜のランドルフはすごかった。自白作用の影響があるとしても、フィリアに「好きだ」と叫ぶなんて。

　一方で自分も興奮していた。彼の巨根を扱きながら、身体の奥が疼いて仕方がなかった。絶対に濡れていた。彼があれ以上苦しむようなら、自分の身体を差し出していたに違いない。

（深入りしちゃいけないのに……。どうしよう）

　よくよく考えると、あそこまでしなくてもよかった……かもしれない。

　反錬成を知るために彼を利用するのが申し訳なくて、昨夜は自分が頑張らないといけないと思い込んでいた。けれど、濃厚な精を飲み込んだのは、やりすぎだった。

（いやらしい女だって、思われちゃったかな……）

　それにしても、彼はどこにいるのだろう。

　起き上がったフィリアは服を整えると周囲を見回した。すると作業部屋から小さな声が聞こえてくる。

「ああ、俺最悪だな。媚薬で俺をほしがらせたかった、って、変態かよ……」

　背を丸めながらぶつぶつと独り言を言っている。どうやら工房内を片づけているようだ。

「ダメ男すぎる。自白作用で告白って、何しているんだよ……」

　項垂れて反省している姿を見ると、ちょっと可愛いと思ってしまう。クスっと笑って、昨夜の彼の痴態を思い出した。

（昼間は偉そうな態度をしていたのに、夕べは必死になってお願いしてきて、可愛かったな）

　あんなふうにおねだりされると、ちょっと弱い。

　なんだかんだと言っても、長年生きてきているフィリアにとってランドルフは可愛い男の子に思えてしまう。

（まぁ、昨夜の棒はちょっと可愛くない大きさだったけど）

　フィリアがそんなふうに考えていると知ったら、きっとプライドの高い錬金術師ランドルフはぷりぷりと怒るだろう。昨日は自白作用の影響で素直になっていたけれど、普段の彼は冷徹でプライドの高い俺様だ。

（でも、早く反錬成の術を教えてもらって、ここからは離れないと……。宮廷に捕まったら、自由なんてなくなってしまう）

　フィリアの秘密を知られたら、人として扱ってもらえるとは思えない。ランドルフは守ると言っていたが、賢者の石のことを知られたら、彼だけでどうにかできるとは思えない。巻き込まないためにも、彼には秘密にしておきたい。

　ランドルフは片づけをしながら、鍋に手をかざしている。昨夜作った男性用の媚薬は作用が強すぎるため、反錬成をするのかもしれない。

　フィリアはその術を覚えようとして、ランドルフが作業する姿をじっと見つめていた。彼は手の内側に錬金陣を書き込んである。その手を鍋にかざしながら錬成文を唱え始めると、手のひらから光が溢れ出て鍋を包んだ。

「っと、よし。こんなものか」

　反錬成を終えた彼は、中身を取り出していく。

　フィリアはその姿を見つめたあとに近づいていった。

「おはようございます」

「うぁっ」

　後ろから声をかけると、ランドルフは驚いた様子で振り返り、目を泳がせている。

「あ、ああ、おはよう……」

「身体のほうは大丈夫？」

「……大丈夫、だ。君のほうこそ……眠れたか？」

「私？　私は大丈夫ですよ」

　ランドルフはなんとも言えない顔をしているけれど、フィリアが答えるとぱっと顔を上げた。

「夕べは、すまなかった。その……自業自得とはいえ申し訳ない」

「いえ、私もきちんと確認する前に、素材を渡してしまったので」

「いや……それでも、……悪かった」

　まるで金色の毛をした大型犬のように、ランドルフはしゅんと項垂れて座っている。

「では、私に反錬成のやり方を教えてください。今見ただけでは、さっぱりわかりませんでした」

「そうだった、約束したからな。わかった、結婚も急ごう」

「あ、うん。そうですね」

「俺の妻となれば君を宮廷や神殿に引き渡さないで済む。ウェズリー家の錬金術師の伴侶に、誰も簡単には手を出せないさ」

　そうであれば、かなりの助けになる。今の状態で外に出てしまうと、攫さらわれてしまいそうで怖い。顔を上げたランドルフは、真摯な顔で答えた。

「昨夜渡した指輪を外さないでほしい。君のことは俺が守る」

「……ありがとう」

　フィリアは黄色い石のついた指輪にそっと触れた。

　今は彼の婚約者として、仮初かりそめの妻としてここに留まろう。けれど、時が来たら指輪を外す。そう覚悟するように、フィリアは口を引きしめる。

　なんとしても、反錬成の術を身につけて──自分の身体から賢者の石を取り除く。

　その結果がたとえ死に繋がるとしても……。フィリアはきっと顎を上げて前を向いた。







第四章




　それからしばらく、フィリアはランドルフの工房に籠り、彼の仕事を手伝いながら学ぶ日々が続いた。夜は別宅の与えられた部屋で寝て、食事をきちんと摂るようにと言われている。

　あの夜以来、ランドルフはフィリアに触れることもなく、丁寧に錬金術の指導をしてくれた。

（いやらしい雰囲気にならないのはいいんだけど）

　自白作用のある媚薬を使ったから、彼が伝えた恋情は本物だろう。

　けれど、フィリアに近寄ることを恐れているような彼の態度に、モヤモヤとした思いが湧き出てくる。

　この前は手が触れただけで、顔を真っ赤にして慌てていた。あんな姿を見せられたあとなのに、初心な反応をされるとフィリアとしても戸惑いが大きい。

（なんだろう、調子狂っちゃうな）

　工房にいる間は眼鏡をかけているランドルフを見ると、どうしてもあの夜の彼の痴態を思い浮かべてしまう。顔を上気させ目元を赤くした彼は、とてつもなく色気があった。

　思い返すだけで身体の奥がきゅんと疼き始める。こんなことは初めてだった。

（私、どうしちゃったのかな……）

　後腐れのないほうが、彼にとってもいいに違いない。若い彼には未来があるのだから、フィリアがいなくなっても、きっと次に気持ちを向けることができるだろう。

　でも、何か引っかかってしまう。ランドルフのことを考えると、心の奥にあるフィリアの柔らかな部分が、軋むような音を立てるのだ。

　これは……フィリアは思い当たる症状に、焦りを覚えた。

（もう、恋なんてしないって。決めているんだから）

　いくら恋をしても、フィリアには明るい未来が見えない。心の奥にそっと蓋をすると、目の前にある課題に取り組み始める。

「今はこれに集中しないとね」

　心配していた神殿からの接触もないため、フィリアは気持ちを切り替えると工房で薬品作りにいそしむことにした。一刻も早く課題を終えて、反錬成を学びたい。

　宮廷から依頼されているものは、あとは仮死状態にする薬だけが残っている。

　けれど、素材の一つのアニレ虫の雄の幼虫が足りない。

「参ったな……アニレ虫って採取するのが難しいのよね」

　特に雄の幼虫は貴重な素材だ。しかし、素材が足りないと言えば、ランドルフが採取に出かけると言い出しかねない。

　しばらく一緒にいて、ランドルフの性格も少しずつ把握してきた。質のよい薬を生み出すためならば手間を惜しまない。

　そのため、そちらに気を取られてしまうと、いつまでも待たされることになる。反錬成の術を教えるのは、宮廷からの依頼を終えてからと言われているからだ。

　今日、彼は宮廷に呼び出され、行くのがよほど嫌なのか重い足取りで屋敷を出ていった。

　彼はいないから、ちょっとだけ力を使ってもわからないだろう。

　フィリアは賢者の石の力を使い、仮死薬を錬成することに決めた。足りないところをちょっとだけ、補えば作り上げるのは簡単だった。

　鍋の中に材料を入れ両手をかざす。工房に今は一人だから、誰に見られることもない。心の中で錬成文を唱えると、鍋の中では素材がぐつぐつと煮えたぎる。

（本当は時間がかかるんだけどね）

　身体の中の錬金陣を思い浮かべると、ドクっと心臓を掴まれたような感触があり、力が手のひらから出ていく。この時だけは、自分の中にある『石』を感じてしまう。

　錬金鍋の中身が澄んだ緑色の液体になっていた。

　本当は試してみたいところだけど、さすがに仮死状態になるのはランドルフがいる時のほうがいい。万が一、間違えて本当に死亡したと思われると厄介なことになる。

　注意深く瓶の中に薬を入れ、宮廷に持っていく薬品数を確認した。薬は無事にすべて揃っている。

「よしっ、これで完成だわ」

　ようやく一仕事を終えた気持ちになったフィリナは、額に流れた汗をぬぐうのだった。




□□□




「ランドルフ、何かわかったのか？」

「セド……いや。まだ何も」

　ランドルフは従兄のセドリックに宮廷の廊下で声をかけられ、足を止めた。

「お前にしては珍しく時間がかかっているな。聖女を自宅にかくまっているんだろう？」

「自宅といっても、工房のある別宅のほうだ」

「別宅か。それならすぐに、自白剤でも使えるだろう」

「……」

「どうした、ランドルフ」

　意を決したかのようにランドルフは真剣な顔をして、セドリックに向き合った。

「俺、フィリアと……聖女と結婚する」

　いつになく硬い声を出していた。それを聞いたセドリックは、言葉を失くしたように口を開けた。

「な……結婚って、お前！　正気なのか？」

「ああ。それでセドにも会ってもらいたい」

「何があったんだ、って、ここでする話でもないな」

　セドリックはランドルフの腕を掴み近くにあった小部屋に入った。誰もいないことを確認すると、セドリックは扉を閉めて彼に向き直る。

「ランドルフ、どうしたんだ。お前らしくない」

「……喪服の彼女にそっくりだった。フィリアは、俺の理想の女性そのものなんだ」

「喪服の女性って、あの、大じいの葬儀の時に会った女性か」

「そうだ、それにそれだけじゃない……錬金術の技術もあるし、可愛いし、何よりも抱きしめると柔らかい」

「お前……どうした？　相手にする女など、掃いて捨てるほどいるだろう」

「そうじゃないんだよ、フィリアは」

　これまで、セドリックとはなんでも伝え合ってきた仲だ。

　ランドルフが葬儀の途中で抜け出し、喪服姿の女性に恋をしたことも、そのあとも彼女を探し求めていたことも彼は知っている。

　セドリックであれば、共に喜んでもらえると思っていた。ところが、彼は怪訝な顔をしている。

「結婚って、お前にはウェズリー家次期当主としての自覚はあるのか？　妻となると、一族の顔を支える存在になるんだぞ」

「……俺は当主になりたくない。セドのほうが適任だと、何度も言っている」

「そんなことを言っても、お前なぁ」

　呆れたような顔をしたセドリックは、短く息を吐いた。

　兄貴分でもある彼のほうが、一族を導く統率力も技術もあるのに、現当主である祖父は父の後継にランドルフを指名している。

　祖父にしてみれば、ランドルフもセドリックも同じ孫だ。別に長子の子が後を継ぐ決まりはないし、錬金術師としてより優秀な者が当主となる。

　──ようするに、ランドルフのほうが錬金術師として格上だと一族は考えている。

　そのことが二人の間で、僅かなしこりとなって残っていた。

　セドリックは口にこそ出さないが、当主になるべきは自分セドリックだと思っている。ランドルフもそれに同意しているのに、一族はそうは見ていない。

　そのことからも、ランドルフは一族に反発する気持ちもあり、結婚相手のことでとやかく言われたくはなかった。

「なんだ、浮かない顔をしているな」

「あ、いや。これは……その。まだ、彼女のほうが乗り気ではなくて」

「はぁ？　ウェズリー家のお前から求婚されて、断る女がいるのか？」

「……まだ、断られてはない」

　呆れた顔をしたセドリックを相手に、媚薬作りの夜のことをかいつまんで話す。

　情けない姿を見せてしまい、あの夜以来まともにフィリアを見ることができないこと、手を触れるだけで顔が熱くなること、どうにもできないもどかしさに自分自身が戸惑っていることを伝えた。

「なんだ、ランドルフ。お前でもわからないことがあるんだな」

「じゃあ、セドにはわかるって言うのかよ」

「ははっ、恋だよ、恋。本気の恋。お前は本格的に夢中になっているってことだ。その聖女に」

「本気の恋？　この俺が？」

「お前のその高いプライドが邪魔しているのさ、自分の思うように行かなくて。ま、せいぜい夢中になっても、呑み込まれるなよ」

　思わず口を手で覆ってしまう。

　最初は喪服の女性に似ている彼女に目が奪われただけだった。結婚しようと言ったけれど、つれない態度のフィリアに余計に関心が高まった。

　媚薬に苦しむ姿を見て、彼女のほうから触れてくれて……フィリアがランドルフ自身のあれを咥え込む姿に完全に堕ちた。それが、ここまで自分をおかしくするとは思ってもいなかった。

「そうか……これが恋に狂うってやつなのか？」

「自分でわかっていなかったのか？」

「ああ、こんなにも何も手につかなくなるとは……思いもしなかった」

　だが、認めてしまえば気持ちが楽になる。

（そうか、俺はフィリアのことを、本当に好きになったんだな）

　単純なことなのに、セドリックに言われてようやく腑に落ちた。

「ランドルフ、俺も聖女に会わせてくれ。お前がそこまで夢中になる相手とやらを、確かめたい」

「ああ、フィリアにもセドに会ってほしいと伝えてある。お前のほうが教えるのはうまいことだし」

「教える？　何を教えるんだ？」

「何って、錬金術だよ。フィリアは基礎はなっていないが、立派な錬金術師だ。素材にも詳しい」

　彼女の奇跡の技はやはり錬金術であったことを伝えると、セドリックは顔色を変えた。無詠唱で錬成できることまで教えれば、驚きを隠さないで黙り込んでしまう。

「どうした、セド？」

「いや……ランドルフ、そうだ。今度の宮廷で開催される舞踏会に連れてこないか」

「舞踏会？　どうしてまた、そんな目立つところに彼女を連れ出す必要が？」

「お前の婚約者だと陛下に認めてもらえばいい。そうすれば神殿からの余計な干渉も抑えることができる。いろいろと言われているのだろう？」

「ああ、まぁそうだが」

　確かにセドリックの言うとおり、神殿からの要求はエスカレートしていた。屋敷に閉じ込めているフィリアに伝わらないように気をつけているが、時間の問題だろう。

　ここではっきりと聖女は手放さないと表明するほうが、フィリアを守ることになる。

「わかった、準備するよ」

「では、舞踏会で。……ランドルフ、ミイラ取りがミイラになるんじゃないぞ」

「なっ、お前！」

　軽口を叩いたあとで、部屋を出ていくセドリックの背中を見つめる。

　ランドルフは自覚したばかりの気持ちに向かい合った。情けない姿は、もう見せるものかと思いつつも、顔が赤くなるのを止めることはできなかった。

　もうすでにミイラになっていると自覚しながら、ランドルフは額に手を当てると深く深呼吸をした。




□□□




　ランドルフが屋敷に到着すると、フィリアは薬瓶をいっぱいに詰めた籠を持ち、息を切らして駆けつける。玄関には馬車を降りたばかりの彼が立っていた。

「フィリア……その、なんだ。今度一緒に」

「ランドルフ様！　見てください、やっと完成しました！」

　嬉しさが先立って、つい話を遮ってしまう。でも、ようやくできあがった薬品を一刻も早く彼に見せたかった。

「どうした？　薬瓶をこんなにたくさん」

「頑張って作ってみたの！　どう？　これで頼まれていたものは全部、完成しているはずよ」

「ぜ、全部？　これを、全部君が一人で錬成したのか？」

　宮廷からの依頼は、かなりの数と種類になる。ランドルフでさえ十日間でできあがるかどうか、という分量をフィリアは数日で完成させていた。

　早く反錬成の術を教えてほしい一心で、夢中になって作業をしていたのだ。

「あとで確認するよ」

「ええ、お願いします。作り方は指示どおりにしたけど、えへへ、自信作ばかりです！」

「そ、そうか……。ありがとう」

　嬉しそうに頬を赤らめたフィリアは、ランドルフが花束を持っていることに気がついた。

「あれ？　その花はどうしたのですか？　すごく綺麗」

「これは……その。フィリアにと思って」

　彼にピンクと紫色の花弁の花束を差し出され、フィリアの目の前が花でいっぱいになる。甘い香りがふわりと漂い、目をぱちくりとさせた。

「わ、私……ですか？　え、どうして？」

「どうしてって……その。君に似合うと思ったからだ」

　ランドルフは花束をフィリアに渡すと、恥ずかしいのか顔をぷいと横に向けてしまった。よく見れば、耳元が赤くなっている。素直になりきれないところが可愛らしい。

　くすりと笑って、ランドルフにお礼を伝える。

「ありがとうございます。嬉しいです、綺麗な花をこんなにもたくさんくださるなんて」

「ほかにも、ほしいものがあればなんでも言ってくれ。遠慮なんかしないで」

　つんとしていた今朝とは打って変わった態度で、どこか甘さを含んだ瞳で見つめてくる。一体何があったのだろうかと首を傾げると、ランドルフが照れくさそうな顔をして近づいてきた。

「フィリア、今さらで悪いけれど……俺、もう一度やり直したくて。その……まずは」

「あっ、え、あ、あの！」

　何かよろしくないことを言われそうな気がして、フィリアは彼の話を途中で遮ってしまう。これ以上、甘い言葉を言われ、大切にされると引き返せなくなる。

　そんな気がしてならなかった。

「……フィリア？」

「私、お花を花瓶に活けてきます」

　大切な薬瓶の入った籠をその場に置いたまま、彼から離れようと向きを変えた。

　けれど、ランドルフがそれを許さないとばかりに腕を掴む。

「まだ、話は終わっていない」

　ランドルフは逃げ出そうとしたフィリアの正面に立った。そして両腕を掴まれ、綺麗な顔が近づいてくる。ふいに、柔らかい唇が頬にそっと触れた。

「フィリア、今まで優しくできなくてすまなかった。これからは、もっと君を大切にする。婚約者として、今度宮廷で行われる舞踏会に一緒に行ってほしいんだ」

「……舞踏会？」

「ああ。そこに従兄のセドリックも来る。君と婚約したことを公にすれば、神殿も君のことをすっぱりと諦めるだろう」

「神殿は、まだ何か言ってくるのですか？」

「君にはあえて伝えていなかったが、干渉がないわけではない。だが、聖女が俺の妻になるとわかれば、さすがに手を出せなくなる」

　フィリアはぐっと息を呑み込んだ。

（やっぱりまだ、神殿長は諦めていなかったんだ）

　そうではないかと思っていたけれど、彼はフィリアが心配しすぎないように黙っていたのだろう。

　人が大勢いるところは恐ろしいが、神殿を黙らせるためであれば、そうせざるをえない。

「わかりました」

　フィリアが頷いてランドルフを見上げると、彼は瞳の奥を揺らしている。そして、手を差し伸べて彼女の頬をそっと撫でた。

「何があっても、俺が守る」

　低い声が柔らかく響く。

　もう、彼に捕らえられているかもしれない。フィリアは拒否することのできない温もりを頬に受けていた。




　長く生きていても、宮廷の舞踏会に行くのは初めてだ。ウェズリー家は侯爵位と同じ扱いとなるらしく、ランドルフは何度か参加したことがあるという。

　ドレスや装飾品を急いで用意するため、フィリアは新しくつけられた侍女と慌ただしい日々を過ごした。

「ねぇ、これっておかしくない？」

「はい、大変お美しいですよ」

　薄桃紫色の髪を上にまとめ、真珠の髪飾りをつける。聖女らしいイメージとなるように、白色の生地に金糸で刺繍されたドレスを選んでいた。

　肘まである長い手袋をつければ、貴族令嬢のような気品が醸し出される。

（舞踏会なんて……いつぶりかしら）

　かつては領主の娘として教育を受けたから、ダンスのステップは身体が覚えている。

　ランドルフを練習相手にすると、おぼつかないながらもなんとか踊ることができた。

　それでも、慣れない場所に行くのに変わりはない。ランドルフは今夜、公にフィリアを婚約者として紹介すると言っていた。

　花束をくれた日以来、彼は各段に甘さを増してフィリアに接している。その一方で宮廷に呼ばれることも多く、一緒に過ごす時間はほとんどなかった。

　支度が整ったところで、コンコンと扉を叩く音が聞こえる。

「はい、どうぞ」

「フィリア、準備はできたか？」

　黒地に金糸で刺繍のついたフロックコートを着たランドルフが、精悍な姿で立っている。普段はふわりとさせている巻き髪を今夜は後ろに流し、額を出すと男らしさが増していた。

　彼の顔を見慣れているはずが、ドキリとしてしまう。ランドルフもフィリアの着飾ったドレス姿を見て、感嘆している。

「今夜は格別に綺麗だ……フィリア」

「ランドルフ様も、とても素敵です」

　白い長手袋の上にはめた婚約指輪に触れながら、フィリアは頬を赤らめてしまう。お話の中の王子様のようにかっこいいランドルフにエスコートされると、まるで自分がお姫様になったようだ。

　今夜は王族も出席する舞踏会と聞いているから、気を緩めるわけにはいかない。緊張が顔に出たのか、ランドルフはフィリアの頬をそっと撫でた。

「俺の傍から離れるな。何があっても、フィリアを守るから」

「そんなこと言って、怖いことでも起きそうなの？」

「君が出席すると聞いて、神殿から人が来ると聞いた」

「神殿からなんて、本当に？」

「いい機会だから、俺がきちんと話をつける。心配しないでくれ」

　ふっと微笑んだランドルフを不安げな目で見上げる。もう聖女と呼ばれたくもないし、神殿にも行きたくない。

　ランドルフに近寄ると、顔をそっと胸元に寄せた。珍しくフィリアのほうから身体を近づけてきたことにランドルフは驚き、慌てたように手を背中に回す。

「どうした？」

「……ちょっと、怖くて」

「大丈夫だ、フィリア。上を向いて」

　顎を持ち上げたランドルフは、フィリアの揺れる瞳を見つめた。

「君が今、見ているのは誰？」

「……ランドルフ・ウェズリー様」

「そうだ。王家も無視できないウェズリー家の、希代の錬金術師。君はその婚約者だ」

「そんなこと言って」

　眉尻を下げたフィリアに、ランドルフはこつんと額をくっつけた。

「自信を持って、フィリア。君は美しくて……俺に愛されているんだ」

「ランドル……ッん、んんっ」

　彼の柔らかい唇が降りてくる。ふわりと触れたかと思うと、唇を食むように口づけられる。目を閉じた途端、ランドルフは腕に力を入れ、ぎゅっと抱きしめながらフィリアに囁いた。

「愛している、フィリア……。もう、手放さない。神殿であろうと、王族であろうと。君は俺のものだ」

「……」

　ランドルフのつけるベルガモットの香りを嗅ぎつつ、フィリアは彼の背中に手を回す。彼の温もりが、フィリアの心の奥までも温めるようだった。




　宮廷に到着すると、夜とは思えないほど光が溢れている。今夜のために宮廷錬金術師が篝火かがりび型の投光器を錬成していた。豪奢な円柱を照らし、天井に描かれた絵を浮き上がらせる。

　丁寧に整備され季節の花が咲く庭園には、周囲をふわりと漂うように光が浮いている。ランドルフが開発した浮遊型投光器だった。

「ランドルフ・ウェズリー様、ご到着なさいました」

　彼にエスコートをされながらメインホールに入ると、入り口で名前を伝えられる。

　中にいる人々が振り返り、ランドルフを見つめる。隣に立つフィリアも同時に、注目を集めていた。

　フィリアが緊張で身体を固くしていると、ランドルフが耳元で囁く。

「大丈夫だ、君は誰よりも美しい」

　いつもは不愛想で固い表情をしているランドルフが柔らかく微笑み、隣に立つ女性に顔を近づけて話している。それだけで周囲にいる人たちが驚き、ひそひそと話し始めた。

「お見かけしたことのない方ですわね」

「どこのご令嬢なのかしら」

「あのランドルフ様が、あんな顔をされるなんて」

　今夜は彼の婚約者として相応しくありたい。どこで神殿関係者が見ているかわからないから、気が抜けない。

　顔に乾いたような微笑みを張りつけ、フィリアはランドルフと並んで歩く。彼はホールの正面にいる王族のところまで行くと、フィリアに告げた。

「陛下に挨拶をする時に、君のことを紹介する。いいね」

「は、はい」

　フィリアは足を震わせながらも、ランドルフの力強いエスコ─トに身を委ねついていく。

　壮年の王は、近づいてくるランドルフを見ると嬉しそうに顔をほころばせた。

「おお、我が王国の誇りである錬金術師ではないか。今夜の庭園に浮かぶ光は素晴らしいな、ランドルフ。そなたが開発したと聞いたが、まことか？」

「はい、陛下に喜んでいただければ、何よりです。あれは南に生息しているホタリという生物が、淡い光を放ちながら飛ぶ様を思い浮かべ、錬成したものです」

「なるほど、さすがにウェズリー家の錬金術師は違うな。あれほど幻想的な光を見ることができるとは思っていなかった。何か褒美を考えねば」

　いたくご機嫌な国王は、ランドルフの隣に立つフィリアにも目を留めた。

「ランドルフ、隣にいるその者は？　発言を許す」

「はい、ご紹介いたします。私の婚約者の、フィリアです」

「フィリア・アビントンでございます。陛下にはお初にお目にかかります」

「ほう」

　国王はフィリアが美しい仕草でカーテシーするのを見て、「アビントンとは、どこの家だ？」と呟いた。

「陛下、フィリアは平民ですが錬金術師でございます。先日までは、神殿にいて奇跡の聖女と呼ばれておりました」

「おお、あの聖女か！　なるほど、これは確かに人々の噂になる美しさだな」

「僭越せんえつながら、陛下にお願いしたいことがございます」

「なんだ、申してみよ」

　ランドルフは頭を下げると、周囲を見回し視線を固めた。その先には、白い衣を着た神殿長が苛立ちを隠さないで立っている。

「私はここにいるフィリアに求婚し、了承を得て婚約をしました。ですが、神殿からはいまだに私が攫ったように抗議が届きます」

「なんと、そうであったか」

「はい、ですから今宵、ぜひともフィリアとの婚約を陛下に認めていただきたく存じます」

「それはよいが、フィリアといったか。そなた、心からこのランドルフを夫にしようと思っているのか？」

「はい、陛下」

　フィリアは手を震わせつつも、はっきりと国王を見据えて返事をする。

「ウェズリー家は代々優秀な錬金術師を産み育てる家だ。ランドルフはその中でも、最も優秀で才能に溢れておる。王国としても手放すことのできぬ宝である。その者を支える覚悟はできておるか？」

「……はい」

　国王はランドルフのことを高く評価していた。彼は単なる宮廷錬金術師というだけではなく、国王に信頼されている重要な人物なのだ。

「ランドルフ様を、お慕いしております」

　フィリアは緊張で声を震わせながらも、彼への想いを告白した。すると、国王は嬉しそうに手を叩いた。

「これはいい。二人の気が変わらぬうちに、結婚するがよい。私が認めよう」

　国王は側近に声をかけると、宮廷楽団の奏でていた音楽が止まる。人々が何事かと注目したところで、国王が宣言した。

「ここにランドルフ・ウェズリーとフィリア・アビントンの婚姻を認める。そなたはウェズリー家をこれまで以上に栄えさせよ。優秀な錬金術師を産み育てることが、この王国を支えることになる」

「はっ、陛下」

「誰でも異議のある者は、我に言うがよい」

　水を打ったように静まった会場で、誰も声を上げるものはいなかった。神殿長も、顔を青白くさせて立っている。

「では、よき時に結婚式を挙げるがよい」

「ありがたき幸せ」

　ランドルフが腰を折ったのと同時に、フィリアも深くおじぎをする。国王がその場をあとにすると、楽団が祝福の曲を演奏し始めた。




「ランドルフ様、おめでとうございます」

「奥様となる方は、とてもお美しいですわね」

　代わる代わる、二人を取り囲むようにして祝いの言葉をかけられた。誰なのかさっぱりわからないけれど、フィリアはずっと笑顔を顔に張りつけて挨拶を返していく。

　ランドルフがまさか、国王を使ってまで神殿長を黙らせるとは思わなかった。神殿長は今にも倒れそうな顔をしていたけれど、どこかへ行ったのかもう姿がない。

「フィリア殿は、聖女様であられるのでしょう？」

「なんでも、奇跡の術をされるとか」

　気がつくと周囲には着飾った女性陣がいて、値踏みするようにフィリアを取り囲んでいた。中には穏やかに心から祝福する人もいるが、羨望と嫉妬の混ざった眼差しもある。

　どうやら、国王からの信頼も厚いウェズリー家のランドルフは極上の結婚相手だったのに、ぽっと出てきたフィリアに妻の座を奪われてしまった。許せない、と思う女性もいたのだろう。

　けれど、フィリアは見かけどおりの年齢ではない。はるかに年下の彼女たちの行動を、どこか可愛らしく見てしまう。

「ええ、ここより少し離れたところの神殿にお世話になっておりました」

「では、どうやってランドルフ様とお知り合いになったの？」

「私の師匠が、ランドルフ様と懇意にしていましたので……その縁で出会いました」

　嘘は言っていない。師匠であるラルフの葬式で出会った少年がランドルフだった。だから、あれが二人の初めての出会いになる。

「まぁ、そうでしたの……」

　フィリアも錬金術を使えることを話すと、もう誰も文句を言うことができなかった。ウェズリー家に嫁ぐ者が錬金術師であれば、歓迎こそされ反対されることはない。

「では、私たちもフィリア様の奇跡の技を見てみたいわ」

「ええ、祖母が一度拝見したことがあるのですが、とても素晴らしい奇跡の技だと言っていましたわ」

　話題が移り、フィリアが神殿で見せていた術のことを聞かれる。避けたいけれど、どうやら宮廷の貴族の間でも聖女のことは噂となっているようだ。

「でも、奇跡の技といってもあれは錬金術の一つで、手品のようなものです」

「では、その術を私にも見せていただけないかな」

　するとそこに、黒髪を後ろに撫でつけた長身の男がやってきた。ランドルフと同じ、宮廷錬金術師の証である懐中時計の鎖が見える。

「まぁ、セドリック様ではございませんか」

　取り囲んでいた令嬢の一人が、ひと際高い声を上げた。

　見上げるほどの長身に涼やかな目元、整った顔立ちに服を着ていてもわかるほど精悍な身体。ランドルフもかなりの美丈夫だけれど、彼も女性を虜にする魅力的な男性だ。

「フィリア殿。私はランドルフの従兄のセドリック・ウェズリーです。どうかお見知りおきを」

　スマートな仕草で腕を伸ばしフィリアの手を取った彼は、手袋の上に唇を軽く落とす。男性が親しい間柄となる人に行う挨拶だ。

　フィリアはセドリックから目を離すことができなかった。心臓がドクドクと音を立てている。

（ジル……！）

　彼ははるか昔に夫であったジルにそっくりだった。黒い髪も、その双眸そうぼうも、うっすらと残る記憶の中のジルによく似ている。

　自分をまっすぐに見つめてくる藍色の瞳が、フィリアの心に突き刺さるようだった。

「初めまして……」

　ようやく声を絞り出したところで、周囲から怪訝な顔をされていることに気がついた。ランドルフの妻となるフィリアが、従兄のセドリックに手を取られ二人は見つめ合っている。

「あ、私は」

　自己紹介をきちんとしようと、手を下ろそうとしたのにセドリックは離さない。まるで射抜くような瞳で見つめてくる彼から、フィリアは目が離せなくなっていた。

（なんて、似ているのかしら）

　それでも長い時間見つめ合っているのは、たとえ婚約者の従兄であってもおかしい。フィリアは手を引っ込めようとするけれど、セドリックは反対にぎゅっと握りしめ、一歩足を出して近寄ってきた。

「フィリア殿、もしよかったら私と」

「セド！」

　二人のただならぬ様子を見て、ランドルフが慌てたように駆け寄ってくる。

　セドリックがフィリアの手を握りしめたままなのを見ると、一瞬顔を歪め彼の腕を掴んで引き離した。

「セドリック、よかった。彼女が俺の婚約者……いや、もう妻といっても構わないな。妻のフィリアだ」

「ランドルフ、結婚式はまだだろう」

「国王から認められたから、結婚宣誓書にサインすればもう妻だ。今、書類を準備してもらっている」

　どうやら、ランドルフはフィリアとの結婚を確かなものとするために国王の側近に準備を急がせたようだ。式はともかく、書類上だけでも彼女を捕まえておきたい。そうした執念を感じさせる行動だった。

　心配になりランドルフを見上げると、彼はいかにも大丈夫だ、と言わんばかりに瞳を蕩けさせる。

「心配ないよ、フィリア。彼が従兄のセドリックだ」

「……初めまして、フィリア・アビントンと申します」

　改めてカーテシーをして挨拶をする。セドリックはまるでフィリアの仕草をすべて見逃すまいと、じっと見つめていた。

「セド、彼女も錬金術を学んでいるんだ。大じいの術もいくつかできるぞ」

「なんだと？　賢人ラルフの術を？」

「そうだ。彼女の師匠が知っていたらしい。……って、おい。セド、どうした？　そんな厳しい顔をして」

　ラルフの名前を聞いた途端、セドリックは口に手を当て考え込むような仕草をした。そして言葉を選びながらフィリアに問いかける。

「フィリア殿。錬金術師ということだが、君の師匠のことを教えてくれないか」

「ごめんなさい、事情があって、それは伝えてはいけないと言われています」

「では、君の故郷は？」

「……南のほうです」

「確か君は未亡人だという噂があったが、それは本当なのか？」

「え、ええ」

　次々と責め立てられるように聞かれ、フィリアは焦りつつも疑問に思う。ランドルフの婚約者を吟味するというより、まるで自分のことを調べられているようだ。

「セド、そこまでにしてくれ。彼女が困っている」

　するとランドルフが会話を遮るようにしてフィリアの前に出る。その拍子に、肩先に腕が触れ、髪飾りの一つが落ちてしまう。

「すまない、フィリア」

　屈み込んで髪飾りを拾い上げたランドルフが、フィリアの髪を眺める。今夜は珍しく髪を上げているため、なまめかしいうなじが表れていた。普段は髪で隠れている耳の後ろの、二つのほくろも見えている。

　それを見つけたランドルフが耳元でそっと囁く。

「耳のうしろにあるほくろ、いくつあるか数えたことは？」

「え、ほくろ？　そんなのあったかしら」

　するとランドルフは顔を寄せ、ほくろのある場所に軽くキスを二回した。

「きゃっ」

「……答えは、二つだ」

　まるでセドリックに見せつけるかのように、いちゃついてくる。こうしたところは、年下の男の子に見えてしまう。

　ふとセドリックのほうを見ると、顔に驚きの色を張りつけている。

「二人とも仲がいいのは何よりだ。でも今夜はそのくらいにして、最後にあの奇跡の技を見せてくれないか」

「奇跡の技、ですか？」

「そうだ。神殿では雪を降らせていたと聞いている。ここでもできるようなら、見せてほしい」

　フィリアがどうしようかとランドルフを見上げれば、彼も仕方ないという顔をしている。

「フィリア、実は陛下からも君の奇跡の技を見せてほしいと言われている。無理でないなら」

「わかったわ。でもここでは水分がちょっと……足りないから、噴水のところでいいかしら」

　フィリアが答えると、すぐに準備が整えられていく。その間もランドルフはフィリアの隣にいて、ずっと腰に手を回していた。

「でも、大丈夫かな……」

「どうした？　何か不安があるのか？」

「私……こんなにも緊張するの、初めてだわ」

「それはそうだろう、陛下もバルコニーからご覧になるらしい」

「陛下まで……そんな、恐れ多いわ」

　大丈夫だと言われても、やはり足が震えてしまう。今夜はランドルフの隣にいて挨拶すればいいだけと思っていたのに、国王の前で錬金術を披露することになるなんて。

（でも、今日だけだから）

　フィリアは淡い光に囲まれた噴水の傍に行くと、端に腰かけてたまっている水の中に手を入れる。空気中の水分でも錬成できるが、水があるならばこのほうがやりやすい。

　フィリアはすうっと息を吸い込んだ。顔を上げると、バルコニーに国王が側近たちと一緒に佇んでいる姿が見える。

（……よし）

　フィリアは片手を水の中に浸したまま、もう一方の手を上げる。ラルフに教わったように、錬金陣を思い浮かべて錬成文を心の内で唱えた。すると手のひらから憐光が放たれ、上に登っていく。

　しばらくすると、温かい気候にもかかわらず雪が降ってきた。

「おおお」

「これは……」

　人々の感嘆の声があちこちから聞こえてくる。普段よりも素材の水分が多いから、広範囲にわたって雪を降らすことができた。

（あっ……足りない）

　だが、雪を錬成するための冷気が足りなくなる。普段はこれほど降らせることがなかったから、空気で対応できていた。

　あと少し、ほんの少し降らせたいと思ったフィオナは、身体の中にある賢者の石の力を少しだけ引き出した。

　最後の仕上げとばかりに、ふわりと風が下から吹き上がり雪が漂って落ちていく。隣を見ると、ランドルフが手をかざして浮遊光を増やし、風を起こしていた。

（すごい……こんな応用の仕方があるんだ……）

　本当に天才錬金術師はまるで魔術のように物質を錬成する。淡い光に照らされた雪が幻想的な景色を作り出していた。

　ランドルフのいるほうを見ると、彼はフィリアを安心させるように微笑んでいる。

　周囲の人々はまるで手品のような二人の術に感動し、感嘆の声を上げた。

「おお、素晴らしい！　これほど美しいとは！」

　国王も手を叩いてランドルフたちを賞賛する。それに倣い、参加している貴族たちも拍手で称え始めた。

「フィリア、よくやった」

　ふいにランドルフに頭を撫でられ、フィリアはようやく安堵の息をつく。

　彼に寄りかかるフィリアを見て、二人の仲を疑う者はいなかった。セドリックも、目を見開いている。

　──ただ一人、憎しみの目でフィリアを睨む者を除いて。




　国王へ直訴する思いで宮廷にやってきた神殿長は、奥歯を噛みしめた。本来であれば、彼女の隣に立ち賞賛を受けるのは自分であったはずだと、苦々しい顔をする。

　大勢の人に酔ってしまったフィリアは、ランドルフが挨拶をしている隙を見て庭園の奥へと歩いていく。ほんの少し、人の波から離れて呼吸をしたかった。

　明かりがあるといっても、少し奥に入ると途端に暗くなる。

「フィリア殿」

　聞き慣れた懐かしい声で話しかけられ、フィリアははっと振り返った。するとそこには、表情を消した神殿長が立っていた。

「神殿長様」

「君はここで何をしているんだね？　私の手伝いをすると言ったのは、フィリア、君のほうだろう」

「それは、そうですが……、あの」

「だったらすぐに、私と一緒に神殿に戻るんだ。孤児院にいる子どもたちが首を長くして待っているよ」

「あ……でも」

　世話をしてきた孤児院の子どもたちを思い出す。可愛らしい彼らに手を握られると、嬉しくてたまらなかった。

「君が戻らないと言うならば、孤児院の子どもたちの行先を考えなくては」

「なっ、何をするのですか？」

「別に、仕事をあっせんするだけだよ。これまでは良心的に選んでいたけれど、彼らを求める業者はたくさんあるからね。少しばかり過酷なところへも、勉強と思って送り出してもいいかもしれないね」

「過酷なところって……」

　孤児院にいられるのは十五歳までだから、その後はそれぞれ独立するために働きに出る。親のいない、まだ幼い彼らをほしがるのは、悪事に足をつっ込んだところか、娼館であった。

　これまではそうした仕事に就かせないように、神殿長が目を光らせていた。だが、その彼が過酷なところを選ぶと言えば、子どもたちの未来は途端に暗くなる。

「そんな、酷い」

「では、私と一緒に戻るんだ。今ならまだ、何もなかったことにできる」

　神殿長はフィリアの腕を掴むと、力任せに引き寄せた。あっと思ったところで、慣れない靴をはいていたフィリアはよろけて転んでしまう。

「い、痛っ」

　膝をすりむいたのだろう、ぴりっとした痛みを感じたフィリアは思わず顔をしかめる。ふと顔を上げると、目の前に漆黒が広がった。

「フィリアに何をした？」

　ランドルフの広い背中が見える。彼は神殿長のほうを向き、いつもより一層低い声で問いかける。

　その時、ごごごっという音を響かせながら、地面が大きく揺れた。どんっと身体が沈んだかと思うと、小刻みに揺れが続く。

「きゃあっ！」

「フィリア」

　地の揺れがほどなく収まると同時に、あちこちから悲鳴に似た声が上がっていた。今ぐらいの揺れであれば、建物が崩れるほどではないが棚などの背の高い家具は倒れたかもしれない。

　フィリアは腕を伸ばしてランドルフの手を握りしめた。

「怖い……！」

「大丈夫だ、フィリア」

　ランドルフはフィリアを抱き寄せながら、神殿長に向き直る。すると彼は顔を青白くして震えていた。

「ああ、ああ……神がお怒りになっている……！」

「神殿長？」

　声をかけると神殿長は顔の前で手を組んでいたのを外し、フィリアを見た。

「お、お前が……！　お前が神を怒らせたに違いない！　なんという女だ！」

「私が？　どうして」

「奇跡の力というが、お、お前が怪しげな力を使っているのはわかっている。それで神がお怒りになったのだ！　ああ、恐ろしい……」

　神殿長はふらりと立ち上がると、頭を押さえつつ後ろに下がっていく。その時、ランドルフが手を伸ばして光を錬成する。すると神殿長の周囲に浮遊光が漂い始めた。

「神殿長、フィリアの力はただの錬金術だ。神の怒りでもなんでもない。地震は彼女になんの関係もない。変な言いがかりをつけるのはやめてもらおう」

「あ、何をする！」

　光はぐるぐると回り始めた途端、細い光の輪のようになって神殿長を取り囲んだ。

　そして締めつけられると、彼は身体を動かすことができなくなり、顔を青くする。

「いいか、フィリアは陛下も認めたウェズリー家の嫁だ。それを神殿が奪うようなことがあれば、俺をはじめウェズリーの一族が許さない」

「ひぃっ」

　神殿長は顔を歪めると「わ、わかった。わかったからこの輪を解いてくれ」と懇願し始めた。

「なら、もうフィリアに近づかないな」

「わかった、もう諦めるから……ひぃっ、た、助けてくれ！」

　光の輪がだんだんと小さくなり、神殿長をさらに締めつけていく。もうこれ以上ないところまで縮むと、ランドルフは指をぱちんと鳴らした。その瞬間に光の輪が弾けて消えていく。

　周囲には光の残滓が残るだけだった。

　茫然自失となった神殿長は、ふらりとしてその場から立ち去ろうとする。フィリアは孤児院にいる子どもたちが心配になり、声をかけた。

「神殿長！　子どもは、子どもたちにはしっかりとした就職先を用意してください！　お願いします」

　だが、フィリアの声が聞こえたかどうかわからない。神殿長は振り返ることなくその場を離れていく。

「どうしよう……子どもたちが」

「孤児院の子どもたちのことか？」

「うん。変なところに就職させられるかもしれない」

「わかった。孤児院のことは任せてくれ。監視の者を遣わせる」

「……ランドルフ様」

　心の内がほっと温かくなる。こんなにも頼りになる人が身近にいることはなかった。放浪しながら、いつもフィリアは一人で生きられるように、強くあろうとしてきた。

　けれど──、今は彼ランドルフがいる。そう思った途端、身体中を熱くなった恋情が駆け巡った。

「あっ、ああっ……っ」

　フィリアは顔に手を当て、嗚咽を漏らし始めた。涙がとめどなく流れていく。

「大丈夫か？　フィリア」

　ランドルフが背中をさすりながら声をかける。手のひらから伝わる温もりが、さらにフィリアの涙を誘った。

「……優しく、しないで」

「どうした？」

「優しくされると、弱くなっちゃうから……。もう、一人では生きていけなくなる」

　しゃくり上げながら伝えると、ランドルフはフィリアの眦に柔らかい唇を当てた。

「一人で生きていくなんて、言わないでくれ。俺がいる。俺が……フィリアを守るから」

「……」

　朽ちない、年を取らない身体では、いつまでも一緒にはいられないのに──、フィリアは心の奥から湧き上がる感情に抗うことができなかった。

「ランドルフ……私でいいの？」

　濡れた瞳で見上げると、彼は優しげに目を細めた。

「フィリアでないとダメだと、何度言えば君はわかるんだ」

「でも、私」

「どんな秘密を抱えていても、かまわない」

　ランドルフはそれ以上は話すなと言わんばかりに、フィリアの口を塞ぐように唇を押しつける。

「んっ、んんっ……っ、あ」

「フィリア……愛している。……もう、いいだろうか」

「いいかって、何が？」

　濡れた瞳で見上げると、ランドルフは首を傾げながら自信のなさそうな声を出した。

「フィリア……俺のほうを向いてくれるまで、待とうと思っていた」

「ランドルフ」

「でも、もう待てそうにない。フィリア……君を抱きたい」

　苦しげに眉根を寄せながら、ランドルフはフィリアの背中に腕を回す。

「ね、私も……寂しいなって、思っていたの」

「いいのか？　優しくできないかも、しれないぞ」

　彼の率直な言葉に、思わず顔が赤くなる。フィリアはぽつりと声を落とした。

「だったらもう、何も言わないでいいから……離さないでいて」

　ランドルフはフィリアを横抱きにして持ち上げると、颯爽と歩き出す。馬車に乗ったあとも身体をくっつけたまま、一時も離れなかった。




　屋敷に戻ったフィリアはランドルフの寝室へすぐに運び込まれた。

「これからは、この部屋が君の寝るところだ」

「んっ、っふ、……んんっ」

　キスの合間に宣言するように言われ、フィリアは戸惑った。ランドルフは手を忙しなく動かしてドレスを脱がせていく。途中で紐が絡みつくと、解くのももどかしいと言うようにランドルフは錬成をして結合させる。

「ちょっと、こんなことで錬金術を使わないで」

「もう待てないって、言ったはずだ」

　口づけながら手を伸ばしてコルセットの紐を外してしまう。剥ぎ取られると、ふるんと揺れる白い双丘が現われた。はちきれそうな膨らみの先端が、艶めかしく色づいている。ランドルフは嬉しそうに頬を緩めた。

「フィリアはどこも可愛いな」

　ドロワーズも引き下ろされると、むちっとした太もものあわいがすでに濡れて光っていた。ランドルフはちゅっと愛おしむように唇にキスをし、目を蕩けさせてフィリアを見つめる。

「もう濡れてる。そんなに俺が、待ち遠しかった？」

「う……うん」

　伝えるのは恥ずかしいけれど、そのとおりだった。馬車の中でも、布地の上から触れてくる彼の身体がほしかった。腰を押しつけられる度に彼の欲望の昂たかぶりを感じて、待ちきれなかった。

「でも、ランドルフだって……」

「ああ、たまらなく待ち遠しかったよ。宮廷からこんなに遠いとは思わなかった」

　馬車の中でも、息ができないほど激しく口づけられていた。まるで舌で嬲なぶられるように、口内の隅々を舐められ、吸い上げられていた。

「もうっ、私ばっかり裸になってる」

「ああ、ちょっと待って」

　ランドルフは身体を起こし上着を脱いで放り投げ、シャツのボタンをもどかしげに外していく。トラウザーズのベルトをカチャカチャと音をさせて外し、すでに盛り上がっている股間をくつろげる。はちきれんばかりに勃起して、赤黒い血管の筋を浮き上がらせていた。

「ははっ、こっちも待ちきれなくてガチガチになってる」

　細身に見えて、脱ぐと筋肉質な身体が現れた。傘の張った先端からは透明な汁が滴り、竿の部分を濡らしている。

　隠されることのない怒張した男性器を間近に見て、フィリアはごくりと唾を飲み込む。記憶にある中のどれよりも、大きな気がする。

（あれに今から、貫かれちゃうんだ……）

　前回見た時は、媚薬の作用で苦しんでいたランドルフを救いたい一心だった。自分の間違いのせいで悶えている彼を、どうにかして慰めたかったから、手淫することに抵抗はなかった。

　だが、今夜はあの時と違う。彼に求められ、自分も受け入れたいと思ったから。

……ランドルフに、抱いてほしい。

「もう、こんなにも大きくなってる」

「フィリアだからだよ。好きな女が自分の目の前で裸になっているんだ、当たり前だろう」

「そんなこと言って」

　何も身につけていない肌の上に、ランドルフは重さをかけないように覆い被さった。触れ合う肌と肌が、しっとりとくっついている。

「ん……好き」

　がっしりと抱きかかえられると、熱が伝わってくる。耳元に顔を寄せたランドルフは、フィリアの耳朶を甘く噛み、そして囁いた。

「フィリア、愛している。もう、俺から離れるな」

「……」

　この秘密を教えないでいることに罪悪感を覚える。けれど、伝えることで彼の気持ちが離れることが怖い。もう、自分でも止められないほどにランドルフの愛に溺れていた。

（もう、……私、もうっ……！）

　骨ばった長い指で乳輪と色づいた乳首を挟まれる。すでに固く勃ち上がったそれを、ランドルフはまるでお気に入りのおもちゃで遊ぶ子どものように捏ね、首筋にキスをした。

　昂った気持ちを落ち着けながら、フィリアははぁっと深く息を吐く。

「うなじに痕つけないで。見えちゃうから」

「……いやだ。見えるところにつけたい」

　反論を許さないとばかりに、ランドルフは白いうなじに吸いついてくる。チリ、と軽い痛みを覚えたフィリアはふるりと身体を震わせた。

　けれど、ランドルフがやめる様子はない。

「君はもう、俺のものだ」

　胸元にも顔を埋め、柔らかい肌に印をつける。彼の執着を身体に残されるようで、どこかくすぐったい気持ちが湧き上がった。

　手袋をつけたまま乳房を揉み上げられ、しこった先端に吸いつかれると甘やかな刺激が全身を駆け抜けていく。指を広げて鷲掴みされ、彼の乱れた息を肌に感じた途端、じわっと股間が濡れていった。

「あ……ランドルフ、もうっ……」

「まだ、まだだよ。今夜はもっと、フィリアを高めたいんだ」

　愛おしいと彼の瞳が訴えていた。胸の奥がキュンとなるほどの、熱い眼差し。

　高く隆起した喉ぼとけに、広い肩幅。惜しげもなく披露される彼の身体からは、汗と共に男らしい匂いが立ち上る。

　フィリアは息を詰まらせると、彼の厚い胸板に手を置いた。押してもビクともしない屈強な身体。それなのに胸を愛撫する姿はどことなく可愛らしい。

　まるで獣のような息遣いをしたランドルフは顔を下げ、ももの付け根のあわいに近づいた。そして、フィリアの膝裏を持つと股を開き、びしょびしょに濡れた蜜口を見て嬉しそうにしている。

「俺の手で感じてくれた？　やっぱりフィリアはいやらしくて、可愛いな」

　蜂蜜色をした髪の毛を揺らしながら、ランドルフは鼻先を下生えに近づけた。

「あっ、ああっ、そんなところ……舐めちゃ……だめぇ……」

　フィリアの抵抗などものともせず、ランドルフは濡れそぼった秘裂を舐め始める。

　温かい舌先で襞ひだをかき分け、ぷくりと膨らんだ小さな突起を包み込むように吸いついた。

「きゃぁっ」

　ぴりっとした刺激と共に、愉悦が腰に来る。こんなにも丁寧に愛撫されるなんて、思ってもいなかった。じわりと蜜があわいから垂れてくる。雌の匂いを嗅ぎながら、ランドルフは蜜を啜り上げ突起を吸い込んだ。

　連続して与えられる甘い刺激に、身体がびくびくと震えている。ひと際大きい快楽の波が這い上がってくると、フィリアは息を止めて背をのけ反らせた。

「んんんっ──っ！」

　足先をピンと伸ばして快感を逃す。太ももの間に顔を埋めていた彼が、頭を上げてフィリアの恍惚とした顔を眺めた。

「ほんとにフィリアは……蕩けた顔をして、可愛いな」

「はぁっ、はぁっ、はぁ……」

　呼吸を整えながら下を向く。すると、身体を離したランドルフが膣内に指を差し入れてくいっと曲げる。同時に突起の裏側をトントンと叩き始めた。

「んあっ、あ、そこっ……気持ちいい、かも」

　リズミカルに指を抽送すると蜜が絡みつき、水音がして雫が飛び散っていく。

　フィリアは何度も達して息を上げた。涼しさを感じる季節なのに、身体が火照ほてり汗ばんでくる。

（あ……私、ランドルフに愛されてる……）

　執拗なまでの愛撫の隅々に、欲望だけではない彼の愛を感じる。

　身体の至るところを撫でられ、吸いつかれ、愛でられた。空いた手はつねにフィリアの乳房に置き、先端をいじりながらいやらしく揉みしだく。

　ランドルフから与えられる刺激のすべてが、フィリアの心も身体も蕩けさせていた。

「あっ、ん、……っ、ああっ……ランドルフ、も、もうっ」

　消え入りそうな声で喘いでも、意味をなさない。愛蜜はとめどなく滴り、溢れている。大胆に開かされた足がぷるぷると震えてしまう。柔らかい太ももの内側にも、ランドルフは何度も吸いついて痕を残した。

「すごいよ、フィリア……どんどん蜜が溢れてくる」

「んっ、……あ、そこだめぇ」

「だめじゃないだろ？　こっちの口のほうが、正直だな」

　ざらりとした舌でまさぐられ、何度も突起を擦られる。どんどんと蜜が溢れ、すべてを舐めつくされる。舌先を尖らせ蜜口に突き入れられると、身体が熱くなっていった。

（んんんっ……もうっ、きもちいいっ）

　舌先から与えられる快感。これまで感じたことのない波に攫われるように、フィリアは何度も身体を震わせた。

「可愛い、フィリア……」

　絶え間なく囁かれる言葉に脳が蕩けていく。汗ばんだ肌を何度も舐められ、フィリアは降参するようにランドルフの背中に抱き着いた。

「ランドルフ、お願い。きて……」

　もう限界だった。何度も絶頂を体験し、身体はありえないほどに火照っている。朦朧もうろうとする意識の中で目を開けると、彼の怒張した男性器が見えた。

　かつて見たことがないくらいに勃起し、先端の割れ目から流れ出た汁で濡れている。傘の部分が張り、ギチギチに固くなっていることは明らかだ。

（すごい……あんなにも大きくなってる。あれで今から……）

　彼の勃ち上がった剛直から与えられる熱を思い浮かべるだけで、疼いて仕方のない蜜壺からは、待ちきれないとばかりに蜜が滴った。

　ランドルフも苦しげに顔をしかめながら、掠れた声を出す。

「フィリア……俺、もう限界だ」

「私も、これがほしい」

　いきり立つ怒張にそっと触れると、手には垂れ流れていた我慢汁が絡みつく。フィリアの仕草で目元をサッと赤くした彼は、膝立ちになった。

　ランドルフは片手で張りつめた熱杭を持つと、先端をフィリアの蜜口にこすりつける。二度三度ぬるぬると亀頭に愛液を絡ませ、膨らんだ突起を押しながらそれを中に滑らせた。

（あ、ああ、もうくるっ……！）

　フィリアの蜜口は彼を受け入れようとして、襞をひくつかせた。ぬるついた亀頭を咥えると、つるりと先端が中に入り込んだ。

　ランドルフが目を閉じ、ぐぐっと腰を押し進める。フィリアは息を止めて硬く巨大な楔を受け入れた。

　みちみちと膣壁を広げ割り込んでくる塊に、意識を集中させる。巨根ともいえる熱杭が、フィリアの身体の中心まで届きそうな勢いで押し入ってくる。

　生々しい肌の感触が、フィリアの官能を高め快感をもたらした。

（きもち、いいっ……）

　ずぶずぶと最奥へ挿入された熱杭の先端は、簡単に子宮口の入り口に到達する。

「くっ、挿入はいった……フィリア……」

　恍惚とした表情をしたランドルフは、己の茂みとフィリアの下生えが絡みつくのを見ると満足そうに口角を上げ、しっかりと腰を掴んで離さない。

　まるで腰を回して泡立たせるように、彼がフィリアの膣内に巨根をなじませる。くっついた箇所が擦れ、突起を刺激されると快感が背筋を伝って上ってきた。

「あっ、おっきぃ」

　まるで鋼のように硬く、火のように熱い杭が今にも暴れ出そうとしている。ランドルフの前髪が乱れ始め、片側の目を覆い隠した。フィリアがキュッと膣内を絞めると、「うぁ」と顎を上げて小さく唸りながら、中でぴくぴくと震えている。

（あ、可愛い）

　声に出せば、きっと怒るに違いない。それでも必死になってフィリアを愛でる彼の姿は、どこか可愛らしく感じてしまう。

　だが、その余裕もそこまでだった。

　はぁっと息を吐いた彼はゆっくりと熱杭を引いたかと思うと、最奥を目指してふたたび突き入れる。ぱんっと乾いた音がすると同時に先端で突かれ、フィリアはあえやかな声を漏らした。

「はぁあっ、んっ」

　獣のように瞳をぎらつかせ、ランドルフは熱杭で穿ち始める。フィリアの腰を持って浮かせると、激しく抽送を繰り返す。とろとろに蕩けきった膣内から絶えず蜜が溢れ、中は熱杭を咥え込んだ。

「くっ、……はっ、も、俺……まずい」

　ランドルフはぐぐっと腹筋に力を込め、射精感を逃すように一度腰の動きを止める。汗がつーっと筋肉の筋にそって落ちていった。

　そのまま身体を傾けると、フィリアに熱く口づける。まるで猛獣のように唇を食み、舌を突き入れて絡めてくる。息ができないほどの激しいキスをしながら、彼は小刻みに抽送を再開した。

「っふ、……、ふぅっ……んっ、んんっ……は、あっ」

　男根の先端が子宮口の入り口を押し上げている。断続的に突かれたそこは、次第に痺れるような快感をフィリアに与え始めた。

「あっ、……なにこれ、も……きちゃう」

　濃厚な口づけを交わしながら最奥を突かれると、フィリアは次第に大きな波のように押し寄せる快感に背を反らした。

「あああっ、ああーーっ！」

　きゅうっと媚肉を締めつけると、ランドルフはすべての動きを一瞬止める。

　彼がぐっと力を入れると腹の筋肉がびくびくっと動き、一筋の汗が流れていく。フィリアの体内に差し込まれた肉槍が、どくんと大きさを変えて先端を膨らませた。

（ああっ、くるっ！）

「も、ごめっ、くそっ、……出る！」

　ランドルフは顎を上げると苦しげに息を止め、引き締まった尻をぶるりと震わせる。すると鈴口からは熱く迸ほとばしる精がどばどばっと吐き出され、フィリアの膣内に広がっていく。

「……ああっぁ……っ、あっ、あっ」

　浅く息を吐きながら、フィリアは身体の奥が白い精液で満たされるのを感じて声を漏らした。

（すごい……いっぱい……）

　胸の中も彼の熱でいっぱいになっていく。熱い精を体内に受け、フィリアはこれまで経験したことのない愉悦に浸っていた。ランドルフに貫かれ、これほどまで幸福感に包まれるとは思いもしなかった。

「フィリア、愛している」

　息を整えたランドルフは、ついばむように顔中にキスを落とす。唇を重ねた二人は、互いの柔らかい部分を押し当てるようにして口づけ合った。

　次第に中に入っているランドルフの男根が力を失くしていく。ちゅぽんと音を立てて引き抜かれると、寂しさを感じて「んっ」と声を上げてしまう。

　栓がなくなった蜜口からは、白濁した液がどろりと流れ太ももを伝っていった。今さらながらランドルフの精力の強さに驚かされる。

　フィリアはくたりと身体を横たわらせたまま、手拭でランドルフに丁寧に拭かれた。

　そうして隣に寝そべった彼は、腕にフィリアの頭を乗せると寝具を持ち上げてかける。

　汗ばんだ肌を拭きたいけれど、このまま彼の素肌にくっついていたい。全身をランドルフに包まれるように抱かれながら目を閉じたところで、彼はコツンと額と額をくっつけた。

「フィリア……君はセドリックのこと、見つめすぎだ」

「え？　セドリック？」

　言われても誰のことかすぐに思い出せない。

　今夜の舞踏会では大勢の人に会い言葉を交わしていた。その中でセドリックという名前の人物と言えば……。

「あ、あなたの従兄の！　そういえば、そんな名前だったね」

　黒髪の背の高い人だった。雰囲気がジルに似ていたから、じーっと見つめてしまった。

「なんだ、覚えていないのか？」

「覚えているわよ……その、昔の知り合いに似ていたから、目が離せなくなっただけよ」

「……昔の知り合い？　どういう関係の男なんだ？」

「どういうって……お、幼馴染よ」

　まさか寝台の上で「前の夫に似ていた」なんて言えない。

　ただでさえ、ランドルフは不機嫌そうに眉根を寄せている。見つめていたといっても、そんなに長い時間でもなかったのに。

　それさえも許せないと独占欲を見せたランドルフが可愛くなり、フィリアは彼の眉間に指を置いた。

「どうしてそんな顔をしているの？　あ、もしかして嫉妬とか？」

　からかうような口調で話すと、それさえも我慢できないとばかりにランドルフはフィリアを抱きしめた。

「俺だけを見ていてくれ。もう、この屋敷からフィリアを出したくない」

「そんなこと言って……本当にそんなことしたら、壁に穴を開けて抜け出しちゃうからね」

「……だめだ」

　ぐっと腕に力を込めた彼はフィリアを引き寄せた。広い寝台の中央で抱きしめたまま、離れようとしない。

「ん、わかってる」

　今は、この温もりの中にいたい。長い放浪の途中で止まった宿り木が心地いい。

　フィリアは身体の力を抜いて目を閉じた。今は何も、考えたくない。

　すりむいた傷跡が癒えて跡形もなくなっていくように、心についた傷も癒えたらいいのに。そう思わずにはいられなかった。




第五章




　それからフィリアはランドルフに教わり、「反錬成」の術を身につけるための訓練を始めた。フィリアに錬金術の基礎知識が足りないことを知る彼は、この際だからと理論も一から教え込もうとする。

　そんなことはいいから反錬成を練習させてと言っても、「基礎がなければ完成できない」と言われてしまう始末だ。

　ランドルフは直感的なラルフと違って、科学者のように理論を大切にする錬金術師だった。

「はぁ、フィリア。どうしてこんな簡単なことがわからないんだ……」

「だって。計算式なんて習っていないし……、微分回路とか係数とか言われても……わかんない」

　錬金工房の机で隣り合うように座りながら頭を抱えたランドルフは、自分の教え方がフィリアに合っていないのかと思い始めた。

「もしかするとフィリアは、俺のような理論型ではなくて、直感型に任せたほうがいいのかな」

「でも、その方は反錬成を知っているの？」

「ああ、セドリックは俺よりうまいくらいだ。彼の術はなんというか……芸術的なんだよな」

「そうなの？」

　フィリアは舞踏会で出会った黒髪の生真面目そうな男を思い出した。彼のほうが直感的で、ランドルフのほうが理論的というのが意外だった。

「でも、セドリックか……。この前もフィリアのことを聞いてきたんだよな」

「え？」

　どうやら、セドリックは聖女であったフィリアに興味が湧いたのか、また会いたいと言っているようだ。

「やっぱりセドは……ダメだな。俺が一緒でなければ、会ってはいけない」

「そんなこと言って、あなたの従兄でしょ？」

「……従兄だから、だ。あいつも優秀な錬金術師だ」

「それがどうしたの？」

「フィリアの気持ちがセドに向かったら……俺は勝てそうもない」

　ランドルフはフィリアの髪を手で梳きながら、額に唇を置いた。ちゅっと音をさせたあとで、こちらを窺うように覗き込んでくる。

　どうやら、この可愛らしい仕草で甘えてくる男は、自分がいまだに心をすべて明け渡していないことに気がついているようだ。

　ふふっと微笑み手を伸ばすと、ランドルフの鼻の頭をきゅっと摘まみ上げる。

「変なこと言ってると、もっと酷いことをするわよ？　お預けされたいの？」

　舞踏会の夜から、フィリアはもう何度も彼に組み敷かれている。客室から部屋を移し、毎晩ランドルフの隣で眠るようになった。

　結婚式こそしていないが証書にサインもしたので、もうすでにフィリアが正式な妻になったと認められている。

　にもかかわらず、いまだに夫となったランドルフは不安を持っているようだ。

（仕方がないよね……。私がここにいられるのも、反錬成を身につけるまでだから）

　そもそも、年を取ることのないフィリアは、一つのところに長く滞在できない。

　せいぜい、二年か三年だろう。別れるとわかっているのに、すべてを打ち明けることはできなかった。

　──ましてや、ランドルフの与えてくれる深愛に同じだけの愛を返すことも。

　妻の瞳の影に気がつかないふりをして、ランドルフは「わかった、降参だ」と両手を上げた。

「だから、今夜はフィリアが上になってくれ」

　いきなり刺激的な言葉を吐いた彼は、腕をフィリアの肩に回して抱き寄せると顔を近づけてくる。キスされると思ったフィリアは、口の上に手を置いて塞いだ。

「もうっ、ダメです！　今は勉強する時でしょ」

「……わかった」

　諦めたようにはーっと息を吐いた彼は、黒縁の眼鏡をかけ、分厚い本を開く。

「では、今日はここの理論から始めよう」

「う、うん」

　切り替えの早いランドルフは、眼鏡をかけると甘さがなくなり一気に雰囲気が固くなる。錬金術の研究者らしく、講義が始まると止まらない。

（眼鏡をかけると、知的でかっこいいんだよね……）

　半分上の空になりながら、フィリアは彼から一つひとつ錬金術を学んでいく。

　すると、突然小さな揺れが始まった。

「あ、また地震」

「……そうだな」

　ランドルフは周囲を見て、物が落ちてこないことを確認する。ここのところ、小さな地震が頻発していた。

　揺れが収まったところで、ランドルフは屋敷のほうが気になり一旦席を立つが、フィリアはそのまま工房にいて、勉強を続けていた。

　しばらくすると、彼は外出する姿で戻ってきた。

「フィリア、すまないが今日は自習に切り替えてもいいか？」

「急にどうしたの？」

「宮廷から呼び出しがあった」

「何かあったの？」

「……ああ。夜までには戻る」

　上着を持った彼は、フィリアの額にキスをすると慌てた様子で工房を飛び出していく。宮廷錬金術師だから、時折宮廷に行く必要があることは知っている。

　彼が国王と話をつけてくれたおかげで、聖女の調査は中止になったと聞いた。

　今やフィリアは、聖女であったことよりもランドルフの妻、ウェズリー家の錬金術師の奥方と認識され始めている。

　何より屋敷の中は快適だった。誰もフィリアを庶民だからと、バカにするような者はいない。誰しもが女主人として扱ってくれる。

（私なんて名家の奥様なんてガラじゃ、ないんだけどね。それにしても、急に呼び出されるなんて、なんだろう……）

　しばらくは平穏な日々が続くと思っていたフィリアは、危険はすぐ傍にあることに気がつかなかった。




「フィリア様、お客様がお越しですが、いかがいたしますか？」

「お客様？」

　執事がやってきて、来訪者があることを告げる。

　ランドルフが出かけている今、対応するのは妻であるフィリアだ。シルバーグレイの髪の色をした執事は、丁寧に説明した。

「はい、ランドルフ様の従兄でありますセドリック様です。フィリア様にお会いしたいとのことです」

「そうなの、教えてくれてありがとう」

　ランドルフからは、自分が一緒の時でなければセドリックに会うなと言われている。けれど、あの舞踏会の時に見つめられていた理由が知りたい。

　彼が自分を見ていたのは、ランドルフのような熱い恋情からではなく……まるで秘密を暴こうとする情熱だ。

「少しお待ちください、と声をかけてくださる？」

「はい。承知しました」

　フィリアは急いで工房から出ると自室に戻り、身なりを整える。

　工房に籠る時は汚れてもいいように、エプロンドレスを着ているけれど、さすがにこの姿で挨拶するわけにはいかない。

　薄紫色のデイドレスに着替えたフィリアは、鏡を見て髪を整えた。

（この色……ランドルフが好きって言ってくれた）

　彼はことあるごとに髪に触り口づける。よほどこの色がお気に入りなのだろう。最近は触れられることを意識して、手入れを欠かさない。

　嬉しいと思う一方で、本当の自分の姿とはかけ離れた今の姿を複雑に思ってしまう。賢者の石を取り込む前の自分は、こんな美しい髪ではなかった。けれど鏡を見ても、素朴な頃の自分をはっきりと思い出せない。

　ランドルフも、素の姿を見ればきっと、フィリアだと思えないだろう。

　そして関心を失うに違いない。彼が惚れたのは自分の容姿であって、フィリア自身ではないからだ。

（だめ、今はそんなことを考えている場合じゃないのに）

　客であるセドリックを待たせている。

　最後に身なりを整え、口紅を唇に馴染ませるように合わせた。階下にある客室に行くと、執事がノックをしたあとでゆっくりと扉を開ける。

「お待たせしました」

「いえ」

　明るい光の差し込む客室の窓辺に立っていたセドリックが振り向いた。

　今日は青いフロックコートを着ている。黒い髪を耳にかけた姿に、かつて恋をした幼馴染のジルを重ねて見てしまう。

　懐かしい。けれど──それだけだ。

　以前はジルを思い出すと胸が締めつけられるような痛みを覚えた。

　彼の幸せを考えて身を引いたけれど、中途半端に終わらせた恋は、フィリアの中でくすぶり続けていた。

　けれど今は……心が波立つことはない。

　ようやく思い出になった男の残像を見るように、フィリアは目を細めると声をかけた。

「どうぞ、こちらにお座りください」

「では、遠慮なく」

　セドリックはコツコツと靴音を立てながらフィリアに近づくと、ソファーに座る。向かい側に腰かけたフィリアの前に、侍女が用意していた紅茶が置かれた。

「あの、今ランドルフは出かけているのですが、私がお相手でよろしいのですか？」

「ああ、今日は君に用事があって来た」

「用事、ですか？」

　彼はにこりとも笑うことなく、フィリアの前に一つの薬瓶を置いた。それはフィリアがランドルフに代わって錬成した、仮死状態になるための薬だった。

「この薬品に覚えはあるか？」

「はい、これは彼のお手伝いをした際に錬成したものですが……それが何か？」

　もしかすると、何か問題があったのだろうか。

　確かに、この薬だけは薬効の確認ができていなかった。忙しさに紛れて見落としていたのだ。嫌な汗が背筋を流れていく。

「これは君だけで錬成したのか？　それともランドルフが？」

「私だけです。彼が……ランドルフがいない時に作りました。だから、問題があるなら私の責任です」

　フィリアは膝の上で手を握りしめる。きっと、何か事故があったから調査に来たのだろう。こうなるとランドルフのいない時でよかった。

　自分のせいで彼が責任を負うことになるなんて、──耐えられない。

「君だけで作ったことに、間違いはないんだな」

「……はい」

　固い顔をしたセドリックは、厳しい目をフィリアに向けた。

「君は……この薬の欠点を知っているか？」

「欠点ですか？　……いいえ。仮死状態にする薬ですよね。飲む量によって状態が続く時間を調整することができるものです」

「そうだな。仮死状態をどこまで擬態するのかが難しい薬だ」

　セドリックは立ち上がると、フィリアの座るところへ近づいた。

「そのため、仮死といっても生体反応は残る。だが……この薬を飲んだ者はそれが消えた」

「え、では亡くなってしまったのですか？」

「いや、そうではない。きっちりと予定された時刻に目を覚ますことができた」

「ああ！　よかった。てっきり事故が起ってしまったのかと思いました」

　セドリックはじっとフィリアを見つめながら、言葉を加える。

「この薬の効能がよすぎたことから……私が呼ばれ、反錬成を行い調べることになった」

「あ……反錬成で」

　フィリアはその薬を錬成した時のことを思い出した。確か、素材の一つが足りなくて、自分の中にある賢者の石の力を少しだけ注いだ記憶がある。

　まさか、それがばれてしまったのだろうか？

「そ、それで……何か、わかったのでしょうか」

「そのことだが」

　セドリックは会話を止めると、薬瓶を持ち上げてフィリアの目の前に掲げる。

「これを君の前で反錬成するから、立ち会って確認してほしい」

「あの、でもそれは……ランドルフのいる時ではダメでしょうか」

　素材が足りないことで、自分の力を嗅ぎつけられたのだろうか。

　どう反応したらいいのかわからず、とりあえず時間稼ぎにランドルフの名前を出す。

　けれど──。

「悪いが、私も時間があり余っているわけではない。今から錬金工房に一緒に行こう。ランドルフの工房なら、何度か入っているから検証するにはうってつけの場所だ」

「……わかりました」

　そう言われてしまうと、反論できない。彼が何を知っているのかも気になる。

　執事に工房に行くことを伝え、二人で園庭のほうへ歩いていく。

　セドリックは「これは宮廷における機密事項だ」と言ったため、ほかの人を工房に入れることは叶わなくなる。

　二人きりになることに一抹の不安を覚えるけれど、フィリアは工房の扉を開けて中に入った。彼も慣れているのか、錬金鍋のところへすたすたと歩いていく。

「では……始めることにしよう」

　セドリックは薬瓶の中身を錬金鍋に中に入れ手をかざした。彼も無詠唱で錬成できる錬金術師であった。

　薬液はぐつぐつと沸騰したかと思うと、次第に素材に分かれていく。粉末だった物質は、元の形を取り戻していった。

「すごい、ここまで戻してしまうなんて……」

　ランドルフは確か、セドリックのほうが反錬成の技術は高いと言っていたけれど、それは本当のようだ。

　感心して見ていると、セドリックは素材の一つひとつを確認していく。

「これはプーリンの実、そしてこれはエラの羽。そして……アニレ虫の雄の幼虫が足りない」

　フィリアはゴクリと唾を飲み込んだ。

　素材が足りないということは……術師は別の何かを代わりにして薬を錬成した。そのことに彼は気がついているのだろうか。

「フィリア殿。代替品が何か、心当たりは？」

「……いいえ、私にもわかりません」

　立ち尽くして、口をぎゅっと結んだ。

（どうしよう、もしかしてバレてしまったの？）

　けれど、単に素材が足りなかったのに薬品ができたことへの検証だろう。冷や汗を背中に垂らしながら、フィリアは震える手を押さえた。

　セドリックはフィリアの後ろに立つと、何かを確認するように彼女を見つめた。

「あの舞踏会の夜は、今の季節にしては暖かい夜だった」

「え、ええ」

「それなのに、君はあれだけ大量の雪を錬成した」

「……はい」

　あの時も確か、水を冷やすために石の力を使っていた。どうやらこの人は、賢者の石を引き出した時のことを、嗅ぎつけているのかもしれない。

　嫌な予感がする。

　以前も一度、錬金術師に自分が石を持っていることを知られ、酷い目にあった。

　なぜか今、その時のことを思い出した瞬間──。

「うっ」

　鋭い痛みが脇腹に走った。視線を落とすと後ろから短剣で刺され、身体を突き抜けた刃が見えた。途端に激痛が全身に走る。

「君が賢者の石を持つ女だな」

「はっ……ああっ……」

　がくりと膝をついたフィリアは唸り声を上げた。ドクドクと血が流れていく。

　そうだ、あの錬金術師にばれた時も、こうして殺されかけた。

「フリードルに記録が残っていた。紫の髪をして、耳の後ろに二つほくろを持つ美しい女。理論で説明のつかない錬金術を扱い、そして年を取ることのない身体。お前の記録は……五十年以上、若い姿のままだ」

　フリードル……そう、そんな名前の組織に狙われたこともあった。

　ずいぶん前のことだから、忘れかけていた。

　それにしても、痛い。どうしよう、このままでは意識を失ってしまう。

「どうやったら、お前の身体から賢者の石を取り出すことができるのか。やはり心臓を取り出せばいいのか？」

　膝をついたセドリックは、はぁはぁと浅い息をしたフィリアの目を覗き込んできた。その瞳の奥には、狂気としか思えない光が宿っている。

「知ら……ない……はん、錬成しか……」

「反錬成？」

　セドリックは脇腹を押さえ倒れたフィリアの身体に触れると、「そうか」と呟いた。

「お前は、……そうか、お前がラルフによって人体錬成された女だな」

「……そう」

「なるほど、それなら反錬成の術で石を取り出すことができるのか」

「……」

　セドリックは上着を脱ぐとシャツの腕をまくる。すると両腕に刻まれた錬金陣の模様が現れた。

「は、ははは！　わかったぞ、これで私のほうが優秀だと一族に証明できる！　もう、ランドルフが格上だとは言わせない」

　上気した顔で、両手をフィリアの肩に置いた。床はもう赤い色で染まりつつある。

「……レイ・ド……エレ・ミー……」

　セドリックは時間をかけて錬成文を唱え始めた。身体の中をまさぐられるような感覚が走る。脇腹から来る痛みと重なり、今にも意識が飛んでしまいそうになる。

　その時ドクン、と心臓を鷲掴みされたような衝撃が起こった。

「あっ、ああああああ！」

　かつてない痛みが身体を駆け巡る。この身がバラバラになってしまうかと思うほどの衝撃に、フィリアは全身を小刻みに震わせた。

　その刹那──。

　セドリックは驚愕して叫んだ。

「できない？　なぜだっ！」

　セドリックは反錬成に失敗したのか、顔を青白くさせている。フィリアは内臓に起きた痛みに意識を失いかけ、床に倒れ込んでしまう。

　すると扉が乱暴に開かれ、誰かが工房の中に走ってくる足音がした。

「フィリア！」

　工房に飛び込んできたのは、宮廷から慌てて帰ってきたばかりのランドルフだった。

「セド！　お前……フィリアに何をした！」

「くそっ、あと少しなのに」

　ランドルフは血を流して倒れるフィリアを見ると、すぐに駆け寄っていく。

　痛みのあまりに「ううっ」と呻くと、ランドルフは悲痛な顔をした。

「フィリア、フィリア……ああ、どうして」

　脇腹から流れる血を見たランドルフは、それを止めようとして手をかざす。

「だい、じょうぶ。……私、……」

　意識が朦朧とする。でも、この痛みも傷も、時間が経てばすべて癒える。

　そのことを伝えたいけれど、何も知らないランドルフは信じないだろう。心配をかけるだけだ。

「フィリア……」

　顔を歪めたランドルフに、セドリックが追い打ちをかけるように叫んだ。

「ランドルフ！　その女は不老不死なんだぞ、そんな傷ぐらいで死ぬことはない！　目を覚ますんだ」

「どうして、こんなことを……セドリック！　フィリアは俺の妻だぞ！」

　叫ぶランドルフの顔を見て、セドリックは不敵に笑い始めた。

「セドッ、答えろ！　これはお前の仕業なのか？」

「ランドルフ、あと少しだ。あと少しでその女から、賢者の石を取り出すことができる。私にやらせるんだ」

「セド……お前、何を言っているんだ……賢者の石って」

「お前もわかっているだろう、その女が見かけどおりの年齢ではないことを」

「……」

　ランドルフはサッと表情を消した。否定しないということは、疑っていたのだろう。

「くっ、くくっ、……ランドルフ。賢者の石を持ちながらも力を引き出せない女を好きになるとは……やはりお前はウェズリーの当主には相応しくない。賢者の石を手に入れれば……私こそがその力を使うのに相応しい！」

　セドリックはふたたびフィリアを切り裂こうとして、鈍い銀色をした刃を両手に錬成した。

「セド！　お前！」

　手を伸ばしたランドルフは光の粒を錬成すると、セドリックの顔を狙いヒュンっと飛ばす。

「ぐぁあっ」

　光の粒が身体中に当たり悲痛な叫び声を上げた彼は、左目を手で覆いながら項垂れるように膝をついた。

「は、ははっ、今頃になって私に本気で歯向かうのか？　お前は……小さな頃から私の邪魔ばかりをして！」

　叫んだ途端、セドリックは錬成した銀色の光の刃をランドルフめがけて投げる。すんでのところで避けたランドルフは、ふたたび光を錬成しようと手を上げた。

「同じ攻撃が何度も効くと思うなよ」

　セドリックはそう言った途端、小さな銀の刃を錬成するとふたたびランドルフに投げつけた。ヒュンヒュンと風を切り、刃が彼を切り裂くために迫りくる。

「それはこっちのセリフだ！」

　ランドルフは床に手をつけ、防護壁を錬成した。カツン、カツンと刃は壁に当たり落ちていくと同時に、壁もガラガラと音を立てて崩れ落ちていく。

「覚悟しろっ」

　壁が崩れると、床を這っていく波が小山を作るように現れ、セドリックに向かい走っていく。だが、その波が彼に到達する前にセドリックは手を掲げ、壁を錬成した。

　波と壁が衝突し、ドオンと大きな音を立て、砂埃が舞った。

「セドッ」

　ランドルフは目をすがめ彼を探すが、セドリックは姿を消したあとだった。

　服に素材を仕込んでいたのだろう。一瞬の隙を逃さず認識阻害の効果のある膜を錬成し、姿を隠したようだ。

　ぜぇ、ぜぇとランドルフは肩で息をして周囲を窺うけれど、工房は一気に静まり足音さえしない。

　ランドルフは床に横たわるフィリアを見た。今すぐセドリックを追いかければ間に合うかもしれないが、瀕死の状態の彼女を置いていくことはできないと判断する。

「くそっ」

　舌打ちをすると立ち上がり、目を閉じているフィリアの傍に駆け寄り跪く。

　唇の色を失くした彼女を見ると、ランドルフは身を切られるような痛みを覚え、その場に項垂れた。

「フィリア……逝かないでくれ」

　懇願する男の声を聞きながら、カクンと力が抜けフィリアは意識を手放した。




　まぶたが重い。ずんと沈むような重さを感じながら、フィリアは目を開けた。

（あれ……）

　一瞬、自分がどこにいるのかわからなかった。身体に鈍い痛みを感じる。セドリックに錬金工房で刺されたことを思い出した途端、ズキンと傷が疼き熱くなった。

　賢者の石はフィリアに作用し、不老不死に近い身体に作り変えたけれど、痛みがなくなるわけではない。

「フィリア、気がついたのか？」

　寝台の近くに座るランドルフの声が聞こえる。ずっと傍にいたのか、髪が乱れどことなく顔色も悪い。

「私、また、死ねなかったのね」

「まだ、傷が塞がったばかりだから、休んでいろ」

「……そう」

　声をかけ目を閉じる。これまでも怪我をした時は、寝ながら一人でやり過ごしてきた。

　そう思っていたところで額に手を置かれ、撫でられる。ランドルフが珍しく手袋を外している。何かを探るような手の感触に、ああ、やはり彼も錬金術師なんだと思い至る。

（このまま、石を取り出してくれるのかな……）

　錬金術師にとって、喉から手が出るほどほしいであろう賢者の石。フィリアの命に比べれば、はるかに石のほうが重要だ。

　ランドルフも、石の魅力に取りつかれてしまうのだろうか。そして、自分の身体から賢者の石を取り出してくれるだろうか──。

　朦朧とする中で、意識を落としていく。

（それも……いいかもしれない……）

　フィリアはまどろみ始めるとふたたびまぶたを閉じた。規則正しい寝息が聞こえてきても、ランドルフは額を手に置いたままだった。




　フィリアは三日後に目覚めると、医師も驚くほどのスピードで回復していった。

　ひと月は寝台から起き上がれないと思われていたが、十日も経つと自分で食事を取れるようになる。

「ほら、フィリア。口を開けて」

「……自分で食べられます」

「いいから、この俺が食べさせているんだぞ、ありがたいと思え」

「もうっ」

　頼んでもいないのに、と思いつつ口を開ける。にこやかな顔をしたランドルフが、柔らかく煮込んだ肉をスプーンですくい、口元まで運んでくれた。

「フィリア、たくさん食べるんだ」

「……うん」

　ランドルフの態度は、フィリアが倒れる前と変わらない。もうすでに、彼はフィリアの秘密を知っているはずなのに、そのことに触れることはなかった。

　今も、こちらの体調を気にして甲斐甲斐しく世話をしてくれている。フィリアが大切で仕方がない、と彼の全身が伝えてきた。

　お腹いっぱいになるまで食べさせられて、フィリアは「もう無理だよ」とランドルフに訴える。

「まだ、これだけしか食べていないぞ」

「十分、食べたよ。ランドルフは？　まだ食べていないんでしょ？」

「俺のことは気にしなくても大丈夫だ」

「そんなこと言って……あなたも食べないと」

　口には出さないけれど、セドリックの裏切りともいえる凶行に心を痛めているのだろう。少し痩せて、頬がこけたように見える。

　フィリアの世話をすることで、気持ちを紛らわせているようだ。

　ランドルフは短くため息を吐いた。翳かげりのある顔をしていることに、本人も気がついていない。

　セドリックは以前からフリードルの危険思想に触れ、感化されたという。

　でも、裏切り行為を行うまでに狂わせたのは、賢者の石を持つフィリアが身近にいたからだ。

　このまま、何も知らないふりをして過ごすことはできない。

「ね、ランドルフ。大事な話があるの」

「……君の身体のことか？」

「ええ、もう気がついているんでしょ？　私が……私が賢者の石を持っていること」

「……」

　ランドルフは食事を載せたトレーをテーブルに置き、寝台で上半身を起こしたフィリアの近くに腰かけた。

　そして腕を伸ばしてフィリアの頭を胸元に抱き込むと、頭上から声をかける。

「君が言いたくなければ……何も言わなくてもいい」

「それは……ダメよ。大事なことなの」

　フィリアは彼の厚い胸板に額をつけながら、ふぅと浅い息を吐く。そして覚悟を決めて頭を上げた。

　ランドルフの紺碧の瞳をじっと見つめる。

「私、ラルフに人体錬成をされて、賢者の石を身体の中に取り込んでいるの」

「……」

「だから、姿は変わらなくて……もう、多分百年くらい生きている」

「百年も」

「そう、それに私の師匠はラルフ。あなたの曽祖父なの」

「やはり……そうだったか」

　ランドルフは片手を額に当てると、目を閉じた。そして──。

「葬儀の日に出会った俺の初恋の女性は……フィリア、君だったのか？」

「そう、なの。まだ、少年だったあなたに……傘を渡した記憶があるわ」

「本当に君だったのか」

　ランドルフは顔をくしゃりとさせると、目を潤ませながら「フィリア」と小さく呟く。

「俺、絶対に無理だと思っていたけど、探し出せたんだな」

「あの、ランドルフ？」

「会えて……嬉しいよ、フィリア」

　声を震わせた彼は、今度はフィリアの肩に頭を乗せ、頭頂部に優しく手を置いた。抱きしめるのは、傷に障るからと遠慮しているのだろう。

「私……こんな姿だけど若くないのよ？　あなたのひいおばあちゃんの年齢なのよ？　それなのにこんな姿で……私のこと、化け物だと思わないの？」

「は？　化け物？　どうしてそんなことを。こんなにもフィリアは美しいのに」

　まっすぐに見つめてくる彼の瞳に、嘘はないのだろう。これまでと変わらず愛情を示してくれるランドルフの態度に、嬉しさが込み上げてくる。

「あ、ありがとう……私……本当に、嬉しい」

　眦から輝く粒が落ちていく。

　自分の秘密を明かしても、ランドルフは動揺もしない。今は、そのことが心に沁しみてくる。老いることのない肉体のことを知りながらも、変わらない人に出会えた。

　彼の行動のすべてが、フィリアの固い氷のように頑なだった心を溶かしていく。

　ランドルフの手のひらから与えられる熱が、フィリアを慰めていた。

「これからのこと、話さないとな……」

「うん」

「俺は……いや、フィリアはどうしたい？」

　はっと顔を上げてランドルフを見上げると、碧い瞳の奥が揺れている。

　それでも、自分の気持ちをはっきり伝えようとフィリアは口を開いた。

「私は、賢者の石をこの身体から取り除いてほしいってことしか、考えていなくて」

「そうか……」

　眉尻を下げた彼は、「少し、教えてほしい」と言いフィリアを見つめた。

「賢者の石は、元々はフィリアの父上が持っていたのか？」

「そう、貴重な石だからって、宝物庫の奥に保管されていたの。多分、誰もこれが賢者の石だと知らなかったのだと思う。それを、旅先で立ち寄ったラルフが見つけて」

　フィリアは当時のことを説明する。ラルフの素材集めを手伝ったことも。その時にコリスの大群に襲われ、大けがを負ったことも。

「そうか、それで大じいを庇った君が傷を負い、助けられた」

「ええ。人体錬成でしか、私を生かすことができなかったって。けど……」

　あの時死んでいたほうがよほど、幸せだったのかもしれない。そう思えるほど、生き返ったあとは暗黒の中を歩いているようだった。

　俯いてしまうと、ランドルフがそっと手を頬に寄せてくる。

「フィリア、辛かったな。よく、頑張ってきた。ここまで……一人で大変だっただろう？」

「……うん」

　いけない、また涙が出そうになる。

（私、こんなに弱くないはずなのに……。これまでも、一人でなんでもしてきたのに）

「これからは、俺がついている。二人で、解決策を考えよう」

「……うん」

「フィリアから賢者の石を取り出したら、君の身体はどうなる？」

「っ、それは」

　そのことを伝えてもいいのだろうか。死ぬ可能性があると言えば、ランドルフは決してその手段を取らないのではないか。

　そんな不安が胸をよぎる。それでも、彼には思っていることを正直に話したほうがいいと、これまでの経験から判断した。

「身体は素の姿に戻るのか……百年の年をすぐに刻むのか、私にはわからない」

「……」

　ランドルフは口を固く閉じた。

　フィリアの言わんとすることがわかったのだろう、賢者の石を取り除けば、肉体が滅びる可能性があることを。

「でも、もう……終わらせたいの。そのために、反錬成の術を身につけたくて。あなたを利用して……」

「いい、もういい、フィリア」

「ダメよ、ランドルフ。私はあなたから教えてもらいたくて、それで……結婚しようって言われて頷いたのよ」

　突然の求婚で驚いたけど、騙してでも賢者の石を取り除きたかった。たとえそれが、死を意味するとしても。

「今も……そう思っているのか？　俺を利用しているだけなのか？」

「それは……そうじゃないわ」

　フィリアは頭を左右に振って否定した。彼のことを……ランドルフを特別に想っている。

「フィリア……俺は君と一緒にいたい。君と人生を共に歩いていきたいと思っている」

「ランドルフ」

　彼はフィリアの頭を自身の胸元へ抱え込んだ。けれど肩が震えている。まるで小さな子どものように、縋るようにランドルフは腕に力を入れて抱き寄せた。

「俺にはもう……フィリアしかいない。君しか俺を、幸せにできない」

「……」

　情熱的な言葉を聞くほど、彼の脆もろさを感じてしまう。

　セドリックの裏切り、そして彼を攻撃してしまった事実。傷ついたランドルフは、フィリアの存在で心の隙間を埋めようとしている。

　長年生きてきたフィリアは、熱い言葉を聞けば聞くほど、冷静になっていく。

　それでもどうして心が震えるのか、まだ結論を出すことができずにいた。







第六章




　しばらくして、身体が回復したフィリアはまた錬金工房に籠るようになる。一日でも早く反錬成の術を身につけようと、ランドルフから課された課題に取り組んでいく。

　あれ以来セドリックの姿を見かける者はいなかった。

　本来であればフィリアを殺害しようとした罪で裁かれるべきだが、ウェズリー家の若き錬金術師が罪を犯したとなると、王家への信頼が損なわれる。

　さらに、彼は潜入調査をしていたフリードルの思想を強く受けていた。そうなると調査を命じた宮廷の監督責任でもある。

　フィリアの身体も回復しているため、今回は秘密裡りに処理されることになった。

　ランドルフは、妻を襲われた被害者でありながら、ウェズリー家の錬金術師としてセドリックの抜けた穴を埋めるために奔走している。

　あれ以来、賢者の石をどうするかについて二人で話したことはない。怪我が治るまでと思っていた客室で、フィリアはずっと寝起きしていた。

　──夫婦といいながらも、一日の中で顔を合わせることも少なくなっている。

（やっぱり……このまま、なのかな）

　怪我をして意識を失い、目覚めた直後は態度の変わらなかったランドルフも、時間が経つにつれ現実感が増したのだろう。

　不老不死のフィリアが妻なんて、本当に笑えない。

　恋が始まる時は恋情を感じても、一時の情熱はいつか過ぎ去ってしまう。その時にまだ、彼の中にフィリアを愛する気持ちが残っているのかは……わからない。

（それでも、彼はまだ若いから。いくらでもやり直しが利くわ）

　国王の認めてくれた結婚だけど、反錬成を身につけたらここを出ていこう。

　そして自分の身体から賢者の石を取り出したら、海の底か森の奥か、どこか人に見つからないところに隠してしまえばいい。

　それが無理な身体だったら……命がなくなってしまったら、あとのことはランドルフに任せてもいいだろうか。

　彼なら、きっと悪いようには使わない。世の理を超えた存在を、ランドルフはどこか嫌っている節がある。科学者として許せないのだろう。

　だから、今の状態をフィリアは早く終わらせようと努力した。反錬成の方法の書かれた本を屋敷の図書室で見つけて以来、首ったけになって読んでいる。

　迷いを消し去りたくてフィリアは……その本に書かれていた錬金陣を紙に写し取った。




　いつものように食堂に行くと、朝に姿を見かけなかったランドルフがいる。最近忙しくしている彼は、夜も遅くまで帰ってこない日が続いていた。

「フィリア、身体の調子はどう？」

「もうすっかりよくなったわ。傷跡も残っていないから、安心して」

　にこりと微笑みを返すけれど、ランドルフは朝であるにもかかわらず疲れきった顔をしている。

「あなたのほうが、調子が悪そうだけど……忙しいの？」

「ああ、セドが抜けた穴を埋めないといけないからな。……セドは、すごい奴だったんだよ。俺が研究に打ち込みやすいように、ウェズリー家の仕事の大部分を引き受けてくれて」

　ふっとランドルフは顔を曇らせた。

　フィリアを襲った相手であっても、セドリックは長い間、それこそ兄弟のようにランドルフの一番身近にいた人だ。今でも彼を慕う気持ちがあるのだろう。

「……私に手伝えるようなことがあれば、教えてね」

「いや、セドは反錬成の名手だったから、どうしても鑑定仕事が多い。俺か、父でなければ対応できないんだ」

「反錬成で、鑑定？」

　パンを手に取りながら、ランドルフは簡単に説明をしてくれた。

　錬金術師の中には、規律に違反して本物にそっくりな金を錬成する者がいる。そうしてできた偽物の金貨が流通すると、インフレが起こり経済が疲弊する。

　それを防ぐために、ウェズリー家の錬金術師は国家の番人として鑑定し、それが偽物であれば反錬成を行い分解する。

「俺たちがその役割を担っているのは、機密事項なんだ。あくどい奴はどこにでもいるから、万一ウェズリー家が鑑定を行っていることが明らかになれば、命を狙われる」

「だから、ウェズリー家は王家からの信頼も厚いのね」

「……まぁな。だが、俺はこの術はもっと広めたほうがいいと思っているんだ」

「反錬成を？」

「ああ、今はウェズリー家の者でしか扱えないが……。もっと簡単に調べられるような器具を錬成して、広めることができれば、偽金貨も宝石も流通しない。監視の目は、もっと多いほうがいい」

　ランドルフは自分が当主になった暁には、ウェズリーを変えると言った。そのための開発に時間を割きたいのに、宮廷からの依頼を請け負っていると時間が足りない。

「すまないな……。フィリア、君を一人にして」

「ううん、大丈夫。なんとか形だけでも本を見てやってみるから」

「そうか」

　反錬成を学ぶうちに、この術の難しさもだんだんとわかってきた。身体から石を取り除く場合、人体錬成の術が完成して初めて、その反錬成を行使できるようになる。

　自ら学んで、自分の身体を反錬成すればいいと思っていたけれど──。

（どうやら、私がその域まで達成するには時間がかかりそうね）

　ランドルフがつきっきりで教えてくれたら、できるかもしれない。

　でも、セドリックのいない今、ウェズリー家でしか対応できない仕事を彼が担っているため、これ以上わがままは言えない。

　それに忙しいと言いながらも、ランドルフはウェズリー家に課せられた使命に誇りを持っている。もっと、自分に頼ってほしいと思いながらも、未熟なフィリアでは即戦力にはなりそうもない。

「行ってくる」

　食事を終えたランドルフは、立ち上がって玄関に向かっていく。同じタイミングでフィリアも席を立つと、彼を見送るために玄関先まで後ろをついていった。

　外は朝の眩しい光に満ちている。玄関で馬車を待つ彼は、日の光を受けるフィリアを見ると一瞬眩しそうに目を細めた。

「ランドルフ、無理しないでね」

「……大丈夫だ。落ち着いたら、またゆっくり話そう」

　ランドルフは素早く馬車に乗ると、扉を閉める。カタカタと音を立てて走り出していくのを見ながら、フィリアは姿が消えるまでその場に立っていた。




　コンコン、と扉を叩く音がする。もう夜も更けて侍女も下がっているのに、誰だろう。白いナイトウェアの上に紫のガウンを羽織る。フィリアが扉を開けた先には、ランドルフが立っていた。

　夜遅くにもかかわらずやってきた彼は、外出着のままだった。

「ランドルフ、どうしたの？」

「……セドリックが見つかった」

　フィリアは目を見張り息を呑んだ。彼の動向がわからず、ふたたび襲われる危険性があるため、フィリアは外出もできずにいる。

　そのセドリックが見つかったのであれば朗報だ。

「どこにいたの？」

「……フリードルのメンバーと一緒にいたようだ」

「そんなっ」

　考えられる潜伏先の中で、最悪のものだった。

　フリードルは賢者の石を狙う狂気の集団だ。彼らの目的は永遠の命を持つことか、国家転覆なのか。どちらにしても危険思想を持つ秘密結社であることに変わりはない。

　ランドルフを部屋に招き入れた途端、彼はフィリアの腕を引いてソファーに座らせた。

「フィリア、俺と一緒に隣国に行こう」

「え、ちょっと、急にどうしたの？」

　思い詰めたような顔をした彼は、フィリアの両手を握りしめる。

「フリードルはフィリアのことを諦めない。君の……君の中にある賢者の石を狙っている」

「それは、昔からよ。以前にも襲われたことがあったわ」

「それで記録が残っていたのか。セドリックがフィリアの秘密にたどり着いたのは、そのためか」

「でも、それと隣国に行くことと、何が関係しているの？」

　ランドルフは俯きながら、絞るように声を出した。

「やりたいことがあるんだ」

「……やりたいことって？」

「永遠に眠り続ける装置を、開発して錬成したい」

　なんのために、とは聞けなかった。ランドルフは自分のためを思っているのだと、理屈でなくわかる。

「でも、あなたにはウェズリー家を守っていく役目があるんでしょ」

「俺のわがままだって、わかっている。けど……もう、フィリアが苦しむことのないように……これからの俺の人生のすべてをかけて、錬成する」

「そんなこと」

「俺なら、できるはずだ。時間はかかると思う。だが、それがあれば、俺が息を引き取る前にフィリアを眠らせられる。そして、子孫に伝えるんだ。人体錬成の反錬成ができる者だけが、賢者の石を手に入れることができる。って」

「ランドルフ、あなた……そこまで」

「賢者の石が手に入ると思えば、子孫のうちの誰かが完成させるだろう」

　ランドルフは手をぎゅっと握りしめると、顔を近づけ畳みかけるように話しかけた。

「フィリア……一緒に生きよう。ずっと若い姿のままではなくて、少しずつしわを増やそう。一緒に年を取っていると見えるように肌を錬成するんだ。二人一緒なら、フィリアとならできる」

「まさか、この顔を？　錬成するの？」

「以前、髪でもやっただろう？　だから、できるはずだ」

　さすがにフィリアも驚きを隠せない。ランドルフがまさか、そこまで考えているとは思いもしなかった。

「でも、だからってなぜ隣国なの？」

「俺のことも、フィリアのことも誰も知らない土地に行こう。フリードルも、何も心配のないところで、ひっそりと暮らすんだ」

「ランドルフ」

　彼はウェズリー家の次期当主と目されている。セドリックがいなくなった今、ランドルフ以上の人材はさすがにいない。そんな人が、すべてを捨てて隣国に渡ることになれば、ウェズリー家のみならず王国にも打撃になる。

　偽の金貨が流通し、万一物価の値上がりが起これば影響は大きい。

　自分自身がいかに重要な存在か、わからない彼ではないはずだ。──何かが、彼を追い詰めている。

　それに、二人で暮らそうと言うけれど、フィリアは大切なことをランドルフに伝えていなかった。

「私ね、身体の時が止まっているの。だから……あなたの赤ちゃんを産むことができない」

「子どもなんて……大丈夫だ。いなくてもなんとかなる」

「でも」

　国王も言っていた。ランドルフの子孫がウェズリー家を引き継いでいくことを。それも彼に課された重要な役割だということを。

「フィリア。俺は子どもを孕ませるために、身体を繋げているんじゃない。君を愛しているからだ」

「でも……私が不老不死だってわかってから触れてこないのは、やっぱり」

　──私が化け物だから、気持ち悪いからでは、ないの？

　最後まで言えなかったけれど、ランドルフはフィリアが吞み込んだ言葉を読み取ったのだろう。「違う」と短く否定した彼は、眉をへにゃりと曲げてフィリアを見つめた。

「君にはまだ、負担だと思ったからだ」

「でも、傷痕ももう残っていないのよ」

　セドリックに刺された傷はもう完治している。通常であれば三カ月もかかると聞いたけれど、フィリアには十日もあれば十分だった。

　言葉で言ってもランドルフは信じないだろう。そう思い、フィリアはローブを脱ぐと、ナイトウェアの上衣の裾を持ち上げて脇腹を見せる。

　彼は片手を上げると光を錬成し、明かりを強めた。

　フィリアの白く柔らかな肌が浮かび上がるように照らし出される。傷跡も消えた、滑らかな肌だ。

　手を伸ばしたランドルフは、刺された箇所をゆっくりと撫でた。凹凸も何もない、吸いつくような肌の感触に、彼はごくりと喉ぼとけを上下させる。

「今夜は、この部屋で寝てもいいか？」

「いいけど、疲れているなら自分の部屋のほうがいいんじゃない？」

「いや、ここがいい」

　本当に傷痕がないことを確認した手は、腹から徐々に上がっていく。動きをいやらしくした手が、フィリアの豊満な胸をするりと撫でた。

「何もつけていないのか？」

「もう、夜だったから……寝るだけだと、思ったの」

　上衣を取られ、乳房を露わにする。久しぶりに夜の空気に触れた双丘が、ふるりと震えた。空中に浮かんでいる光が、フィリアの美しい肌を余すところなく照らしている。

「……綺麗だ」

　ランドルフの視線が熱くなっている。もう、何度も彼に見られているのに、舐めるように見つめられフィリアは慄おののいた。

「私が……怖くないの？」

「怖い？　どうして」

「だって、こんな身体」

　肌が衰えを知らず美しいままなのも、傷痕が残らないのも、すべて賢者の石が作用しているからだ。不老不死の肉体を前に、恐れ離れていく人ばかりだったのに。

「綺麗だ。フィリアの身体のどこが怖いのか、俺にはわからないよ」

　ランドルフはゆっくりと顔を近づけ、甘やかな吐息を吐きながらフィリアに口づけた。両手で乳房をすくうように揉み上げると、固くしこった先端をコリコリと摘まむ。

　ゆっくりと灯った熱情のまま、二人は唇を重ねた。もう、触れてもいいと知ったランドルフの手に、遠慮など残っていない。

「触れると壊れそうなのに……フィリアは強いんだな」

「あっ、ん、ふぅっ」

　嬲るように舌がうごめく。歯列を舐め、頬の裏側の柔らかい部分に触れ、こちらの舌に絡ませてくる。くちゅりと唇と重ね合わせた。

　久しぶりのキスに、フィリアの奥に眠っていた官能が少しずつ目を覚ます。

　音を立てて触れていた唇が離れていく。熱がなくなるのを寂しいと思いながら、フィリアは瞳を潤ませてランドルフを見上げた。

「フィリア……いいんだな？」

「……うん」

　小さく頷いた途端、ランドルフはふたたび唇を重ね始める。食べられるかと思うほどの激しさで、彼は貪るように口内に舌を突き入れ、またフィリアの舌を吸い上げた。

「んんっ、……ふぅっ……んっ、んんっ」

　久しぶりに受け止める彼の劣情が──熱い。

　フィリアはランドルフの腕にある服をギュッと握りしめると、両胸を鷲掴みしていた手が一瞬止まる。

「痛かったか？」

「ううん、違うの。ただ……もっと触ってほしいの」

　ランドルフは「んぐっ」と喉を鳴らしたあと、「はーっ」と長い息を吐いた。

「フィリア、寝台に行こう。君をもっと可愛がりたい」

「でも、ランドルフは疲れていないの？」

「君に触れたくて仕方のない男に、触ってなんて言ったのは誰だ？」

「……私」

　恥ずかしさに俯きそうになると、ランドルフは目を猫のように細めてふっと微笑んだ。

「久しぶりだから……少し激しくしても、大丈夫か？」

「う……うん」

　頬を赤く染めたフィリアに、ランドルフはふたたび口づけた。




「あっ、はぁっ……っ、んんっ、……っ、あっ、もうっ、はげしっ」

「まだ、まだだっ、……フィリアッ」

　寝台の上に四つん這いになり、腰骨を両手で持たれ、後ろから突き上げられている。部屋には肉と肉のぶつかり合う音が響いていた。

　激しくすると言われたとおり、さっきから大きく揺さぶられている。実を結ぶことのない胎がいっぱいになるほど吐精され、それらが中から溢れて垂れ落ちてもランドルフは何度も注ぎ込む。

「も、もうっ……イッちゃ、……イっちゃうっ」

　猛獣に抱かれているようだ。雄の匂いを充満させ、荒い息をしている。

　普段は物音一つしない部屋に、パンッ、パンッと乾いた音と共に、ぐちゅ、ぐちゅっと蜜と精の絡まり合う音が響いている。

　もう、フィリアにランドルフを止めることはできなかった。

（なんで……っ、こんな、激しいのっ？）

　──フィリアを繋ぎとめるには、これしかない。

　まるでランドルフの心の声が聞こえるような性交だ。彼は何度も「好きだ」と言いながら、時に乱暴な手つきでフィリアを抱く。

「イけよっ、フィリアッ、……俺でないとっ、……もうダメ、だよな？」

「うんっ、うんっ……っ」

　媚肉をかき分け、雄杭が入ってくる。子宮の入り口をぐりっと突いた拍子に、鋭い刺激が背筋を通って脳に届く。

　ランドルフは怒張した男根を引き抜くと、入り口の浅いところで一旦止めてぐりぐりと捏ねるような動きをする。同時にぷくりと膨らんだ突起に触れられ、フィリアは悶絶するように背中を反らせて顎を上げた。

「んん、んんっ──っ」

　まるで猫のような姿勢となって絶頂する。フィリアの善よがるところを把握しているランドルフは、全身を使って彼女の快感を引き出し、高めていく。

　ふっ、ふっと獣のような息遣いで腰と臀部でんぶに力を入れ、立膝になり熱杭を抽送する。フィリアはイってもなお止まらないで責め続けるランドルフに、翻弄されていた。

「ああ……フィリア、最高だ」

　ランドルフは恍惚とした顔をしながら腰を穿つ。男根を襞で包み絞り、絶頂の度にキュウッときつく締め上げると、彼は掠れたうめき声を出した。

「っ、ぐっ……っはっ、……まだ、だっ」

　フィリアは上半身を倒し、白く真新しいシーツに手を広げて掴む。顔を枕に埋もれるように沈め、息を逃すように顔を横に向けた。

（どうしてこんなっ……、あっ、イク）

「ああ、あっ、……っあ──っ」

　奥の深いところをぐりっと抉られ、エラが張り膨れ上がった先端で突かれる。潤うるおった膣内の媚肉を擦られ、フィリアは快感で頭がおかしくなりそうだった。

「好きだ……っ、好きだっ、フィリア……俺の、フィリアッ」

　身体の中心にランドルフを迎え、ギチギチに硬い雄を呑み込む。

「もっ、……っ、はっ、くそっ、……もう出るっ！」

　ガクガクガクッと腰を思いきり振り、フィリアの最奥に向けて熱を放出する。ドク、ドクッと男根が震え吐精されると、その熱が中に充満する。

「あっ……んぁあっ……っ、あ」

　フィリアの吐息に合わせ、ランドルフは長い時間をかけて身を震わせていた。

　すべて出しきったところで背中に倒れ込んでくる。彼の汗ばんだ筋肉が肌に触れ、耳元にはぁはぁと荒い息がかかる。

「……フィリア、愛してる」

　身体の中に彼の熱をいっぱい感じながら、フィリアは目を閉じた。




　翌朝フィリアが目を覚ますと、隣に寝ていたはずのランドルフはすでに外出したのか、いなくなっている。久しぶりに身体を重ねた疲れから、腰のあたりが重くて起き上がれない。

（なんか……夕べはすごかったな……）

　以前もそうだったが、ランドルフは時折容赦なくフィリアを抱いた。不安なことがあると求める度合いが強くなるのか、回数も増え時間も長くなる。

　昨夜は隣国に行こうと突然言われて驚いたけれど、きっとランドルフも先が見えなくて不安だったのだろう。

　これまで身近で彼を支えていたセドリックの裏切りも、言葉にこそ出さないが、心を痛めている原因なのは明らかだ。

　本当は、あの人セドリックが戻ってくるといいんだろうけど……。

　ほんの少し前までは確かにあった日常。それが一気にひっくり返り、被害者であるフィリアが許そうとも、もう戻すことはできない。

　フィリアは自分を刺した相手である彼を哀れと思う一方で、糾弾する気にはなれなかった。

　罪は罪として裁かれてほしい。でもそれ以上に、危険思想から離れてほしかった。

（不老不死に憧れるなんて……馬鹿げている）

　これまで何度も死にたいと思った。年を取りたいと思って生きてきた。その苦悩を彼はわかっているのだろうか。死にたくても死ねない苦悩を抱えるために、人を殺めてまで賢者の石を求めるなんて、理解できない。

　冷たくなったシーツに触れながら、フィリアはそっとため息をついた。




　朝起きてからしばらくして錬金工房に籠っていると、扉を叩く音がする。

「はーい」

　工房にはランドルフとフィリアしか入ることができない。セドリックに襲われて以来、ランドルフは慎重になり幾重にも防御するための仕かけを錬成していた。

　けれど「フィリア様」といつも世話をしてくれる侍女の声が聞こえたため、フィリアは入り口に近づき扉を開ける。

「どうしたの？」

　目の前にはナイフを首元に突きつけられ、震えている侍女の姿があった。黒ずくめの男たちに、フィリアはあっという間に取り囲まれてしまう。

　フィリアは浅く息を吐いた。今日はランドルフが遠方に出かけると昨夜言っていた。

　きっとこの時を狙っていたのだろう。

「侍女を離して。あなたたちの狙いは私なのでしょう？」

「……大人しくしろ」

「言われなくても、抵抗なんてしないわ」

　男たちは震えて怯える侍女を縛り上げると、次にフィリアの腕を取り、後ろ手で縛った。諦めたように素直に従うフィリアを、彼らは用意した馬車に押し込める。

（フリードル……なのかしら）

　秘密結社の彼らは謎が多い。けれど、フィリアの体内にある賢者の石を狙っていることは確かだ。セドリックが合流したとあれば、いつかこうした日が来るだろうとフィリアは覚悟を決めていた。

　フィリアは反錬成の術を学べば学ぶほど、難しさを実感していた。

　とてもではないが、自分で石を取り出せるとは思えない。ランドルフに頼んでも、フィリアを死なせたくない彼には無理だろう。だとすると──。

　反錬成を得意とするセドリックにしか、取り出せない。

（もう、これしかない）

　賢者の石を取り出すことは、フィリアの悲願だ。不本意な形で攫われてしまったけれど、抵抗する気にはなれなかった。

（それに、こうでもしないとランドルフはずっと……私に囚われてしまう）

　昨夜の様子を見るに、本来彼が担うべきウェズリーの仕事も放り出してしまいかねない。二人でひっそりと暮らそうだなんて、つねに自信に溢れている彼らしくない。

　──もう、離れる時なのだろう。

　ランドルフと別れることを思うと、胸が切り裂かれるように痛い。あの温もりの中に帰りたい。もう何も考えずに傍にいて、年老いていく彼に寄り添いたい。けれど──。

（それだと、きっと、彼は壊れてしまう……）

　賢者の石は世の理を超える力だ。その力を内在するフィリアがすぐ傍にいれば、理論を重要視しているランドルフはきっと、錬金術師としてのプライドを失ってしまうだろう。

　フィリアは手をぎゅっと握りしめる。

　普段から彼にもらった婚約指輪をはめていてよかった。これだけは最後まで身につけていたい。たとえ今後、賢者の石を取り出せずに生き続けても。長い時間の中で彼を忘れるかもしれないが、この指輪を見れば愛されたことは思い出せるだろう。

（ごめんなさい……ランドルフ）

　カラカラと音を立てて石畳の街を走る馬車の中で、フィリアは涙を出さないように必死になってこらえた。一度涙を流してしまうと、止められなくなる。小さな窓から見える街路樹の新緑が、目に眩しかった。




　フィリアを乗せた馬車は、郊外を抜けていく。

（ずいぶんと、山の中に入っていくのね）

　王都から少し離れたところにあるスレーイ山は、過去に何度も噴火したことのある活火山だ。最近は地震が頻発しているから、山に入ることは禁止されている。

　路面が悪くなるにしたがって、乗り心地も最悪なものとなる。ガタガタと揺れる馬車の中で、フィリアは酔わないように遠くの景色を見ることを心がけていた。

　すると──。

（え？　噴煙が上がっている？）

　スレーイ山の山頂から、白っぽい煙が上っていた。細い煙は、もしかすると誰かが山を焼いているだけかもしれないが、なにか嫌な予感がする。

　近づけばより一層、煙の正体が気になってくる。山の麓にある屋敷の前で馬車は止まり、フィリアは閉ざされた門の前で降ろされた。

「あの、この屋敷は？」

「黙ってついてくるんだ」

「……」

　まるで廃墟のような屋敷だ。かつては豪奢だった名残か、至るところに装飾彫りがされている。けれど、庭は荒れて草が生い茂り、人が住んでいる気配はなかった。

　地面に降り立ってしばらくすると、小さな揺れを感じる。まるで地中深くにあるマグマが暴れ出す寸前のようで恐ろしい。

　本当に、こんなところにセドリックがいるのだろうか。

　古い門はキィーッと音を立てて開いていく。その先には全身黒づくめの服を着た、フリードルの一員と思しき男が立っていた。

「さぁ、こっちへ来い」

「ここに、セドリック様がいるの？」

「……」

　男は答えることなく、フィリアを先導するように歩く。

　一歩足を中に踏み入れれば、床板が朽ちているのかところどころ小さな穴が開いているのがわかる。転ばないようにそーっと注意しながら先を進むと、男性はひと際大きな扉の前で足を止めた。

「この部屋に入るんだ」

　男は無表情のまま扉を開ける。ギィ、と軋むような音を立てて扉が開かれた。部屋は広く、大きな窓は庭に面している。正面にはスレーイ山の雄姿が広がっていた。

　中に入ろうとすると男に背中を押され、勢いで足がもつれてしまう。倒れかかったフィリアを抱き留めるように、横から腕が伸ばされた。

「待っていたよ。よく来てくれた」

　その声の主は、セドリックだった。

　彼は左目に黒い眼帯をつけ、まるで何事もなかったかのように微笑んでいる。左目はランドルフによって傷つけられたのだろう、残った右の黒目は昏く、濁っていた。

　かつて健康的だった肌は青白く、髪も梳いていないのか乱れている。黒いシャツに黒のトラウザーズと、ここまで案内してきた男性と同じ服装をしていた。無精ひげを生やし、目の下にくまを作っている。まるで、薬を使って何日も寝ていないような様子だ。

　セドリックに抱えられたフィリアは、彼の顔を見た瞬間、刺された時の痛みを思い出してしまった。

（どうしよう、怖い）

　本能が「また刺されてしまうのでは」と恐怖を抱いている。覚悟していたけれど、実際に目の前に彼を見ると動けなくなる。

「こんなに震えて……ああ、そうか。フィリア殿は私のことが怖いんだね」

「……」

　なんと答えていいのかわからず、フィリアは小さく頷くだけにとどめた。

「大丈夫だよ、と私が言っても、なんの保証もないか。だが、君は来てくれた。抵抗しないままここに来たのは、フィリア殿の意思だろう？」

「……どうして、私が抵抗しなかったと思うの？」

「抵抗したら、気絶させるように命じていたからね」

　緊張から、身体全体が強張ってしまう。不敵に微笑むセドリックが不気味だった。

「君にはこれを見てほしかったんだ。私が集中して作り上げた錬金陣だ」

　かつては踊るためのホールだったのか、天井の高い空間が広がる部屋の中央まで連れていかれる。進むとある地点から足が動かなくなり、ずん、と身体が重くなる。

　フィリアはそこに座り込んでしまった。

「なっ、何これ……」

「何って、君は今、私の作った錬金陣の中央にいる」

　セドリックは片膝を曲げて床に手をつくと、錬成文を唱え始めた。

　すると床一面に赤く光る円形の複雑な模様のついた、錬金陣が浮かび上がってくる。フィリアの身体の三倍もある大きさの陣だった。

「ひっ」

　恐ろしい、と思う間もなく錬金陣が自分の周りを取り囲む。どこかで見たようなこの錬金陣は──。

「これは……ラルフの錬金陣！」

　床にしゃがみ込んだまま、フィリアは叫んだ。賢人ラルフ、自分の錬金術の師匠であり、人体錬成を行った張本人だ。

「なぜこれが……」

「ほう、曽祖父の術を覚えていたか。君は……ラルフに身体を作り変えられたのだろう？　だったら反錬成も、彼の陣でなければできない。前回はそのことがわかっていなかった」

　セドリックは冷たい目をしながら淡々と言い放つ。彼はさらに力を出すために、腕に彫り込んである錬金陣を覆っていたシャツをまくり上げた。

「待って！　セドリック様、あなたに伝えたいことがあるの！」

「なんだ……辞世の句でも詠みたいのか？」

「そんなんじゃないわ。セドリック様、お願いだからウェズリー家に戻ってあげて。ランドルフは……今でもあなたを待っているの」

「そんなことか。君が気にすることじゃない」

「でも！」

　フィリアはギリ、と歯を噛みしめた。ここで死ぬことよりも、残していくランドルフが心配だった。

「それに、永遠の命なんて馬鹿げたことを考えるのはやめて。賢者の石は万能じゃない、できることに限りはあるの」

「ふん、そうであれば私の中に取り組んで実証すればいい。君のように、才能のない者が賢者の石の力を引き出せるはずがない」

「そうじゃなくて……死ねないのよ！」

　だんだんと身体に重力がかかり、座ることも困難になってくる。フィリアは床に寝そべった。

「君は何も考えないで、そこに横になっているんだ」

　セドリックがふたたび錬成文を唱え始めると、ずんと一気に圧力がかかり──フィリアは覚悟するように目を閉じた。
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　その頃、ランドルフはようやくフリードルの潜伏先の情報が手に入り、そこに向かっていた。王都から離れたスレーイ山の麓にある、誰も住んでいない廃墟の屋敷。

　そこから最近、光が漏れるようになったと報告があった。アジトが火山に近いのは、見つかりにくくするためだろう。

　事情を知っている宮廷騎士団の精鋭部隊と共に、馬を駆けて山道を登っていく。

（この先にセドリックがいるのか）

　長年、共に過ごしてきた兄弟のような男を、この手で捕えなければならない。いくら腕の立つ騎士であっても、錬金術師の繰り出す術を予測するのは難しい。

　セドリックが相手であれば、ランドルフにしかできないことだ。

　そんな苦悩に苛まれる中、フィリアの顔が脳裏に浮かぶ。昨夜、この手でフィリアの身体を組み敷いた。久しぶりに見た彼女の痴態に、我を忘れて激しくしてしまった。

（フィリア……待っていてくれ。これが終われば）

　彼女の前では弱音を吐きがちだ。媚薬を嗅いで情けない姿を見せたあとも、彼女の包み込むような態度は変わらなかった。

　あの時から、自分の中にはフィリアにしか見せることのできない姿がある。

　──二人だけで、静かに過ごせるところに逃げよう。

　愚かなことを口走っていた。ウェズリー家を預かる者として、この重責から逃げることなどできない。自分が選んだ道であり、天から与えられた才能もある。そのために幼い頃から教育され、努力してきた。

　それらすべてを、フィリアのためなら捨てることもできる。だが──。

（彼女は全然、嬉しそうじゃなかったな……）

　フィリアが不老不死であろうが、ただの町娘であろうが、もうランドルフにとってはどうでもいいことだ。ただ、彼女が悲しむことだけはしたくない。

　それを解決できる何かを、自分の手で与えたい。

　そのためには、まずフリードルの脅威を取り除かなくては。

　屋敷を目指す道の向こうにスレーイ山がくっきりと見える。すると、山頂から細い煙が上がっているのが確認され、一向は足を止める。

　ランドルフは隣にいる騎士団長に声をかけた。

「団長、あの煙はなんだ？」

「噴煙でしょうか。そのような報告はまだないのですが」

「スレーイ山が噴火する兆候なのか？」

　万一噴火が起こると、周囲一帯の被害は甚大なものとなる。最悪の場合は、街自体が潰れてしまうだろう。

「最近も地震が頻発していますし……その可能性もありえます」

「マズいな……」

　ランドルフは眉間にしわを寄せた。火山のエネルギーを変換させる、滅多に使うことのない錬金術を一瞬思い浮かべてしまう。

「団長、騎士を一人引き返させて、応援を呼んだほうがいいかもしれない。噴火する可能性もある」

「わかりました」

　大柄な騎士団長は馬の向きを変えると、若手の騎士に王都への連絡を急ぐように伝えた。今回は調査も兼ねて少数できているため、噴火が起これば対応できない。

「急ごう、何か嫌な予感がする」

「はっ」

　ランドルフは外套をはためかせながら、馬にムチを当てて駆け出した。
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（あ、……私……まだ、生きてる）

　薄目を開けたフィリアは、部屋の様子を見回した。起き上がろうとしたところで、ふたたび身体にぐんっと重力がかかる。

「やだ……これじゃ動けない」

　まるで磔はりつけにされた囚人のように、手足を広げて床に横になっている。

　錬金陣は赤く淡い光を放っていた。すぐにでも反錬成されると思っていたが、違うのだろうか。

「目が覚めたか」

「あっ」

　セドリックが錬金陣の端に立ち、腕を組んでフィリアを眺めている。実験を見つめる研究者のような顔をしていた。

「そのまま気を失っていればいいものを……もう、反錬成は始まっている。何か感じるか？」

「何って……身体が重いだけで。ほかには何も」

「そうか、おかしいな」

　顔を曇らせた彼は、錬金陣に手を置き錬成文を唱え始める。すると心臓を掴まれたような痛みが身体中に走った。

「あ、ああっ」

　ドクン、ドクンと血が流れるような痛みが増していく。

　苦しい──誰か、助けてほしい。

　声にならない悲鳴を上げた途端、バンっと扉が開く音がしたかと思うと、急いで向かってくる靴音がする。

　なんとかして扉のほうへ顔を向ければ、驚愕している男性と目が合った。

「フィリア！　なぜここに！」

　焦ったような声を出したのは──、駆けつけてきたランドルフだった。

　彼はセドリックの姿を見たのと同時に、両手を上げ光の輪を錬成する。ひと際輝く輪ができると、セドリックに向けて投げつけた。

「ぐあっ」

　錬金陣に手をついていたセドリックは避けることができず、その場で輪に締め上げられる。セドリックが逃げられなくなったのを確かめたランドルフは、床一面に描かれた錬金陣に目を留めた。

「なんだ……これは」

　呟くのと同時に、ランドルフは部屋に入ろうとした騎士たちを止めるため、腕を水平に出して制止した。

「団長、この部屋は俺が見ているから、ほかの部屋を捜索してくれ」

「だが」

「この俺がここにいる限り、奴は動けないから大丈夫だ。まだ気づかれていないうちに、フリードルの奴らを拘束したほうがいい」

　硬い表情のランドルフを見ると騎士団長は「わかりました」と言い、部屋から部下を引き連れて出ていった。

　ランドルフは手を下げると、倒れているセドリックを一瞥する。

「セドリック……お前」

「恨むなよ。攫いはしたが、彼女は抵抗しなかった」

「……くそっ」

　ランドルフは舌打ちをすると、ゆっくりと歩いて陣に近寄った。円と星形の模様でできた陣の中央まで来て、フィリアの隣に跪いて顔を覗き込む。

「フィリア……大丈夫か？」

「あ……私」

　ごめんなさい、と伝えようとしたところで建物の中でドンっと何かが爆破したような、大きな音がする。屋敷が震え、天井からパラパラと砂埃が舞う。

「くくくっ……始まったか」

　セドリックはにたりと笑った途端、拘束していた光の輪を瞬時に消し去った。

「セド！」

「俺に同じ術は通用しないと言ったはずだぞ、ランドルフ！」

　立ち上がったセドリックは、腕を前に出して鋭い銀の刃を両手で錬成する。無数の浮き上がった刃はランドルフめがけて飛んでくる。

　風を切る音がした瞬間、ランドルフは手のひらを前にして壁を錬成した。カツンと刃は壁に当たるが、衝撃で壁が崩れた。

　砂のようにパラパラと壁が崩れるのと同時に、今度はセドリックの放った銀の輪がランドルフを吹き飛ばす。

「うああぁっ」

　ドン、と嫌な音を立ててランドルフが壁に当たる。衝撃で骨が折れたような鈍い音が聞こえ、フィリアは叫び声を上げた。

「ランドルフ！　いやぁっ」

　壁がへこみ、ランドルフはその下にうずくまっている。顔を上げることもできず、項垂れていた。

「お前はいつでも甘いんだよ、最初の攻撃で私を仕留めなかったことを後悔するんだな」

　形勢は一気に逆転し、その場を支配するのはセドリックに変わった。

「お前はそこで、この女の願いが叶うのを見ているんだ」

　セドリックは両手を錬金陣について、錬成文の詠唱を再開した。

　同時にフィリアの心臓がドクンと強く鼓動して、今にも破裂しそうになる。

「ああっ」

　倒れたランドルフが心配だけど、そちらに顔を向ける力もない。身体を中から引きちぎられるような痛みに襲われる。

　セドリックは最後とばかりに額に汗を流し、腕に力を込めた。

「はぁああっ」

　叫び声と同時に錬金陣が赤い輝きを強める。

　だが、そこまでだった。フィリアは痛みを感じつつも、身体の変化を感じない。

「おかしい、なぜだ……なぜできない？」

　自問自答するようにセドリックが呟きながら、ふらふらと窓のほうへ歩いていく。

　フィリアは息を荒げつつも、目を閉じて自分の身体の中の石を確認した。

（やっぱり、まだある……。ということは、失敗したの？）

　それでも動くこともできず、腕に力も入らない。何もできない状況で、ひたすらランドルフの無事を願う。

（大丈夫よ、セドリックは彼に見ていろ、と言ったんだから。まだ、死んでないはず）

　顔を向けたくても、もう首を動かすことはできなかった。

（ランドルフ、お願い。生きていて）

　その瞬間、ドォォンとひと際大きな衝撃が起こり、窓が震えた。大きな地震と共に、轟音が鳴り響く。スレーイ山が噴火を始め、赤いマグマが山頂から吹き上がっていた。

（そんなっ！）

　バリンと窓ガラスが割れ、揺れと同時に天上にあるシャンデリアが落ちてくる。それらは大きな音を立てて床にぶつかった。

（ランドルフッ！）

　その時、フィリアの身体を押さえつけていた力がなくなった。

　咄嗟にランドルフを見ると、彼は手を前に出して壁を錬成していた。フィリアの上に落ちてきた天井の一部は、間一髪のところで壁に守られる。

　だが、同時にそれは砂になって崩れ落ちた。

　ランドルフがゆっくりと顔を上げ、鋭い視線でフィリアを見つめる。まだ小さな揺れが続く中、彼はふらりと立ち上がると腹を押さえながらフィリアに近づいた。

「フィリア」

　割れた窓ガラスのせいで額が切れて血が流れているが、大きな怪我はしていないようだ。むしろ先ほどの攻撃のダメージが強いのか、痛みをこらえながら脇腹を押さえている。

「ランドルフ……」

　フィリアは顔の向きを変えると、視線の先には天井から落ちた瓦礫の下敷きになり、血を流して倒れているセドリックがいた。

「ああ、セド」

　絶え間なく轟音が響く中、ランドルフはフィリアの無事を確かめたあとで、セドリックに近寄った。

「セドリック、どうしてお前……フリードルなんかに取り込まれたんだ」

「は……どうしてって」

「しゃべるな、もう……血が」

　鋭い瓦礫の破片がセドリックの脇腹を貫通している。それ以外にも、彼の身体のあちこちが赤く染まっていた。もう、助からないのは明らかだ。

　ランドルフは彼の傍に跪き、顔についた砂を取り払う。すると、死期を悟った様子のセドリックが小さな声で囁いた。

「ランドルフ、錬成文を間違えるな」

「……セド？　なんのことを言っているんだ？」

「反、錬成、だ」

　浅い息を吐きながら、セドリックは最後の力を振り絞ってランドルフに話しかけた。

「最後と、二番目は、……Ｒでなく、Ｌだ」

「Ｌって……大じいもよく間違えていたやつか」

「……そうだ」

　セドリックは腕を伸ばすと、錬金陣を指し示した。

「私の……術を、完成させて……賢者の石を……くれ」

「どうして、お前は！」

「お前も……私も……錬金術、師だ。完璧を……求めろ。諦めるな」

「セドリック！　だが、……それではフィリアはっ」

「はっ……妻の願いくらい……叶えて、やれ」

　もう、息をするのも苦しい様子になりながらも、セドリックは最後の力を振り絞ってランドルフに視線を向けた。

「お前にしか、……できない。ウェズリーの……次の、当主の……ランドルフ、……お前にしか、できない」

「セドッ！」

　言い終わると同時に、セドリックの体中の力が抜けた。

「セドッ、セドッ！　どうして……どうして最後に、俺を認めるんだ！　お前がいなければ、俺は……！　セド、ウェズリーはお前が継ぐって、言ったじゃないか！」

　ランドルフは歯を噛みしめるとなりふり構わず、セドリックをかき抱いた。

　その瞬間──。

　ドォォーーンッと地が震える。火山の墳石が近くまで飛んできて、ふたたび屋敷が揺れ始めた。

「フィリアッ」

　セドリックを床に横たえると、ランドルフはすぐにフィリアのもとへ駆け寄っていく。まだ十分に力の入らないフィリアは、横になって倒れたままだ。

「フィリアッ、フィリアッ！」

「ランドルフ、ね、お願い……、あなたなら、取り出せるのでしょう？」

「フィリア、何を……。何を言っているんだ」

　髪を振り乱し、悲痛な顔をしてランドルフが顔を左右に振った。

「お前まで……お前まで失えというのか」

「あなたなら、この石の力で火山を抑えることができる」

「な、……フィリア」

「賢者の石の力で、マグマを止めるの。ランドルフなら、石を使えば錬成できる」

　フィリアは仰向けになったまま、胸を大きく上下に動かして呼吸をする。この機会を逃してはいけないと、直感していた。

「ランドルフ、お願い。私をもう、この石の呪いから自由にさせて」

「俺は……フィリア、お前も失ったら、もう」

　ランドルフの弱々しい声を聞いて、フィリアは両腕を伸ばして彼の頬を手で挟んだ。

「このままだと、ここだって危ないのよ。お願い、……あなたにしかできない」

「フィリア」

「ね、私の中から石を取り出して、その力で噴火を止めるの。そうしたら、お願いがあるの。私を故郷に連れていってくれる？」

「なんで、それを今」

「大丈夫だよ、私、きっと大丈夫だから。一緒に故郷のホタリを見に行こう、ね？　……お願い」

　フィリアはランドルフの眦に流れる涙を指で拭き取った。ここでランドルフを説得しないと、彼の命さえも危なくなる。

　噴火の揺れは刻一刻と酷くなっていく。

　今にも建物が崩れ落ちそうになる中、ランドルフは「わかった」と言って黒の皮手袋を外した。そして、手に黒く刻まれている錬金陣を露わにすると床に手をつき、フィリアにはまねできないスピードで錬成文を唱え始める。床に描かれた陣がふたたび赤く光り出す。

　すると、身体の中を何かにまさぐられるような感覚に襲われた。

「あ、あああ」

　ぞわりとした何かが、心臓に触れた。その時──。

「うぁあああああ！」

　ランドルフが叫び声を上げ、フィリアの胸の上に手をかざす。青白い光がランドルフの手のひらからこぼれ、フィリアの身体を包み込んだ。すると。

　身体を引き裂くような力が身体の内側から溢れ、石が離れていく。光に包まれたフィリアは、その瞬間に意識を失いそうになる。

　目を閉じる前に見た光景は、すさまじかった。

　白い卵型の石を持ったランドルフが部屋の外へ出ていくと、髪を逆立てながら石を地面に置き、地中に手を突っ込んだ。

　ありったけの力を込めて、フィリアの身体から取り出した賢者の石を使い、錬金術で地中のマグマを固めているのだろう。

（やっぱり、あなたならできたじゃない……）

　小さくなっていく揺れを身体に感じ、フィリアは目を閉じた。これでもう、すべてが終わる。自分が消えてしまっても彼が悲しまないようにと祈りながら、フィリアは意識を手放した。




□□□




　噴煙を上げていた火山のマグマが急速に固まっていく。ランドルフは地中から手を引き抜くと、その場に倒れ込んだ。

（ダメだ、起きるんだ。フィリア……フィリアの無事を確かめないと）

　だが、身体に力が入らない。反錬成を施した直後に、噴火を止めるための錬成を行った。多分、いや絶対に自分にしかできない大技の連続だ。

「かはっ」

　腹から溢れてきた血を口から吐き出す。さっき、セドリックの攻撃を受けた時に骨が折れ、内臓に突き刺さったのかもしれない。

　こんな身体でよく錬成ができたと思う。特に噴火を止める時に使った賢者の石の力はすさまじかった。

（だが……もう石は消えた）

　熱したマグマを固めたくらいだ。周囲のどこを見回しても、白い石は見当たらない。

　起き上がろうとしたところで、胸のあたりが痛みで軋む。

「くそっ、やはり骨が折れてるな」

　力を振り絞って立ち上がり、割れた窓から部屋の中に入る。そこは悲惨な状態だった。天井は崩れ、瓦礫となって積もっている。

　横たわったままのセドリックの身体と、フィリアがいた場所に光の残滓が漂っていた。

「……っ、フィリア？」

　ランドルフはボロボロになった床に描かれた錬金陣に近づいた。この中央にフィリアを寝かせていたはずだ。彼女の身体から賢者の石を取り出した時、白い光に包まれていたことを思い出す。

（まさか、飛ばされたのか？）

　以前、フィリアが話してくれたことを思い出す。ラルフに人体錬成をされた時、白い光に包まれたあと、どこかへ飛ばされたと言っていた。

　もしかすると──。

「フィリアッ、どこだ──っ！」

　ランドルフの叫び声があたりに響き渡る。だがそれを聞く者はいなかった。




第七章




　洗濯したばかりの白いシーツがぱたぱたと風になびく。飛ばないように洗濯ばさみを使い紐に留めると、フィリアは空を見上げた。

（今日もいい天気！　今のうちにほかのシーツも洗って、干しておこう）

　濃い紫色の瞳を細めつつ青い空を眺め、薄茶色の髪をかき上げた。

　そばかすの残る顔を上機嫌に緩め、鼻歌を歌いながら空になった籠を手に持つ。王都から離れた地方にある街の小さな治療院で、フィリアは世話になったお礼に働いていた。

　ひと月ほど前、道端で倒れていたところを発見され、この治療院に運ばれた。表立って怪我をしていたわけではない。それでも気を失うように眠っていたフィリアが目を覚ました時、過去の記憶を失っていた。

　正確に言えば、一部の記憶だ。自分の名前も、生まれた場所も覚えている。けれど、最近のことをまったく覚えていなかった。そして不思議なことに自分の口から出た誕生日は、百年前の日付だった。

「先生、私が生まれたのは本当にデミ歴の一二五年です。南のほうのルデヤ地方で生まれました」

「そうかぁ、フィリアさんの言っていることを疑いたくないけど、今はデミ歴の二二五年なんだよね。ルデヤかぁ、ずいぶん遠いところだね。まぁ、しばらくゆっくりしたらいいよ」

　治療院の先生は、人のいいおじいさん医師だ。

　フィリアを故郷に送りたいけれど、十分な資金も伝手つてもない。女性一人で旅をするのは危険だから、しばらくこの街に滞在してお金を貯めるといい。なんなら治療院を手伝ってくれたら助かるよ。

　なんて言われてしまうと、断る選択肢はなかった。

　記憶以外は大して問題もないフィリアは、治療院の雑事を引き受けた。ちょうど嫁いだ医師の娘のミアが、赤ちゃんを産むために休みを取ったため、人手がほしいところだった。

　フィリアは洗濯桶にシーツを入れ、じゃぶじゃぶと井戸水を注ぎ入れて水を張った。しばらく洗剤につけておいてから汚れた箇所を手で念入りに洗おうと、腕まくりをしたフィリアはふと、自分の指にある黄色い石のついた指輪を見た。

　左手の薬指にある指輪には、杖と蛇の意匠が彫られているが、それが何を意味するのか誰も知らなかった。

（これ……誰かがくれたのかな）

　金色の指輪を見ていると、これと同じ色の髪をした誰かを知っているような気がする。でも、フィリアが好きだった幼馴染の髪は黒かった。

　故郷のことはおぼろげに覚えている。けれど、両親の顔つきや幼馴染のことをはっきりと思い出せない。なぜか、あまり会いたいとも思わない。それよりも違う誰かのことを、思い出したいような焦燥感があった。

（これをくれた人なのかな）

　婚約指輪のように、フィリアへ、と裏側に刻印されている。これを売れば故郷に帰る旅費ができるよ、と言われたけれど、どうしても売りたくなかった。

　何よりも、自分の過去を探す唯一の手がかりだと思われた。

　地下からくみ上げたばかりの冷たい水に手を浸して、フィリアは雑念を払うように顔を左右に振った。

（今は、そんなこと考えてないで洗濯しなくちゃ！　最近、怪我人が増えて大変なのよね。入院している人もいるし）

　フィリアが手伝うようになってから、なぜか若い男性の怪我が増えたと先生が言っていた。暖かい季節になって、きっと身体を動かすことが増えたからですよ、とフィリアが笑うと診療を受けていた男性がぽーっとした顔をした。

　やっぱり春は人を温かくするのね、そんなやり取りを思い出していると──。

「きゃっ」

　フィリアの後ろに立った男性が、背後から突然目の前に野の花をまとめた花束を差し出してきた。白く素朴な花が風に揺れている。

　振り向いて顔を上げたフィリアは、男性の名前を呼んだ。

「ランドルフさんっ、だめじゃないですか。また勝手にベッドを抜け出して」

「でも、この花を見つけた時、フィリアさんに似合うなって」

「も、もう……っ、そんなこと言っても、病人なんですから安静にしてください」

　彼は見上げるほどに背が高くて、金色の巻き髪は美しく、紺碧の瞳に整った容姿をしている。誰もが目を奪われるほどの美丈夫で、身体つきも騎士かと思うほどに鍛えられていた。

　そんな彼が胸骨を折った怪我のために治療院へ運ばれてきたのが、十日ほど前のことだ。怪我をしたのはそれより前だったけれど、まだ完癒していない状態で長旅を続け、無理がたたったらしい。

　先生が叱ったため、ランドルフはそれ以上旅を続けず治療院に入院して──フィリアが世話をすることになった。




　十日前、旅の途中で倒れたランドルフが運び込まれ、病室に寝かされた。

　意識のなかった彼の額に玉の汗が浮かぶ度に、フィリアはすぐに汗を拭いた。男性は呻きながら、誰かの名前を呼んでいる。

　金色のイヤーカフをつけているが、手に指輪はつけていない。既婚者には見えなかった。

「フィリア、まだここにいたのか」

「はい、先生。まだ目が覚めないのが心配で」

　なぜか心が惹かれてしまう。くるくると巻いた髪は、まるで天使のように輝いている。

「では、目が覚めたらすぐに呼ぶんだよ」

「はい、先生」

　扉が閉められると、小さな部屋には二人きりになる。彼の持ち物から高貴な家の者と思われたため、個室に入院していた。

　フィリアは閉じたままの彼のまぶたの奥の色を想像する。脳裏に浮かび上がるのは碧眼しかなかった。そんなふうにして寝ている彼の傍で息をひそめていると、男は「ううっ」と唸り声を上げ顔を動かした。

「大丈夫ですか？」

　意識がないとわかりつつも、声をかける。すると男がぱちりと目を開いてこちらの瞳を覗き込んできた。

「……ここにいたのか」

　フィリアの顔を見た途端、男は目を細め柔らかく微笑んだ。彼の瞳は、想像したとおりの色をしている。

「目、目が覚めたの？」

「ああ、ここは？」

「ここは診療所よ。あなたは旅の途中で怪我が悪化して、意識を失ったところを運び込まれてきたの」

「……そうだったか」

　男は無理にでも起き上がろうとする。だが、まだ折れて治療中の骨が軋むのか、痛みで顔を歪めた。

「だ、ダメですっ！　まだ安静にしてください。今、先生を呼んできますから。あ、その前に、お名前を教えてもらえますか？」

「……名前？」

「はい、あなたの名前を教えてください」

　フィリアが質問すると、彼はキョトンとした顔をした。

「……ランドルフだ」

「ランドルフさんですね、では、そのまま待っていてください」

　フィリアは慌てて部屋を飛び出して医者を呼びに行く。そして意識を取り戻した彼は長い時間、医者の診察を受けていた。




「フィリアさんは、洗濯をしたら次は何をするんだ？」

「そうですね、洗濯が終わったら掃除かなぁ。でも、お昼ごはんの用意もしないといけないし、ランドルフさんのお相手をしている暇はありません」

「つれないなぁ……」

　彼は残念そうな顔をして片方の眉を上げた。そんな可愛らしい顔を見ると、胸がキュンとする。

　ランドルフは骨折したところを固定するため、治療用のコルセットをつけていた。リハビリを兼ねてゆっくりと歩くことはいいけれど、花を摘むなんて動作はきっと痛かっただろう。

　驚くほどにカッコいい彼は、なぜかフィリアから離れたくないと言わんばかりに近くにいる。時折ねっとりとした視線を感じてそちらに目をやると、大抵はランドルフから見つめられていた。

　それでも、フィリアは田舎にいるただの平凡な娘でしかない。それも、記憶を失っている。身体におかしなところはないが、なんとなく処女ではない気がする。

　この前、月のものが来た時はものすごくホッとしたから、もしかすると無理やり襲われたショックで記憶を失ったのかもしれない。

　自分の過去がわからないことは、フィリアを不安にさせていた。街の人は誰も彼女のことを知らないから、余計に不気味で仕方がない。自分は一体、ここに来る前に何をしていたのだろうか。

（ダメダメ！　過去を気にしても思い出せないんだから）

　塞ぎ込みそうになる度に、フィリアは前を向くように顔を上げる。そして家事仕事をして身体を動かしているうちに、暗い気持ちはどこかにいってしまう。だからここのところずっと、働きっぱなしだ。

　おかげで「可愛くて愛想もよくて働き者のフィリア」と評判になっていることは、本人はいまだ気がついていない。

　ランドルフは不満げな顔をしてボソッと呟いた。

「俺が手伝えればいいんだけど」

「病人は怪我を治すことが仕事です」

「だったら、ベッドまで連れていってよ」

「も、もう……」

　眉をへにゃりとさせたランドルフにねだられると、否と言えない。彼のほうが年上なのに、なぜかよしよしと甘やかしたくなる。

　ランドルフに手を握られたフィリアは、しょうがないなぁと思いながら彼を病室へと連れていく。いつでも指ぬきの皮手袋をしている彼の手から、熱が移るようで胸がトクトクと高鳴った。

（や、きっと彼の顔がよすぎるからよ）

　彼と目が合った時から、おかしいくらいに胸をときめかせている。本当は抱きしめてほしいと思う瞬間もある。最近は彼に抱かれ、喘いでいる夢を見てしまった。

（う……絶対に、彼の顔がよすぎるからよ）

　フィリアは止まらない鼓動を相手に悟られないように、胸に手を当てて落ち着かせようとする。けれど、甘く蕩けるような視線でランドルフに見つめられると──何も手につかなくなるほど、フィリアの鼓動は高まった。




　医者の娘のミアが久しぶりに治療院に来ているから、今のうちにとフィリアは料理の下ごしらえを始めた。

　トントントンと小気味いいリズムで包丁を動かしていると、台所の外でガタンと音がした。きっと誰かが野菜を持ってきてくれたのだろう。

　貧しい患者の中には、治療費を払えず畑で収穫したものを持ってくる者もいる。

　そんな一人だろうとフィリアは安易に考えて、裏口の扉を開けた。

　するとあっと声を上げる間もなく、男の手が伸びてきて──。

「静かにして」

「んっ、んんっ」

　口を手で押さえられ、身体を後ろから抱き込まれる。声の感じからすると、最近よく治療院に来ていた男の一人に違いない。

　フィリアのことを熱のある目で見て、いつも食事に誘われていた。悪い人ではなさそうだけれど、深いつき合いをする気はなかったから、毎回きちんとお断りをしていたのに。

　男はブツブツと独り言を呟いた。

「君がいけないんだ……見た目がいいからって、俺なんかよりあんな男を選ぶから……！　もう、こうすることでしか君を取り返せないんだっ」

（な、何を言ってるの？　あんな男って!?　あ、どうしようっ、怖い！）

　引きずり出されそうになり、フィリアは恐怖で目を閉じる。はぁはぁと男の息が顔にかかり、今にも顔に口づけられると思ったところで──。

「うあっ」

　手が離れた瞬間に男は吹き飛ばされていた。そしてよく見ると、白く光る輪が身体に巻きついている。倒れた拍子に頭を打ったのか、くたりとしていた。

（え、何が起こったの？）

　呆然とするフィリアの頭上で、低い声が聞こえてくる。

「まったく、油断ならないな……」

「ランドルフさん？」

　いつの間に来ていたのか、ランドルフが台所の入り口に立っていた。男を吹き飛ばしたのは、状況からして彼に違いない。

　でも、どうやって？

「今の、ランドルフさんが助けてくれたの？」

「……ああ」

　男をぐるりと縛る光の輪。どこかで、同じような光景を見た気がする。

　あの時の自分は白いドレスを着て、華やかな服装をしていた。そして──。

「以前もこうして、助けてくれた……ことが、あった？」

「フィリア？」

　フィリアは自分の身体を抱きしめ、必死になって思い出そうとする。男に襲われたことも恐ろしかったのに、さらに自分の記憶が戻りかけて身体が震えた。

　すると、ランドルフは足早にフィリアに近寄り、彼の着ていた上着をフィリアの肩に羽織らせた。

「大丈夫か、怖いことは無理に思い出さなくてもいいんだ」

「ランドルフ様？」

　以前、自分は彼のことをそう呼んでいた。……気がする。

　そして、彼はフィリアのことをいつも優しい声で呼んでいた……気がする。

「以前、お会いしたことがあった……のですか？」

　フィリアは顔を上げてランドルフを見つめると、切ない表情をした彼にそっと抱き寄せられた。

「フィリア……」

　甘やかな声だった。やはり以前聞いたことがある。

　彼は、自分の過去を知る人に違いない。すると胸の奥から熱い想いが迸る。彼に抱き寄せられ、フィリアは自分の恋心を自覚した。

（ああ、ランドルフ様のことが好き……）

　ランドルフの碧い瞳で見つめられると、身体の奥にある心の柔らかい部分が心地よくてたまらなかった。彼に触れられた箇所が熱くて、あの胸に響くような声で名前を呼ばれるのが、たまらなく気持ちよくて──。

「好き」

　想いがまるでコップから溢れるように、口からこぼれていた。気持ちを認めると、これまでの記憶が一気に押し寄せてくる。

「あ、ああっ」

　フィリアは両手で頭を押さえると、ランドルフの腕の中から離れ床にうずくまる。よみがえってきた過去の記憶があまりにも壮絶すぎて、自分のことだと思えない。

　はぁ、はぁと呼吸を荒げたフィリアを見たランドルフは、慌てたように名を呼んだ。

「フィリア、フィリアッ！」

　すると台所で不審な音がしたからと様子を窺いに、ミアが顔を出す。

「フィリア、大丈夫？　何か大きな音がしたけど」

「ミアさんっ、フィリアが」

「どうしたの？」

　中に入ってきたミアは、うずくまるフィリアを見てすぐに医師を呼びに行く。ランドルフはしゃがみ込むフィリアの背中を、大きな手でずっと撫でていた。




　目を覚ますと、寝台の傍にやつれた顔をしたランドルフがいる。以前も確か、自分が刺されて倒れたあと、彼がずっとつき添ってくれていたことを思い出す。

「ランドルフ、また心配かけちゃったね」

「……思い出したのか？」

「ええ、多分。全部ではないかもしれないけど……あなたのことは覚えてる」

　フィリアが手を伸ばすと、ランドルフは指を絡めるように握りしめてくれた。

「指輪をくれたのは、あなただったのね」

「ああ……君は俺の。大切な妻だ」

「思い出した途端、結婚しているなんて。どうして教えてくれなかったの？」

　ランドルフは横を向いて、ぼそりと呟いた。

「記憶を失っていると聞いて、それならそれでいいと思ったんだ。君の過去は辛いことが多いから……それに、まっさらな状態の君ともう一度愛し合いたかった。思い出せないようなら、君にもう一度プロポーズするつもりだった。……って、俺のわがままだな。黙っていて、すまなかった」

「そうなの」

　頭を下げたランドルフに、フィリアは声をかける。

「でも、よく私がここにいるとわかったわね。王都からもずいぶんと離れているのに」

「君の指輪は、居場所がわかるような作用を付与して錬成した。俺のつけているイヤーカフが受信機になっているから、だいたいの場所はわかる」

「……知らなかったわ」

「教えてないからな。万一を考えての作用だったが、本当につけておいてよかった」

　ほう、と安堵の息を吐くランドルフを、もう責めることはできなかった。

「こんなに姿が変わったのに、よく私だってわかったわね」

「フィリアは何も変わっていないよ」

「髪の色が、あなたの好きな色じゃなくなったわ。それに、そばかすだって」

「そうだな……可愛くなった。以前は綺麗だったが、今のほうが俺の好みだ」

　この姿が好みだなんて、とても彼の本心とは思えない。以前の薄桃紫色の髪をランドルフは気に入って、何度も優しく梳いていた。今はくすんだ茶色と、いたって普通の色をしている。

　それでも、彼の優しい嘘が嬉しかった。ランドルフはそっと見上げたフィリアの髪を、一筋取って口づけた。

「俺にとって、フィリアであることがすべてなんだ。どんな姿でも、君が好きだよ」

「……ランドルフ」

　目を細めた彼の瞳が、温かい。彼の変わらない愛を受けて、フィリアは力を込めて彼の手を握りしめる。

「私も、愛してる。もう、離れたくない」

「わかってる。これからはずっと、君の傍にいる」

　フィリアの心の中の壁は崩れていた。今まで伝えることのできなかった本心を溢れさせると、ランドルフは優しく見つめ続けていた。




　ミアが倒れていた男に話を聞いたところ、やはりフィリアに横恋慕した彼が勝手に思い込み、襲おうとしたとのことだった。

　ランドルフのおかげで未遂に終わり、フィリアに怪我はない。

　男のほうはミアにこっぴどく叱られたうえ、倒れた拍子に足の骨を折ってしばらく仕事にも出られないそうだ。

　あの体勢で足が折れたのかと不思議に思ったけれど、外側から強い力が加わったのか綺麗にぽきんと折れていたという。説明をしてくれた医者はフィリアに問いかけた。

「まぁ、あれだ。誰かが不思議な力を強めたかもしれん。フィリアはどうしたい？　警邏けいら隊に引き渡すなら、連絡をするよ？」

「いえ、いいです。私は無事でしたし、彼も足の骨を折ったなら、しばらくは動けないでしょうし」

　この田舎で身体を動かせないとなると、仕事もできずすぐに収入が減る。しばらく彼も苦しい生活を余儀なくされるだろう。罰はそれで十分だと思ったフィリアは医者にそう言うと、彼も納得して頷いた。

　記憶を思い出し、ランドルフと夫婦だったことを伝えると「そんなことかもしれないと思ったよ」と言い笑って祝福してくれた。

　最初からランドルフの態度は、あからさまにフィリアを囲い込んでいたらしい。

　そのあと、医師と一緒に話を聞いていたミアに声をかけられる。二人だけで話そうと、フィリアの部屋に移動した。

「それで、フィリアはどうしたいと思っているの？」

「うん。……ランドルフと一緒に、王都に戻ろうと思う」

「それで大丈夫？　フィリアさえよければ、いつまでもここにいてくれていいのよ」

　ミアが戻ってくれば診療所の人手は足りるのに、ここに残ってもいいと言ってくれた。

　その優しさが身に沁みる。けれど、フィリアにとって今や唯一の存在は──ランドルフだ。

「彼ね、私がいてくれれば、それでいいって」

「でも、フィリアのこと知っていたのなら、教えてくれてもよかったのにね」

「うーん、私、過去にかなりいろんなことがあったの。もう家族もいないし、辛いこともあるから思い出してほしくなかったみたい」

「そうなの……それも一つの愛なのかしらね」

　ミアはフィリアの不安な心を推し量るように、相槌を打った。

「今でも、彼のこと好きなんでしょ？」

「うん。その……思い出す前から好きになっていたから、今は嬉しくて」

「まぁ、そうではないかと思っていたけど。熱いわね」

　呆れたような声を出しながらも、ミアは嬉しそうに微笑んだ。

　実際の年齢だと、彼女は孫のようなものだ。けれど、今のフィリアにしてみると相談のできる年上のお姉さんである。

「よかったわね、彼、あなたにぞっこんみたいだから」

「うん。私もびっくりしてる。私が思い出さなかったらどうしたの？　って聞いたら、もう一回プロポーズしてたって」

　くすくすっと笑うと、ミアも一緒に声を出して笑った。ひとしきり笑い終わると、そういえば、とミアは思い出したようにフィリアに言った。

「だからさっき、二人で籠っていたのね」

「う……うん。ランドルフが我慢できないっていうから」

「それは……声が漏れないように、気をつけてね」

「あ、それなら大丈夫。ランドルフが消音装置を錬成してくれたの」

　ミアは一瞬顔の表情を消してフィリアを見た。けれど、フィリアは無邪気な笑みを絶やさない。

「でも、ランドルフさんが宮廷錬金術師だったなんて、ビックリよね」

「……そうだね」

　さらに驚くことに、フィリアも錬金術師だったという。

　でも今は何もできない。素材となる薬草には詳しいけれど、それをどう使って錬成するのか、まったくわからない。

　彼にとって役に立たない存在なのに、それでもランドルフはフィリアを欲してくれている。

「それにね、私の故郷にも連れていってくれるって。今すぐは難しくても、いつか……ホタリの季節に行こうって」

「本当に愛されているのね。あーあ、私もたまには夫にねだろうかしら。王都に連れていってって」

「そうね、いつでも来てね。大歓迎よ」

「約束よ」

　フィリアはミアに微笑み返すと、「そろそろ戻らないと」と立ち上がった。ランドルフは傷も癒え、ようやく王都に帰る目途がついたところだ。

　フィリアは目を上げると澄み渡る空を見て──もう、辛かった過去は振り返らないと心に決めた。これからはランドルフの傍にいて、彼と共に生きていきたい。

　この先は、本物の夫婦になって過ごしたい──。




　王都に戻る途中の馬車の中で、フィリアは事件の顛末を聞いた。

　スレーイ山は小噴火したけれど、そのあとは特に地震も起きていない。大噴火になると予測した学者もいたが、奇跡的に小ぶりの噴火だったため、山麓の街にはほとんど被害がなかった。

「あなたが止めたのね」

「君の身体から取り出した、賢者の石の力だ」

　ランドルフはなんでもないことのように言うけれど、とてもすごいことだと思う。彼は麓に住む何千人もの人々を、噴火の被害から守ったのだから。

　山麓にあったフリードルのアジトは小噴火で崩れ、ほとんどのメンバーが捕縛され今はもう跡形もない。その時にランドルフの胸骨が折れたという。

（本当は、セドリック様の攻撃で傷ついたんだろうな）

　ランドルフは詳しく語らないが、あの時のセドリックの攻撃は容赦なかった。フィリアは身体を動かすことができず、ランドルフが傷つけられるのを歯噛みして耐えるしかなかった。

　セドリックはランドルフと肩を並べるほど優秀な錬金術師だったが、フリードルの影響を受けて凶行に走ったらしい。

　それでも死を覚悟した彼は、最後にランドルフへ助言を与えた。

　それがなければ、ランドルフでも反錬成を完成させることはできなかったという。

「こうしていられるのは、彼のおかげでもあるのね」

　危険にも晒されたが、賢者の石を取り出すことができたのは……ランドルフがフィリアに反錬成をかける決心ができたのは、彼の最後の言葉が決め手だったのだろう。

　そのあとは、地震による建物倒壊に巻き込まれて死亡したと聞いている。

「セドリックは、ウェズリー家の墓に埋葬した。……優秀な、錬金術師として」

　たとえ裏切られていたとしても、ランドルフは彼のことを恨みきっていないのだろう。ウェズリー家の一員として葬儀が行われ、フリードルとの関連は表に出ないままだ。

「ただ……こうなった以上、俺が次のウェズリーの当主となる」

「うん」

「それでも、俺の妻でいてくれるか？　今さら嫌と言われても、手放せないけど」

「嫌だなんて……私のほうこそ、いいのかなって思うんだけど」

「いいに決まっているだろう。次期当主たる俺が選んだ相手だ。国王も認めているし、誰も文句は言えないし言わせない」

「そうだね、国王陛下にも認められていたよね」

「ああ、思い出したか？」

　うん、と頷くフィリアの手を、ランドルフは握りしめる。

　辛い過去の記憶を思い出す一方で、フィリアはこれが最後の恋になるだろうと確信した。




　王都に戻ったフィリアは、ウェズリー家の本宅で歓迎して出迎えられた。あまりにも煌びやかな人々に、豪奢な屋敷。大勢の使用人たちと、すべてが驚きの連続だった。

　フィリアの姿が以前と違うことも説明がされているのか、誰もそのことに触れない。ランドルフの両親もフィリアを見ると、「よくぞ戻ってきてくれた」と涙を流して喜んでいる。母親にいたっては「なんて可愛らしい人なの」と嬉しそうに微笑みを返してくれた。

　まるで帰省していなかった娘が帰ってきたように、大切にもてなされる。

　こんなにも温かい人たちを、以前の自分は拒絶していた。そのことを申し訳なく思い、フィリアは頭を下げた。と同時に、家族が増えたことの嬉しさを噛みしめる。

　ランドルフはといえば、挨拶の間中ずっとフィリアの隣に立ち、腰に手を回して一時も離れない。普段とあまりにも違う彼の甘ったれた様子に、ウェズリーの人たちは呆れつつも、二人を微笑ましく迎え入れた。

　今やランドルフを超える錬金術師は誰もいない。その彼が認めた女性とあれば、文句を言える者などどこにもいなかった。




　本宅での挨拶が終わると、フィリアは以前暮らしていた別宅に戻ることになった。本宅では慣れないフィリアは緊張するだろうと、ランドルフは早急に屋敷を出る。

　馬車に乗ると、隣に座った彼は手を絡ませるように握りしめた。

「ねぇ、こんなに早く出てきてよかったの？　ご両親と食事とかしなくていいの？」

「いいんだよ。フィリアとすぐにでも二人きりになりたかった」

「……うん、私も」

　ランドルフはいつでも綿菓子のように甘くフィリアを包んでくれる。別宅に着くとすぐに、彼は外套を脱ぎながらフィリアに尋ねた。

「久しぶりに錬金工房に行ってみないか？」

「うん、見てみたい」

　フィリアはわくわくして工房に入ると、棚にある薬草瓶を一つ手に取って考え込んだ。

「どうした、その瓶が気になったのか？」

「……これ。これがきっかけで大変なことになっちゃったよね……はっきりと思い出せないけど」

　ランドルフは『月宵草：雌花』と書かれている瓶のラベルを見ると、顔を青くした。女性用の媚薬を作るつもりが男性用を錬成してしまう原因となった薬草だ。

「それは中身が雄花だったんだ。ラベルを書き換えておかないと」

　ランドルフは真顔になると、瓶のラベルに筆を走らせる。書き終えると棚に戻し、何もなかったとばかりに振り向いた。

「ね、ランドルフ。……どうしたの？」

　ランドルフの焦った様子を見るに、以前彼にとって都合の悪いことがあったに違いない。フィリアはにこりと笑った。

「教えてくれないなら……お仕置きしちゃうから」

　可愛らしく顔を傾ける妻を見て、ランドルフは降参したように手を上げた。




「あっ……あ、あっ、……だめぇ、ランドルフ……もう、いっちゃう」

「お仕置き、するんじゃなかったのか？」

　フィリアは顔をふるふると横に振った。工房に置いてある寝台の上で裸の妻に覆い被さり、ランドルフはぐちゅ、ぐちゅっと剛直を抽送する。白い頬を紅潮させたフィリアは、ぐっしょりと濡れそぼった蜜洞をねっとりとかき回され、はあっと熱い息をこぼした。

「いいっ、ねぇ……っ、もうキス、して」

「わかった」

　上半身を倒した彼の、厚い唇で覆われる。互いに口を吸いながら、ランドルフはゆっくりと腰を振った。

「んっ……好き」

「俺もだ」

　彼の紺碧の瞳を見つめていると、ランドルフはふいに目を細めた。

「フィリアは可愛いな。……俺好みになった」

「そんなこと言って。胸も小さくなっちゃったし……以前のような美人じゃないし」

「関係ないよ。ホラ……こっちも俺を咥え込んで、はぁ、気持ちいいな」

　ランドルフは陰核を指でなぞりながら、浅い箇所を捏ねるように腰を動かす。途端に蜜が溢れ出て、快感が背筋を這っていく。

「はぁ……ぁ……ランドルフ、きもちっ……いいっ……」

「ああ、……俺もだ」

　蜜が泡立てられ、いやらしい音が響いている。次第に理性が溶けていき、フィリアはランドルフの腰に脚を絡ませた。

　彼の与えてくれる刺激のすべてがフィリアを熱くする。次第に腰を穿つ速度を上げたランドルフがくぐもった唸り声を出した途端、頭の芯が痺れるような快感がフィリアを襲う。

「ああっ、ああ──っ！」

　目の前が白くなるのと同時に、最奥に熱い飛沫がたっぷりと注がれた。二度三度と腰を押し込めたランドルフがはあっと息を吐くと、力を抜いて愛妻の横に寝転んだ。

「フィリア……好きだ」

　何度も愛を告げられ、安心させるかのように髪を撫でられる。多幸感に包まれたフィリアは、顔をランドルフに向けるとお腹をさすりながら話しかけた。

「ね、子どもができたら……どうする？」

「フィリア？」

「あのね、多分なんだけど……身体の時が進んでいるの。だから、妊娠できるかもしれない」

　ランドルフは感極まった顔をすると、腕を回してフィリアを抱き寄せた。

「フィリア、時が進んでいるんだな……！　一緒に年を取ることができるんだな！」

「うん。……そう、思う」

　ランドルフは声を震わせながら「よかった」と呟いた。

「これからは、普通の夫婦のように……過ごしていこう。結婚式も、旅行も、子どもができたらお祝いもいっぱいしよう。それで……孫に囲まれて、一緒に老後を過ごすんだ」

「そんなの、気が早いよ」

　くすりと笑ったフィリアをランドルフが潤んだ目で見つめていた。

　以前のフィリアが渇望していた、普通の人のように年を取る。そのことが現実となった幸福を噛みしめていると、フィリアは力強く抱きしめられた。

「フィリア……愛しているよ」

「私も」

　温もりに包まれながら、フィリアは幸せを感じて目を閉じる。その寝顔を、ランドルフはいつまでも飽きずに眺め続けていた。




エピローグ




　馬車に揺られながらフィリアは、ランドルフの肩に頭を乗せてまどろんでいた。二人きりで長い距離を移動して、王都から南へ下ること三日。もうすぐフィリアの生まれた街へ到着する。

「まだ、寝ていなさい」

「ん。でも……もうすぐなの？」

「ああ」

　ランドルフが故郷に連れていってくれると約束してから十年。彼がなかなかまとまった休みを取れなかったこともあり、気がついたらこんなにも経っていた。

　フィリアも子どもを二人産むなどして、王都を離れられない時期もあった。

　今やランドルフは父親の代わりにウェズリー家の当主を任され、日々錬金術師の指導にもあたっている。一族であるないにかかわらず、優秀な者を受け入れて錬金工房を広げていた。

　彼のやり方に文句をう者もあるけれど、ランドルフほど優秀な人はいない。錬金術師を取りまとめる首領として、確固たる地位を築いていた。

　その根底には、今でもセドリックの遺言が座っている。困難に直面した時、ウェズリー家の首領になるように彼に頼まれた。だから責任を全うすると、ランドルフは自分を鼓舞していた。

　フィリアは座り続けて痛くなった腰をさする。

「覚悟していたけど、本当に遠いのね」

「それでも、珍しい素材を求めて大じいは訊ねたんだろうな」

「そこで賢者の石を見つけるとは、思いもしなかったでしょうね」

「そうだろうな」

　フィリアは馬車に揺られながら、故郷へと通じる道沿いの風景を眺めていた。

　この姿に戻ってからも、まだ思い出せない過去がある。特にラルフに人体錬成をされたあとの十年くらいの記憶がすっぽりと抜けていた。

　ランドルフは「無理に思い出さなくてもいい」と言ってくれる。きっと賢者の石がフィリアの身体を離れる時に、一緒にいた期間の記憶を気まぐれに奪ったのだろう。

　過去が思い出せないことに不安を感じた時期もあったけれど……今はもう、ランドルフと築いてきた思い出がたくさんある。

　子どもたちも健やかに成長しているし、十分幸せを感じて生活している。

　無意識にフィリアは薬指にはめた指輪に触れていた。ランドルフはお揃いの黄色い色の石がはめ込まれたイヤーカフをつけている。彼にとって手は仕事道具だから、指輪をはめられない。

　フィリアの中におぼろげな記憶のある故郷。そこで両親の墓参りがしたかった。

　もし、かつての家族の子孫がいるなら、遠くから眺めるだけでもしてみたい。

「ホタリ、いるかしら」

「季節だから、きっと見られるよ」

　以前と変わらない蜂蜜色の髪を揺らして、ランドルフが微笑んだ。

　ちょっぴり目尻にしわの増えたフィリアは、ふたたびまどろみながら目を閉じる。今は普通に年を取り、普通に老いている。

　──なんて素敵なことだろう。

　これまで何度もランドルフに錬成してもらった、浮遊光を思い浮かべていた。本物のホタリとどれだけ違うのか、比べるのが楽しみだ。

　ふたたび彼にもたれかかると、安心して静かに寝息を立て始める。

　ランドルフはフィリアの柔らかい髪を愛おしそうに、ゆっくりと撫でた。




　万年雪を頂に残す山々の裾野に、緑の平原が広がっている。牛や羊を飼う家が多く、放牧が盛んな地域だった。

「フィリア、代々の領主の墓は向こうにあるらしい」

「……うん」

　かつてフィリアが新婚時代を過ごした家は朽ちたのか、そこには何も残っていなかった。

　口数の少なくなった妻を気遣い、ランドルフがフィリアの肩を抱き寄せる。

「どうした、何か思い出したのか？」

「ううん、反対なの。ここに来れば思い出すかな、って思っていたけれど、何も覚えていないなぁって」

「……そうか」

　頬を撫でるように吹く風はまだ冷たさを残している。高原特有の爽やかな風が吹き、フィリアの髪がふわりと舞い上がる。

　すると、羊を追いかけていた牧童の一人が近づいてきた。小さな馬に跨った彼は二人を見つけ、声をかけてくる。

「あんたたち、どこから来たの？　見かけない顔だよね」

「俺たちは王都から来たんだ。あとで領主様のところに挨拶に上がるよ」

　ランドルフが答えると、彼はフィリアを見て目を丸めた。

「あれ？　領主様のところの絵にそっくりだ」

「え？　どういうこと？」

「領主様の屋敷に絵が飾られているんだ。なんでも、若くして死んでしまった娘らしくて、憐れんだ当時の領主様が描かせたらしい」

　二人は顔を見合わせた。フィリアがこの地に生まれ、過ごした証拠が残っているかもしれない。

「そうか、それは楽しみだな。領主様の館に行ったら、見せてもらうよ」

　牧童はそれだけ言うと、また馬に乗って駆けていく。

「どうしよう……あなた、絵が残っているなんて」

「うん、君の若い頃の姿が見られるなら、楽しみだ」

　きっともう、フィリアのことを覚えている人はいないだろう。もし、自分が消えた当時に生まれた子が存命でも、もう九十歳を超える老人になる。

　自分の存在は消えてしまったと、ずっと思っていたのに、ここにいた記録が残っているかもしれない。

　半信半疑になりながらも、フィリアたちは領主の館に赴いた。

　錬金術師、それも今では宮廷筆頭錬金術師と認められるランドルフが訊ねたとあって、フィリアの子孫にあたる人たちは驚きながらも快く迎えてくれた。

「領主殿、私の妻のフィリアに似た絵があると聞いたのですが」

「あぁ、確かに似ていますね。その絵は館の大広間に飾ってあります。どうぞ、こちらです」

　領主の案内で大広間に向かうと、壁には歴代の領主家族の絵が飾られている。その一つに、二十歳前後のフィリアと見られる女性の絵があった。

　緑色のワンピースを着て、一人で椅子に座る姿が描かれている。穏やかな顔をして、幸せそうに微笑んでいた。

　フィリアは自分の描かれた姿を飽きることなく、見つめてしまう。

「この絵は誰によって描かれたのか、確かめてもいいですか？」

「どうぞ、遠慮なく」

　快く返事をしてくれた領主の前で、ランドルフは額縁を壁から外した。金具を器用に取り枠から離すと、絵の裏側に手紙が挟まっている。

「なんと！」

　驚いた領主が手に持った手紙は、フィリア姉さんへ、と宛名が書かれていた。

「……この絵のモデルとなった女性も、フィリアという名だと聞いています」

　領主は肩を震わせるフィリアに何かを感じ取ったのか、封を開ける前にこちらに差し出してくる。

「あなた宛ての手紙でしょうか」

「……拝見しても、よろしいでしょうか？」

　ランドルフに肩を抱かれたまま、フィリアは手紙を受け取った。紙は色あせているが、まだ字を読むことはできる。

　カサリ、と乾いた音を立てながら丁寧に封を開けると、中にはシェリアの字が綴られていた。

　どうやら手紙は、ジルと結婚して共に過ごし、老衰した彼を看取ったあとに書かれたもののようだ。

「あなた……」

　そこにはフィリアに対して謝罪の言葉が並んでいる。若い頃の嫉妬をぶつけてしまい、ジルや両親に会わせることなく、この地を去らせてしまったことの後悔が記されていた。

　あの時シェリアに何を言われたのか、はっきりと思い出せない。けれど傷ついた自分は故郷に留まることなく流浪した。

　手紙には同時に、感謝の言葉が綴られていた。あの頃のジルは妹をフィリアと混同しつつも、穏やかに愛し合っていた。もしフィリアが声をかけていたら、きっとジルは混乱していただろう、と。彼の生涯は平穏に過ぎ、孫に囲まれて穏やかに老後を過ごしたようだ。

　さらに、両親のことも書かれていた。彼らも長生きをして、息を引き取ったと書かれている。

　シェリアはラルフから事情を聞き、永遠の命を持つフィリアがまた、この地を訪れるかもしれないと思い手紙を残すことにしたようだ。

「私……愛されていたのね」

　ランドルフの肩に頭を預けながら、フィリアは堪えきれず涙を流した。嗚咽交じりに声を漏らし、長い年月で過ぎ去った人々に思いを馳せる。

「あなた、あなたっ」

　泣きじゃくるフィリアの背中を、ランドルフの手が撫でる。指ぬきの手袋をしたまま、彼はフィリアを抱き寄せた。

　領主は気を使い、いつの間にか部屋の外に出ている。ランドルフは黙ったまま、フィリアが泣き止むまでその場に留まり続けた。




　領主の館に泊まることを勧められ、二人は客室に案内される。夜も更けたところで、ランドルフは声をかけた。

「フィリア、せっかくだからホタリを見に行こう。場所を聞いておいたよ」

「そうね、二人で見ようって、約束したからね」

　柔らかく微笑んだフィリアは、外はまだ肌寒いからと外套を羽織る。優しく手を握った夫に連れられて、澄んだ小川のほとりに行くと、目の前には幽玄な景色が広がっていた。

「……綺麗」

　白く淡い光がふわりと飛んでいる。ランドルフの錬成する浮遊光と違い、白い光は濃くなったり淡くなったりしている。

「あなた、思い出したわ」

　隣に立つ彼に、かつてこの景色を見たことを伝えた。

「家族で見たの。まだ小さかったシェリアも、父も母も。みんないたわ」

　以前はこの景色を誰と見たのか思い出せず、胸が痛かった。

　だが、それはきっとフィリアの心を守るためだったのだろう。もう会うことのできない家族の記憶を、自分自身で封じ込めていた。

「今は……あなたがいるから。もう、思い出しても大丈夫だって、思ったのね」

「そうか。だったら今度は、子どもたちも連れてこようか」

　その夜のホタリの乱舞は美しかった。月が雲に隠れたあとは、活発に動く虫たちの光の残滓が線を描いて目に残る。

　それはまるで、フィリアからこぼれ落ちた記憶の欠片のように流れていく。

「そうね、いつか家族みんなで、また見てみたいわ」

　隣に立つランドルフと触れる手に力を込めると、しっかりと握り返される。フィリアは大きな手の温もりに、いつまでも包まれていた。
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